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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





































　　　　０　プロローグ





　　　波なみの音おとが、耳みみに心地ここちいい。

　　　潮しおの香かおりが、鼻はなをくすぐる。

　　　織おり戸と恭きょう也やは、浜はま辺べに立たちながら、見み上あげるように遠とおくを見みつめていた。

　　　その視し線せんの先さきには、深ふかい木き々ぎの間あいだに、大おおきな古ふるい洋よう風ふうの城しろが見みえる。

　　　はじめて見みるはずの城しろに、なぜかなつかしさを感かんじる。

　　「やっとか……」

　　　恭きょう也やは、ぽつりとつぶやく。

　　　口くちをついて出でた言こと葉ばに、自じ分ぶんでもとまどう。

　　　やっと、なんだというのだろう。

　　　決けっ着ちゃくをつけられる？

　　　それが自じ分ぶんの、望のぞみなのか……。

　　「いまさらか」

　　　準じゅん備びと仕し掛かけは、終おわっている。

　　　もう、なやむときじゃない。

　　　舞ぶ台たいはととのったのだ。

　　　なら、怪かい盗とうのすることはひとつだけ。

　　　自じ分ぶんの美び学がくにのっとって、目もく的てきのものを盗ぬすみだす。

　　　どんな邪じゃ魔まがあっても、それは変かわらない。

　　　恭きょう也やは、城しろに背せをむけた。

　　「さあ、始はじめようか。ショータイムを」









　　　　１　花はな里さと家けからの招しょう待たい状じょう？




「ふぁ～あ……」

　わたしは、家いえのリビングで、大おおきなあくびをする。

　春はる休やすみ。

　３月がつの、少すこしあたたかくなった日ひ差ざしが、気き持もちいい。

　カーペットの上うえで、ごろりとしてると、ついつい、うとうとしてしまう。

　こんなに、のんびりすごすのも、ひさしぶりかも。

　いまはレッドの仕し事ごとも、ケイが調ちょう査さ中ちゅうで、わたしはすることはないんだよね。

　だからって、友とも達だちと遊あそびにいくにも、みんないそがしそうだし。

　実み咲さきは春はる休やすみでも生せい徒と会かい長ちょうの仕し事ごとで、学がっ校こうだし、水み夏なつは演えん劇げき部ぶの副ふく部ぶ長ちょうに決きまって、新しん部ぶ長ちょうといっしょに、演えん劇げきを見みにいってる。

　優ゆ月づきも、演えん劇げき部ぶの公こう演えんを見みてくれた他た校こうの演えん劇げき部ぶにたのまれて、いまは衣い装しょうづくりで手てが離はなせないらしいし。

　……そういうわけで、めずらしくヒマだったりする。

　いつもは、レッドの仕し事ごとでおおいそがし、なんてことも多おおいから、たまにはいいかも。

　……とか思おもってたんだけど。

　やっぱり、トレーニングでも、してこようかなぁ。

　ヒマなのって、やっぱり落おちつかない。

　そんなことを考かんがえていると、奥おくの部へ屋やから、お父とうさんがリビングに顔かおを見みせた。

　夕ゆう方がたから、レストランの仕し事ごとに行いくから、パリッとしたシャツを着きてる。

「おっ、アスカ。ヒマそうだな。下したのポストを見みてきてほしいんだが」

　ポスト？

　そっか。

　そろそろ、郵ゆう便びん屋やさんが配はい達たつにきてる時じ間かんだっけ。

「いいよ。行いってくる」

　わたしはその場ばで腹ふっ筋きんを使つかって起おきあがると、すばやく立たちあがる。

　やっぱり、少すこしでも体からだを動うごかしてるほうが、しっくりくる。

　玄げん関かんを出でて、階かい段だんを下おりる。

　わたしの家いえは、マンションだから、ポストは１階かいにある。

　１階かいに下おりて、階かい段だんのわきに立たつ。

　そこには、部へ屋や番ばん号ごうが書かかれたポストが、ずらりとならんでいる。

　え～と。

　わたしの部へ屋やのポストは……。

　すぐにポストを見みつけて、ドアについたダイヤルをまわして、ロックを外はずす。

　だれでも開あけられるとこまるから、一いち応おう、ダイヤルロックっていう、決きめられた数すう字じを合あわせて、鍵かぎをかけられるようになってる。

　ま、わたしからすると、こんなのかんたんに開あけられそう、と思おもっちゃうんだけど。

　……って、そうじゃなかった。

　郵ゆう便びん、郵ゆう便びん。

　わたしは、ポストの中なかをのぞきこむ。

　何なん通つうか、手て紙がみらしき封ふう書しょが入はいってる。

　わたしは取とりだして、またポストのドアにロックをかける。

　階かい段だんをのぼりながら、封ふう書しょをチェックする。

　どうせ、お父とうさん宛あてだろうけど……ん？

　長なが細ほそい封ふう筒とうにまじって、ひとつ、横よこ型がたの封ふう筒とうがある。

　封ふう筒とうのまわりに、薄うすい銀ぎん色いろで草くさ花ばなの模も様ようが描えがかれ、封ふうは銀ぎん色いろのシールでしてある。

　ずいぶん豪ごう華かな封ふう筒とうだけど、だれ宛あてだろう？

　封ふう筒とうの宛あて名なを確かく認にんする。

　宛あて名なは、きれいな筆ふで文も字じで、書かかれてる。

『紅こう月づき飛鳥あすか様さま　紅こう月づき圭けい様さま』

　……へ？

　わたしとケイ宛あて!?

[image: ]

　わたしは、差さし出だし人にんをあわてて確かく認にんする。

　そこには、見みなれた名な前まえがあった。

『花はな里さと家け・花はな里さとグループ』

　花はな里さとグループっていうのは、旧きゅう財ざい閥ばつの流ながれをくむ、巨きょ大だい企き業ぎょうグループ。

　銀ぎん行こうから全ぜん国こく展てん開かいのスーパーマーケットまで、幅はば広ひろい業ぎょう種しゅでトップクラスの規き模ぼと実じっ績せきを誇ほこる、世せ界かい的てきな企き業ぎょうグループって、前まえにケイに教おしえてもらったことがある。

　そこの会かい長ちょうの孫まご娘むすめの琴こと音ねさんと、とある事じ件けんをきっかけに、わたしとケイは知しりあいなんだよね。

　でも、花はな里さとグループから、手て紙がみがくるなんてはじめて。

　琴こと音ねさんとなら、メールや電でん話わのやりとりを、たまにしてるんだけど……。

「お父とうさん、ここおいとくね」

　リビングにもどると、お父とうさんに声こえをかけて、テーブルに郵ゆう便びん物ぶつをおいてから、わたしとケイ宛あての封ふう筒とうを持もって、自じ分ぶんの部へ屋やに入はいる。

　ケイは、あいかわらず、机つくえのパソコンにむかって、カタカタとすばやくタイピングしている。

　その背せ中なかに、話はなしかける。

「ねえ、ケイ。花はな里さとグループから、手て紙がみが届とどいたんだけど。わたしとケイ宛あてに」

　ケイの指ゆびは止とまらない。

「開あけていいよね？」

「……ああ」

　少すこし間まがあってから、ケイから返へん事じがある。

　わたしは、ハサミで封ふう筒とうの横よこを切きる。

　中なかに入はいっているのは、折おりたたまれた厚あつめの用よう紙し。

　開ひらくと、『招しょう待たい状じょう』と大おおきく書かいてあった。

「招しょう待たい状じょう？」

　わたしが首くびをかしげていると、ケイが手てを止とめて、ふり返かえった。

　ケイが手てを止とめて反はん応のうするなんて、めずらしい。

　なにか、気きになることでもあったの？

「その招しょう待たい状じょう、花はな里さとグループからだったな」

　うん。そうだけど。

「なんの招しょう待たい状じょうだ？」

　え～と。

　花はな里さとグループ創そう立りつ50周しゅう年ねんパーティーだって。

「やはりか」

　ケイは、納なっ得とくしたようにうなずくと、またパソコンのほうをむいてしまう。

　なんなのよ、ケイ！

「場ば所しょはどこだ？」

　ケイはわたしの疑ぎ問もんには答こたえずに、指ゆびを動うごかしながら、きいてくる。

　まったく、もう。

　いつも一いっ方ぽう的てきなんだから。

　パーティーの場ば所しょ？

　花はな里さと家けが所しょ有ゆうする島しまに建たつ、古こ城じょう………………は、はい!?

　島しまを所しょ有ゆうって……しかも、古こ城じょうがあるの？

「……該がい当とうする島しまは、国こく内ないにひとつあるな」

　国こく内ないに、ってことは、外がい国こくにもあるんだ、きっと。

　もう、花はな里さと家けがなにを持もってても、おどろかないんだから！

　それに、これだって、琴こと音ねさんが招しょう待たいしてくれたんだろうし。

　前まえに、洋よう館かんで開ひらいたみたいな、アットホームなパーティーとかかな？

「…………」

　なによ、ケイ？

　背せ中なかがなにか、言いいたそうだけど。

「服ふく装そうについては、なんて書かいてある？」

　服ふく装そう？

　ふぉーまる？　って書かいてある。

　あっ、その横よこに手て書がきで書かいてあるよ。

「後ご日じつ、パーティー用ようのお洋よう服ふくをお送おくりさせていただきます」だって。

　これって、きちんとしたドレスとか、そういう服ふく装そうってこと？

「そういうことだ」

　となると、少すこしきちんとした感かんじのパーティーなのかな。

　でも、琴こと音ねさんが招しょう待たいしてくれたんだろうし。

「花はな里さと琴こと音ねさんに、確かく認にんしてみればいい」

　ん？

　そこまですることないと思おもうけど……。

　まあ、ドレスも用よう意いしてくれるなら、お礼れいも言いっておきたいから、いっか。

　わたしは携けい帯たい電でん話わを、取とりだすと、琴こと音ねさんの番ばん号ごうを呼よびだす。

　そのまま、琴こと音ねさんの携けい帯たい電でん話わに、電でん話わをかける。

　……あれ？

　しばらく、呼よびだし音おんのあと、留る守す番ばん電でん話わにつながる。

　メッセージを入いれておこうかと思おもったけど、そこまですることもないか。

　お礼れいなら、直ちょく接せつ言いえばいいわけだし。

「パーティーの日ひ付づけは？」

　ケイがきいてくる。

　え～と……明後日あさってから２泊はく３日かだって。

　泊とまりなんだ。

　でも、ずいぶん急きゅうだね。

「…………」

　わたしの答こたえに、ケイはなにか考かんがえこむように、だまりこむ。

　こうなると、ケイは話はなしかけても、答こたえてくれない。

　いったい、なにが気きになってるんだか。

　琴こと音ねさんが、招しょう待たいしてくれてるだけなのに。

　でも、ちょうどヒマだったところだし、行いってもいいよね。

　まだ春はる休やすみだし。

　それにしても、島しまの古こ城じょうで、パーティーかぁ。

　どんなところなんだろう。

　楽たのしみ！







　　　　２　意い外がいな同どう乗じょう者しゃ




　しょっぱい潮しお風かぜと、汽き笛てきの音おと。

　わたしとケイの目めの前まえには、海うみが広ひろがっている。

　ここは、招しょう待たい状じょうに書かかれていた場ば所しょ、港みなとのフェリー乗のり場ば。

　島しまには、直ちょく接せつ行いく方ほう法ほうはなくて、ここから花はな里さと家けがフェリーを出だしてくれるんだって。

　それにしても……。

　わたしは、まわりを見みまわす。

　フェリー乗のり場ばに集あつまっているのは、パーティーに出しゅっ席せきするらしい人ひとたちだと思おもうんだけど、大人おとなばかりで、みんなすごく着きかざってる。

　見みるからに、生き地じのよさそうなスーツを着きた中ちゅう年ねんの男おとこの人ひとに、その奥おくさんらしき女おんなの人ひとは、落おちついたベージュ色いろの、レースのロングドレス姿すがた。

　ふつうの町まち中なかなら、そんな姿すがたのほうが浮ういてしまうはずだけど、このフェリー乗のり場ばのまわりには、そんな着きかざった中ちゅう年ねん夫ふう婦ふらしき人ひとが、40～50人にんはいる。

　制せい服ふく姿すがたのわたしとケイのほうが、あきらかに浮ういてる。

　招しょう待たい状じょうが送おくられてきた次つぎの日ひに、ドレスとスーツの入はいった箱はこが送おくられてきたんだけど、それは荷に物もつとして持もってきてる。

　だって、パーティー用ようのドレスを最さい初しょから着きていくのって、ちょっと恥はずかしいしね。

　電でん車しゃの中なかとかさ。

　ここにいる人ひとたちは、きっと車くるまでここまで来きたんだろうから、関かん係けいないんだろうけど。

　そんなわたしたちを、さっきからまわりの人ひとたちが、不ふ審しんそうに見みてきてる。

　……もしかして、招しょう待たい状じょうがわたしたちに送おくられてきたのが、なにかのまちがいだったのかな。

　不ふ安あんを感かんじて、ケイを見みる。

　だけど、ケイはここまで電でん車しゃで移い動どうしてきたせいで、すっかり乗のり物もの酔よいの青あお白じろい顔かおで、ふらふら。

　話はなしはできそうにない。

　はあ……。

　琴こと音ねさんに、電でん話わかけてみようかな。

　そう思おもって、携けい帯たい電でん話わを取とりだそうとしたときだった。

「あれ？　アスカじゃないか。どうしてこんなところにいるんだ？」

　……え？

　聞ききおぼえのある声こえに、わたしはハッとして、声こえがしたほうをふり返かえる。

　そこに立たっていたのは、ショートボブの髪かみに、キリッとした目めをした、理り央お先せん輩ぱい。

　すらりとしたパンツスーツに身みをつつんでいて、すごく似にあってる。

　……って、なんで理り央お先せん輩ぱいがここにいるの!?
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　理り央お先せん輩ぱいは、わたしの通かよう学がく園えんの高こう等とう部ぶの先せん輩ぱい。

　中ちゅう等とう部ぶ時じ代だいには、生せい徒と会かい長ちょうをつとめて、いまでもその仕し事ごとぶりが、生せい徒との間あいだで、伝でん説せつとして語かたり継つがれてる、すごい人ひとなんだ。

　いまは「怪かい盗とう部ぶ」っていう部ぶ活かつをつくって、部ぶ長ちょうをしてるんだけどね。

「それは、こっちのセリフだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、おどろいた顔かおで言いう。

　それはもちろん、招しょう待たい状じょうがきたからですよ。

「招しょう待たい状じょう？　アスカに？」

「はい。花はな里さと家けの琴こと音ねさんと、知しりあいなんです」

　わたしは、うなずく。

「へ？　琴こと音ねお嬢じょうさまと知しりあいなの？　それは……」

　理り央お先せん輩ぱいは、めずらしく目めを丸まるくして、言こと葉ばを一いっ瞬しゅんつまらせる。

「……本ほん当とうに、アスカは油ゆ断だんならないね。どこで人ひととつながりがあるか、わかったものじゃない」

　つながりって、ぐうぜんですよ。

　レッドのことがあったけど、豪ごう華か客きゃく船せんで、琴こと音ねさんと出で会あえたのは、本ほん当とうにぐうぜんだしね。

「ただのぐうぜんで、花はな里さと家けのご令れい嬢じょうとお知しりあいになれるものじゃない。しかも、このパーティーにまで招しょう待たいされるなんてね」

　理り央お先せん輩ぱいは、肩かたをすくめる。

　そんなに、すごいパーティーなんですか？

「当とう然ぜん。呼よばれているのは、花はな里さと家けや花はな里さとグループと深ふかい関かかわりのある、限かぎられた人にん間げんだけだ。ここに呼よばれるだけで、特とく別べつだと言いわれているようなものだよ」

　え、そんなに……。

　思おもってたのと、かなりちがうパーティーなのかも。

　でも、そうすると、理り央お先せん輩ぱいも花はな里さとグループと、深ふかい関かかわりがあるってことですよね。

「ぼくというより、両りょう親しんと両りょう親しんの会かい社しゃがね。本ほん当とうなら、父ちちといっしょに、母ははが来くるはずだったんだけど、体たい調ちょうをくずしてしまってね。名みょう代だいとして、ぼくが出しゅっ席せきすることになったんだ」

　そういえば、理り央お先せん輩ぱいの家いえも、すごいお金かね持もちだったっけ。

　一いち度ど、家いえをたずねたことがあるけど、ものすごい豪ごう邸ていだったんだよね。

　そう考かんがえると、ますます不ふ安あんになってくる。

　わたしとケイ、本ほん当とうに招しょう待たいされたんだよね？

「ところで、彼かれは大だい丈じょう夫ぶなのかい？」

　理り央お先せん輩ぱいが、ケイを目めで示しめして、きいてくる。

　見みるからに、ふらふらだもんね。

　気きになるのも、あたりまえか。

「いつもの、乗のり物もの酔よいなので」

　わたしは、答こたえる。

「それならいいけど。おっ。どうやら、フェリーがきたようだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、海うみのほうを見みて言いった。

　わたしも、海うみに視し線せんをむける。

　１隻せきのフェリーが、こちらにむかって、近ちかづいてくる。

　かなり大おおきい。

　全ぜん長ちょう１００メートルはありそうな、真まっ白しろな大おおきな船せん体たい。

　船ふねには、オレンジ色いろのラインが引ひかれていて、明あかるいカラフルなデザインをしてる。

　その中なかでもひときわめだつのは、船ふねの横よこにきれいな青あお色いろで書かかれた、『花はな里さと家け』の大おおきな文も字じ。

　どうやら、花はな里さと家けが個こ人じんで持もっているフェリーらしい。

「さて。それじゃあ、先さきに行いくよ。また、あとで」

　理り央お先せん輩ぱいが、片かた手てを上あげて、父ちち親おやのところにもどっていく。

　まわりの待まっていた人ひとたちも、ゆっくりとフェリーにむけて、歩あるきだす。

　わたしとケイも、フェリーの乗のり口ぐちの列れつにならぶ。

　招しょう待たい客きゃく以い外がいにも、タキシード姿すがたの男だん性せいや女じょ性せいが何なん人にんかいて、招しょう待たい状じょうを確かく認にんしてる。

　たぶん、花はな里さとグループの関かん係けいの人ひとなんだと思おもう。

　わたしとケイの順じゅん番ばんがくる。

　タキシード姿すがたの男おとこの人ひとが、怪け訝げんそうな顔かおで、わたしとケイを見みる。

　だけど、それも一いっ瞬しゅんのことだ。

　わたしが招しょう待たい状じょうをわたすと、もとの表ひょう情じょうにもどって、うやうやしく頭あたまを下さげた。

「ようこそ、いらっしゃいました。中なかへどうぞ」

　ふうぅ……。

　どうやら、問もん題だいないと思おもわれたみたい。

　まあ、招しょう待たい状じょうがあるんだし、当とう然ぜんだよね。

　わたしとケイは、フェリーとつながるタラップをあがっていく。

　ケイは船ふねに乗のることに、うんざりとした青あおい顔かおをしたまま、口くちを開ひらこうとしない。

　完かん全ぜんに、わたしにまかせっきり。

　ケイのことだから、わたしにまかせてもいい場ば面めんだと思おもってるから、なんだろうけど。

　広ひろい船せん内ないを歩あるいていると、

　ブオオオオオオンッ

　汽き笛てきが鳴なって、フェリーが動うごきだす。

「うっ……」

　ケイは口くちをおさえると、さっそくトイレに行いっちゃった。

　島しまにつくまでは、もどってこなさそう。

　それにしても、花はな里さと家けが持もってる島しまかぁ。

　どんな島しまなのかな。

　琴こと音ねさんと会あうのも、ひさしぶりだし、ちゃんとパーティーのお礼れい言いわなきゃ。

　でも、今こん回かいはレッドの仕し事ごとも関かん係けいないし、目めいっぱい楽たのしんじゃおうっと。







　　　　３　無む人じん島とうに建たつ古こ城じょう




　フェリーが出しゅっ航こうすると、わたしは甲かん板ぱんに出でた。

　甲かん板ぱんには、フェリー乗のり場ばで見みかけた、ほかの招しょう待たい客きゃくの姿すがたがちらほらとある。

　それでも、まだ海うみの風かぜは冷つめたいからか、ここにいるのは10人にんもいないけど。

「アスカ。やっぱりここにきたね」

　甲かん板ぱんを歩あるいていると、理り央お先せん輩ぱいが１人ひとりで海うみをながめてた。

「中なかには、ちょっといづらくて」

　フェリーの中なかも、豪ごう華かな座ざ席せきと、設せつ備びがあるみたいだけど、どうもそういうのは落おちつかないんだよね。

「まあね。ぼくたちみたいに、中ちゅう高こう生せいは、ほかにいないみたいだから」

　理り央お先せん輩ぱいは、そう言いって海うみに視し線せんをもどす。

　今こん回かいの招しょう待たい客きゃくは、わたしとケイと、理り央お先せん輩ぱいをのぞけば、中ちゅう年ねん以い上じょうの人ひとたちばかり。

　正しょう直じき、居い心地ごこちはちょっと悪わるい。

　なんとなく、豪ごう華か客きゃく船せんに乗のったときを思おもいだすかも。

　まあ、あのときは、とんでもない敵てきとの対たい決けつの場ばになっちゃったから、後こう半はんはぜんぜん楽たのしめなかったんだけどね……。

「アスカは、これから行いく島しまについては、どのくらい知しってる？」

　理り央お先せん輩ぱいがきいてくる。

　島しまについてですか？

　ほとんど知しらないです。

　ケイは調しらべてるだろうけど、教おしえてもらってないし。

「ぼくも、公こう開かいされている情じょう報ほうぐらいしか、知しらないけどね。知しりたい？」

　知しりたいです！

　どんな島しまなんですか？

「フェリーで１時じ間かんほどのところにある、無む人じん島とうだ」

　無む人じん島とう？

　じゃあ、人ひとは住すんでいないんですか？

「昔むかしは住すんでいたらしいけど、だんだんと人ひとが減へって、30年ねんほど前まえに無む人じん島とうになったらしい。無む人じん島とうになって、まもなく買かい取とったのが、花はな里さと家けの現げん当とう主しゅ。つまり、琴こと音ねお嬢じょうさまの祖そ父ふであり、花はな里さとグループの会かい長ちょうでもある人ひとだ」

　へえ～。

　琴こと音ねさんの、おじいさんかぁ。

　琴こと音ねさんから、話はなしには聞きくけど、直ちょく接せつは会あったことないんだよね。

「島しまの面めん積せきは、およそ１平へい方ほうキロメートル。それなりに大おおきな島しまだよ。いまは、花はな里さと家けが人ひとをやとって管かん理りしているそうだから、正せい確かくには無む人じん島とうではないみたいだけどね」

　なるほど。

　でも、そんなところに、古こ城じょうがあるんですか？

　たしか、わたしたちが招しょう待たいされたのって、古こ城じょう、なんですよね。

「ああ。古こ城じょうといっても、本ほん物ものではないんだ」

　本ほん物ものじゃない？

「それはそうだろう。古こ城じょうというのは、文も字じ通どおり古ふるい城しろだ。日に本ほんでいえば、戦せん国ごく時じ代だいの城しろのことをふつうは指さす」

　あ、言いわれてみれば……。

　まさか、そんなお城しろが？

「そんな島しまに、城しろがあるわけがないだろう。花はな里さと家けが建たてたんだ。ヨーロッパにあるような、古こ城じょう風ふうの建たて物ものをね」

　建たてたって、城しろをですか!?

　城しろって、新あたらしく建たてられるものなんだ……。

「かなり大おおきなプロジェクトだったらしいよ。城しろが建けん築ちくされたのが、20年ねんほど前まえの話はなしだから、古こ城じょうと呼よぶには歴れき史しが浅あさすぎるだろう」

　まあ、「古こ城じょう」なんていうと、短みじかくても１００年ねんぐらいは経たってそうですもんね。

「見みてきたように話はなしているが、ぼくもネットや図と書しょ館かんで、調しらべたていどの知ち識しきだ。実じつ物ぶつを見みるのは、今こん回かいがはじめてだから、楽たのしみにしてるんだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、好こう奇き心しんのまじった笑えみを、うかべる。

　こういうのも、理り央お先せん輩ぱい好すきなんだ。

　そういえば、ケイも、古こ城じょうとか好すきそうだよね。

　……あ、そっか！

　それで文もん句くも言いわずに、素す直なおにパーティーに出しゅっ席せきする気きになったのかも。

　なにも言いわずに、ケイもパーティーに行いく気きになってたから、不ふ思し議ぎには思おもってたんだよね。

　ケイも、いまの理り央お先せん輩ぱいの説せつ明めいしてくれたことは、調しらべていたにちがいない。

　それなのに、わたしには、ひと言ことも教おしえてくれないんだから。

　まったくぅ！

　ブオオオオオオンッ

　汽き笛てきが鳴なる。

　甲かん板ぱんで聞きくと、汽き笛てきの音おとが体からだ中じゅうに響ひびくみたい。

「アスカ。あの島しまだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、海うみの先さきを指ゆびさす。

　そちらに視し線せんをむけると、島しまの影かげが見みえた。

　そんなに大おおきくない。

　ここからだと、島しまの全ぜん体たいが見みわたせるぐらい。

　島しまの中ちゅう央おうに、木き々ぎにおおわれた山やまがあり、そのまわりに建たて物ものらしきものが、小ちいさく見みえる。

　その島しまのはじっこのほうに、ひときわ大おおきな建たて物もののシルエットが見みえた。

　目めをこらすと、お城しろっぽく見みえる。

「あれが、今こん回かいの目もく的てき地ちだよ。中なかを見みてまわるのが、楽たのしみだなぁ」

　理り央お先せん輩ぱいが、はずんだ声こえで言いった。

　探たん検けんする気きまんまんみたい。

　わたしも、興きょう味みしんしんだけどね！

　似にせて建たてたものとはいっても、古こ城じょうなんて、近ちかくで見みるのは、はじめてだもん。

　しかも、その中なかで過すごせるんだから。

　ワクワクしないわけがない。

「さあ、下げ船せんの準じゅん備びをしないと。もどろう」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、船せん内ないにむかって、歩あるきだす。

「はいっ！」

　わたしは返へん事じをすると、軽かるい足あしどりで、理り央お先せん輩ぱいの後あとを追おいかけた。







　フェリーが到とう着ちゃくすると、乗じょう客きゃくの列れつにならんで、順じゅん番ばんにタラップを降おりていく。

　ケイはあいかわらず、青あお白じろい顔かおをしたままだったけど、島しまに降おりたつと、少すこしほっとしたように、息いきをついた。

　わたしは、フェリーから少すこしはなれて、あたりを見みまわす。

　島しまは思おもっていた以い上じょうに、管かん理りが行いきとどいているらしい。

　フェリーから降おりたった場ば所しょも、そこから続つづく道どう路ろも、きれいにコンクリートでつくられてる。

　とても、もとが無む人じん島とうとは思おもえないぐらい。

　目めの前まえの道どう路ろには、黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃが、ならんで止とまっている。

　どうやら、あの車くるまで、古こ城じょうまで送おくってくれるらしい。

　つぎつぎと、招しょう待たい客きゃくが車くるまに乗のって、走はしりだしていく。

　黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃが、ならんで走はしっているのは、見みるからに豪ごう華か。

「どうぞ、こちらへ」

　スーツ姿すがたの男おとこの人ひとが、高こう級きゅう車しゃのドアを開あけてくれる。

「お荷に物もつは、うしろのトランクへ入いれさせていただきます」

　そう言いって、男おとこの人ひとは、わたしとケイから、バッグを受うけとる。

「ありがとうございます」

　お礼れいを言いって、車くるまに乗のりこむと、ふかふかのシートにすわる。

　ケイも続つづいて、乗のりこんでくる。

　ケイの表ひょう情じょうが、うんざりしたように見みえるのは、たぶん見みまちがいじゃなさそう。

　ドアが閉しめられ、車くるまがゆっくりと走はしりだす。

　海うみ沿ぞいの広ひろい道どう路ろを、車くるまはじょじょにスピードを上あげていく。

　わたしは窓まどを少すこしだけ開あける。

　潮しおの香かおりが、気き持もちいい。

　海うみの反はん対たい側がわは、木き々ぎがしげる林はやしになっていて、建たて物もののようなものは、見みあたらない。

　フェリーから見みたときは、建たて物ものらしきものが見みえたけど、いまむかっているのと、反はん対たい方ほう向こうだった。

　こっちにあるのは、古こ城じょうだけなのかもしれない。

　それにしても……。

　反はん対たい車しゃ線せんから、車くるまもやってこないし、なによりわたしたち招しょう待たい客きゃくと、花はな里さと家けの関かん係けい者しゃ以い外がいは、人ひとの姿すがたを見みかけない。

　ほんとに、無む人じん島とうなんだなぁ。

　だからかわからないけど、道どう路ろもきれいに整せい備びされているし、高こう級きゅう車しゃで快かい適てきに送おくってもらえているのに、少すこしだけさびしく感かんじる。

　車くるまは15分ふんほど走はしると、きつい坂さかの道どう路ろをのぼっていく。

　道どう路ろがいいのと、運うん転てん手しゅさんの運うん転てんがうまいのがあわさって、ほとんど揺ゆれない。

　かなり楽らくちんなんだけど、となりのケイは白しろい顔かおをして、うつろな目めで窓まどによりかかってる。

　ケイにとっては、電でん車しゃ、フェリー、車くるまと乗のって、これ以い上じょう、ひどい目めってないかもね……。

「まもなく、到とう着ちゃくいたします」

　運うん転てん手しゅさんの声こえに、わたしは外そとを見みる。

「うわぁ……」

　おもわず声こえがもれる。

　窓まどから見みえる景色けしきに、森もりの中なかにそびえ立たつ、巨きょ大だいなヨーロッパ風ふうのお城しろがあった。

　オレンジ色いろの屋や根ねに、石いしを積つみあげたような壁かべ。

　壁かべには、いくつもの窓まどが見みえる。

　屋や根ねから、とがった塔とうが伸のびていて、それとは別べつに、少すこしはなれたところに、大おおきな塔とうが建たっていた。

　車くるまは、坂さか道みちをのぼりきり、ひらけた場ば所しょに止とまった。

　運うん転てん手しゅさんが、車くるまを降おりて、ドアを開あけてくれる。

「到とう着ちゃくいたしました。お気きをつけて、お降おりください」

　わたしとケイは、車くるまの外そとに出でる。

　お城しろからは、50メートルぐらいはなれた場ば所しょだったけど、お城しろの大おおきさを感かんじるのには、十じゅう分ぶん。

　首くびを目めいっぱい、上うえにかたむけても、お城しろの屋や根ねの全ぜん体たいは見みえないんだもん。

　言こと葉ばを失うしなうぐらいの大おおきさって、こういうのを言いうのかも。
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「……ここからは歩あるきか」

　ケイが、よろよろとした足あしどりで、歩あるきだす。

　車くるまを降おりた人ひとたちが、お城しろにむけて、前まえを歩あるいてる。

　わたしも、ケイの後あとを追おって、お城しろにむけて、歩あるきだす。お城しろの入いり口ぐちにむかう道みちは、地じ面めんから３メートルぐらい高たかく、石いし畳だたみの橋はしのようになっていた。

　橋はしの下したには、木き々ぎが植うえてあったけれど、その木き々ぎを、見み下おろせる。

　お城しろの手て前まえには、石いしを積つんでつくった大おおきな門もんがある。

　こうやって近ちかくで見みると、本ほん当とうに古ふるいお城しろに迷まよいこんだみたい。

　だけど、理り央お先せん輩ぱいの話はなしだと、20年ねん前まえに建たてられたばかりなんだよね。

　お城しろの門もんをくぐったところに、燕えん尾び服ふくを着きた執しつ事じさんが立たっていた。

　執しつ事じさんは、一いっ瞬しゅん、わたしとケイを見みて、怪け訝げんな顔かおつきをする。

　制せい服ふく姿すがたの中ちゅう学がく生せいが２人ふたりで来きたんだから、当とう然ぜんの反はん応のうかも。

「ようこそ、フラワーヴィレッジ城じょうへ。おそれいりますが、招しょう待たい状じょうを確かく認にんさせていただけますでしょうか？」

　執しつ事じさんに言いわれて、わたしは招しょう待たい状じょうをバッグから取とりだして、手てわたす。

　招しょう待たい状じょうを受うけとった執しつ事じさんは、じっくりと確かく認にんしてから、手てもとの印いん刷さつされた紙かみを見みて、首くびをかしげる。

　ん？　なんだろう？

　招しょう待たい状じょうを持もったまま、執しつ事じさんは、近ちかくにいた別べつの執しつ事じさんに、耳みみ打うちしている。

　え～と……。

　なんかまずいこと、したかな？

　わたしは、不ふ安あんを感かんじて、ケイを見みる。

　ケイは、執しつ事じさんではなくて、お城しろのほうを見みてる。

　まったく、気きにしてる様よう子すがない。

　なんか、執しつ事じさんたちの反はん応のうが変へんだけど、大だい丈じょう夫ぶなの、ケイ？

「…………」

　ケイはだまったまま、視し線せんをお城しろの奥おくへむける。

　わたしもつられて、視し線せんを同おなじほうへむけた。

　あっ。

「お客きゃくさまをお待またせして、なにがあったの？」

　お城しろのほうから歩あるいてきたのは、ふわりとした白しろいドレスに身みをつつんだ、琴こと音ねさん。

　首くびには、花はな里さと家けの家か宝ほうの、黒くろく光ひかる大おお粒つぶのブラックダイヤモンドでつくられたネックレス、漆しっ黒こくの涙なみだがかかっている。

　直ちょく接せつ会あうのは、けっこうひさしぶりかも。

　琴こと音ねさんは、わたしとケイの姿すがたを見みて、おどろいた顔かおをする。

「どうしてここに……？」

　……へ？

　琴こと音ねさんが、招しょう待たいしてくれたんじゃないんですか？

「招しょう待たい状じょうは？」

　琴こと音ねさんは、執しつ事じさんの１人ひとりに言いって、わたしとケイの招しょう待たい状じょうを受うけとる。

　じっと招しょう待たい状じょうを見みていた琴こと音ねさんは、信しんじられないという顔かおで、小ちいさく首くびをふった。

「本ほん物ものだわ……それに、この１文ぶん……。いったい、どういうことなの？」

　琴こと音ねさんは考かんがえるようにつぶやいたが、すぐに気きをとり直なおしたように、わたしとケイを見みる。

「とにかく、中なかに案あん内ないするわ。……あなたたちは、ほかの招しょう待たい客きゃくの方かたのご案あん内ないを。これ以い上じょう、お待またせしないようにね」

　琴こと音ねさんの指し示じに、執しつ事じさんたちは、わたしたちのうしろに、ならんでいた招しょう待たい客きゃくの人ひとたちの対たい応おうにうつる。

「アスカちゃんたちは、わたしについてきて」

　琴こと音ねさんが、にっこりと笑わらって、お城しろにむかって、歩あるいていく。

　わけがわからなかったけど、わたしとケイは、そのあとについていく。

「おひさしぶりです、琴こと音ねさん」

「ええ。ひさしぶりね」

　琴こと音ねさんは、まだ考かんがえるような顔かおつきで、どこか上うわの空そらだ。

　お城しろの入いり口ぐちは、４～５メートルはありそうな高たかさの大おおきな扉とびらになっていた。

　開あけはなたれていて、すぐわきには、執しつ事じとメイドさんが10人にんほどならんで、頭あたまを下さげている。

　その真まん中なかを通とおって、わたしたちは、お城しろの中なかに入はいった。

　す、すごっ……。

　まず広ひろがっているのは、お城しろのろう下か。

　車くるまが走はしれそうな広ひろさと、先さきが見みえないぐらいの長ながさに、ふかふかの赤あかいじゅうたんがしかれている。

　天てん井じょうも、見み上あげなきゃいけないぐらい高たかい。

　たぶん、５メートルぐらいはある。

　お城しろに入はいってすぐのところには、長ながくて、太ふとい石いしの柱はしらが立たち、ろう下かにはヨーロッパの甲かっ冑ちゅうや、大おおきな額がく縁ぶちに、色いろあざやかな風ふう景けい画がが飾かざられていた。

　ホテルのように、ドアがずらりとならんでいる。

　いままで、花はな里さとグループが持もっている、豪ごう華か客きゃく船せんや洋よう館かんに行いったときも、その豪ごう華かさに驚おどろいたけど、ここはそれに加くわえて、なにもかもが大おおきい。

　さすが、古こ城じょうっていうだけあるなぁ……。

　わたしが、キョロキョロしている間あいだも、琴こと音ねさんはろう下かを進すすんでいく。

　さっきから、だまったままだけど、やっぱりなにか、あの招しょう待たい状じょうにあったのかな……？

　わたしのそんな疑ぎ問もんに気きづいたわけじゃないだろうけど、琴こと音ねさんが、ふとこちらをふり返かえった。

「ごめんなさい。少すこし頭あたまの中なかを整せい理りしていたの。歩あるきながら説せつ明めいするわね」

「はい。……なにかわたしたちの、招しょう待たい状じょうに問もん題だいがあったんですか？」

「問もん題だいがあった、というより、なかったことが問もん題だいなのだけれど……」

　琴こと音ねさんが、思し案あんげにつぶやく。

　ん？　どういうことだろう？

「じつはね、気きを悪わるくしないでもらいたいのだけれど、今こん回かいのパーティーに、アスカちゃんたちは招しょう待たいしてないの」

　えええええっ!?

　で、でも！

　いま、琴こと音ねさんが手てに持もってる、招しょう待たい状じょうが来きましたよ。

「……そうなの。この招しょう待たい状じょうには、複ふく製せい防ぼう止し用ように透すかしも入いれてあるのだけれど、それもきちんと入はいってる。偽にせ物ものには見みえないの。だけど、アスカちゃんたちは、招しょう待たい客きゃくには入はいっていない。だから、門もんのところでは、うちの執しつ事じが失しつ礼れいをしてしまったの。ごめんなさいね」

　いえ。そんなのは、ぜんぜんかまわないですけど……。

　つまり、本ほん物ものにしか見みえない招しょう待たい状じょうだけれど、わたしとケイには出だしてないって、ことなんですよね。

「ええ。今こん回かいのパーティーは、花はな里さと家けと花はな里さとグループの公こう式しきのパーティーで、わたしの友ゆう人じんというだけでは、招しょう待たいするのは難むずかしいの。少すこしかた苦くるしいパーティーでもあるしね」

　そうなんですか……。

　たしかに、こんな大おおきなお城しろでパーティーをやるんだから、それだけ豪ごう華かなパーティーに決きまってる。

　洋よう館かんでやったみたいな、アットホームなパーティーだとばかり思おもいこんでたけど、いま考かんがえると、変へんなことが多おおかったかも。

　でも、それじゃあ、わたしたちはこのまま、帰かえらなくちゃいけないんですか？

　招しょう待たいされてないわけだし……。

「せっかくここまで来きてもらったのに、そんなことできないわ。部へ屋やは用よう意いさせるし、パーティーにも出しゅっ席せきできるように、手て配はいしておくわ」

　いいんですか!?

「もちろんよ。ただ、この招しょう待たい状じょうのことが気きになるの。だから、少すこし調しらべさせてもらいたいのだけれど、いいかしら？　あと、聞ききたいこともあるし」

　もちろん、かまわないですけど。

　でも、調しらべるって、だれがですか？

「彼かれも来きてるのよ」

　そう言いって、琴こと音ねさんが笑えみをうかべる。

　彼かれ？

　琴こと音ねさんが、ある部へ屋やの前まえで、立たちどまる。

　ノックをして、ドアを開あけた。

「どうぞ」

　琴こと音ねさんが、先さきに中なかに入はいって、わたしたちもあとに続つづく。

　部へ屋やには、大おおきなテーブルがあり、その奥おくのイスに１人ひとりだけすわっていた。

　……げっ！

　その姿すがたを見みて、声こえが出でそうになるのを、なんとか押おしとどめる。

「おや？　これはなにがあったんですか、琴こと音ねさん」

　顔かおを上あげてそう言いったのは、白しろいジャケット姿すがたに、眼鏡めがねをかけた、わたしたちと同おない年どしぐらいの少しょう年ねん。

　中ちゅう学がく生せい探たん偵てい、白しら里さと響ひびき！

　レッドとして、何なん度ども対たい決けつしたり、協きょう力りょくしたりした相あい手て。

　そして、琴こと音ねさんとは幼おさななじみでもあるんだよね。

　いるかもしれない、とは、なんとなく予よ感かんはしてたけど……。

　でも、その響ひびきが、招しょう待たい状じょうについて調しらべるってわけね。

　それなら、どう推すい理りするのか、見みせてもらおうじゃない。

　わたしだって、この招しょう待たい状じょうがどうして、わたしたちのところへ来きたのか、気きになるしね。







　　　　４　白しら里さと響ひびきの推すい理り




「……ということがあったんだけど、調しらべてもらえる？」

　琴こと音ねさんが、招しょう待たい状じょうのことを、響ひびきに説せつ明めいする。

「ええ。もちろんです」

　響ひびきは余よ裕ゆうたっぷりに答こたえると、立たちあがって、琴こと音ねさんの近ちかくにやってきた。

「これが、その招しょう待たい状じょうですね」

　響ひびきは琴こと音ねさんから、招しょう待たい状じょうを受うけとり、表おもてと裏うらをひっくり返かえしながら、調しらべる。

「透すかしも入はいっていますね」

「ええ。透すかしが入はいっていることは、招しょう待たい状じょうをつくった花はな里さと家けや花はな里さとグループの一いち部ぶの人にん間げんか、招しょう待たい状じょうをもらった人ひとしか、わからないはずなのに」

「逆ぎゃくに考かんがえれば、それだけの人にん間げんが知しっているということでもあります。どこかから、情じょう報ほうがもれていても、不ふ思し議ぎではありませんよ。それより、この１文ぶんですが、琴こと音ねさんの文も字じに見みえますが？」

　響ひびきが、招しょう待たい状じょうの１か所しょを指ゆびさす。

　そこには、「後ご日じつ、パーティー用ようのお洋よう服ふくをお送おくりさせていただきます」の１文ぶん。

　……って、いま、響ひびきなんて言いった？

　琴こと音ねさんの文も字じなんですか、これ!?

「……そうなの。わたしの文も字じにそっくり。だけど、出だしていない招しょう待たい状じょうに、わたしが文ぶん章しょうを書かけるわけがないでしょう？」

　それはそうですよね……。

「２人ふたりにききますが、このパーティーの洋よう服ふくは、本ほん当とうに送おくられてきたんですか？」

　響ひびきが、わたしとケイを見みて、きいてくる。

「きました。着きてくるのは、ちょっとめだちそうだったので、バッグに入はいってます」

　ケイは答こたえそうにないから、わたしが答こたえる。

「あとで、そのドレスとスーツについても、調しらべさせてもらえますか？」

「いいですけど……」

　とくに、変かわったところは、なかったと思おもう。

　一いち応おう、サイズが合あうかどうか、家いえでためしに着きてみたし。

「念ねんのため、です。それより、いまはこちらの招しょう待たい状じょうですね」

　響ひびきは、視し線せんを招しょう待たい状じょうにもどす。

　──と。

　ガチャ。不ふ意いにドアが開ひらく。

　ふり返かえると、白しら髪がまじりの、70歳さいぐらいのおじいさんが、立たっていた。うしろには、執しつ事じさんが２人ふたりほど、ひかえている。

　おじいさんは、あざやかな紫むらさき色いろの和わ服ふく姿すがたで、体たい格かくはそれほど大おおきくはないけれど、背せ筋すじがピンと伸のびていて、身しん長ちょう以い上じょうに大おおきく見みえる。

　白しろいひげをうすく生はやし、顔かおはごつごつしていて、少すこし強面こわもてで、視し線せんもするどい。

　その視し線せんで、部へ屋やの中なかを、ぐるりと見みまわしてる。

「おじいさま！　どうしてこちらへ」

　琴こと音ねさんが、おどろいた顔かおで、言いった。

　おじいさま？

　琴こと音ねさんの言こと葉ばに、わたしは首くびをかしげる。

　……ということは、琴こと音ねさんの祖そ父ふってことだよね。

　つまり、花はな里さとグループの会かい長ちょうさん!?

　ウワサには何なん度ども聞きいてたけど、直ちょく接せつ見みるのは、はじめて。

　たしかに、見みためも雰ふん囲い気きも、ふつうとはちがう感かんじがしたけど……。

「ないはずの招しょう待たい状じょうを持もった客きゃくが、現あらわれたと聞きいてな。様よう子すを見みにきた」

「そうだったのですか。こちらの２人ふたりが、その招しょう待たい状じょうを持もってきた、紅こう月づき飛鳥あすかさんと、紅こう月づき圭けいさんです。以い前ぜん、お話はなししたと思おもいますが、花か音おん号ごうでいっしょになった、わたしの友ゆう人じんです」

　琴こと音ねさんは、おじいさんに答こたえる。

「なるほど。あのときの……」

　琴こと音ねさんのおじいさんは、ほっとしたように息いきをもらし、うなずく。

　そのまま、わたしとケイのほうを見みる。

　するどい目めで、射い貫ぬくように見みられ……………………って、あれ？

　さっきまでの、怖こわい視し線せんがウソみたいに、源お一じ郎いさんの目めが、やさしいものに変かわってる。

「……いやぁ、こちらの不ふ手て際ぎわで、すまんなぁ。しかも、琴こと音ねの友ゆう人じんだという話はなしじゃないか。一いち度ど、きみたちに会あってみたいと思おもっておったんだ。わしは、花はな里さと源げん一いち郎ろう。琴こと音ねの祖そ父ふだ。花はな里さとグループの会かい長ちょうもつとめておる」

　口く調ちょうまで、ゆったりとして、やわらかい。

　……そういえば、源げん一いち郎ろうさんは琴こと音ねさんに、めちゃくちゃ甘あまいって、聞きいたことがあったような。

「こちらにいる間あいだは、不ふ便べんはさせんようにするので、ゆるしてほしい」

「は、はい！　ゆるすなんて、おたがいだまされたんですし」

　わたしは、あわてて答こたえる。

　すっごくえらい人ひとって聞きいたけど、えらぶるところは、ぜんぜんない。

　そういうところは、琴こと音ねさんに似にてるかも。

　あっ……琴こと音ねさんが似にてるのか。

　源げん一いち郎ろうさんが、祖そ父ふなんだもんね。

「それで……」

　源げん一いち郎ろうさんが、響ひびきを見みる。

　それだけで、部へ屋やの空くう気きがガラッと変かわった気きがした。

　さっきまでと、源げん一いち郎ろうさんの声こえの調ちょう子しが、まるでちがう。

「まだ、なにもわからんのか？　今こん回かいのお前まえの仕し事ごとは、琴こと音ねのボディーガードだけではないんじゃぞ」

　源げん一いち郎ろうさんが、きびしい口く調ちょうで、響ひびきに言いう。

　その迫はく力りょくに、おもわず、わたしも緊きん張ちょうしちゃったぐらい。

　だけど、その視し線せんと口く調ちょうをむけられた響ひびきは、緊きん張ちょうした様よう子すもなく、落おちついていた。

　数すう秒びょう考かんがえる顔かおをしてから、ふと顔かおを上あげる。

「だれか、ライターをお持もちですか？」

　響ひびきの言こと葉ばに、ドアの前まえでひかえていた、執しつ事じさんの１人ひとりが、すばやくライターをとりだす。

　それを受うけとって、響ひびきは、反はん対たいの手てで、招しょう待たい状じょうをライターの上うえに持もってきた。

「なにをするつもりじゃ？」

「ためしてみたいことが、あります」

　そう言いうと、ライターの火ひをつける。

　炎ほのおは、招しょう待たい状じょうには届とどかず、ただ熱ねっしているだけ。

　響ひびきは、いったいなにをしてるわけ？

「出でてきましたよ」

　響ひびきがそう言いって、ライターの火ひを消けすと、招しょう待たい状じょうをテーブルの上うえにおいた。

「これは……!?」

　琴こと音ねさんが、口くちをおさえて、おどろく。

　わたしも、目めを見みひらいて、招しょう待たい状じょうをまじまじと見みる。

　招しょう待たい状じょうには、さっきまでと明あきらかにちがうところがあった。

　真まん中なかあたりに、文も字じが浮うきでていた。

　書かかれていた文ぶん章しょうは、短みじかい１文ぶん。

『あずけてある漆しっ黒こくの涙なみだと、花はな里さと家けのすべてをいただきにあがる　　怪かい盗とうファンタジスタ』

　そして、ファンタジスタのマークまで、入はいってる。

　怪かい盗とうファンタジスタ!?

　わたしたちとは、豪ごう華か客きゃく船せんの花か音おん号ごうで、琴こと音ねさんの持もつ漆しっ黒こくの涙なみだを盗ぬすませないために戦たたかい、そのあとも何なん度ども、レッドにちょっかいを出だしてきた相あい手て。

　怪かい盗とうの美び学がくにこだわる、世せ界かいでも名なの知しれた怪かい盗とうだ。

　それじゃあ、わたしたちが受うけとった招しょう待たい状じょうって……。

「つまり、この招しょう待たい状じょうは、怪かい盗とうファンタジスタがつくった、偽にせ物ものというわけじゃな？」

　源げん一いち郎ろうさんは、おどろいた様よう子すもなく、響ひびきにきく。

「そうです。花か音おん号ごうのときに失しっ敗ぱいに終おわった、漆しっ黒こくの涙なみだをまた狙ねらうという、予よ告こく状じょうだったというわけです。花はな里さと家けのすべて、というのは、あいまいでいまはわかりかねますが」

　響ひびきはそう言いうと、琴こと音ねさんの首くびにかかっている、漆しっ黒こくの涙なみだを見みる。

　またあいつ、琴こと音ねさんの漆しっ黒こくの涙なみだを、狙ねらってるなんて！

　しかも、わたしたちレッドに、予よ告こく状じょうの届とどけ役やくをさせるなんて、バカにしてるっ！
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　だよね、ケイ！

　ケイをちらりと見みると、無む表ひょう情じょうのまま、招しょう待たい状じょうのほうに視し線せんをむけている。

　なにかを、じっと考かんがえてるみたい。

　ケイの様よう子すを見みて、わたしはちょっと冷れい静せいになる。

　ここで怒おこってても、ファンタジスタの笑わらい顔がおが、目めに浮うかぶだけだ。

　ファンタジスタの狙ねらい通どおりになんて、なってやらないんだから！

「わざわざ、予よ告こく状じょうを出だすとは、ふざけた泥どろ棒ぼうじゃ。しかし、なぜあぶり出だしとわかった？」

　源げん一いち郎ろうさんが、ジロリと響ひびきを見みる。

　まるで、響ひびきがファンタジスタだと、うたがってるみたい。

「この２人ふたりと、あるはずのない招しょう待たい状じょう、それに花はな里さと家け主しゅ催さいのパーティー。そのキーワードで思おもい当あたるのは、怪かい盗とうファンタジスタ。直ちょく接せつ会あったことはありませんが、彼かれなら、無む意い味みに手ての込こんだことをしても、不ふ思し議ぎじゃない。文ぶん面めんはほかの招しょう待たい状じょうと同おなじで、暗あん号ごうなどの仕し掛かけはできないですからね。招しょう待たい状じょう自じ体たいに、なにかの仕し掛かけがあるだろうと、考かんがえただけです。あぶり出だしでなければ、水みずにひたしてみるところでした」

　響ひびきは、すらすらと答こたえる。

　それを聞きいて、はじめて源げん一いち郎ろうさんは、響ひびきへの視し線せんをゆるめた。

「なるほどな。わかった。怪かい盗とうファンタジスタへの対たい策さくも、まかせる」

「わかりました」

　響ひびきが返へん事じをすると、源げん一いち郎ろうさんは、ドアにむかう。

「琴こと音ね、２人ふたりの世せ話わについては、おまえにまかせる。……２人ふたりとも、怪かい盗とうファンタジスタに利り用ようされて、とんだ災さい難なんだったと思おもうが、楽たのしんでいってくれ」

　それだけ言いうと、源げん一いち郎ろうさんは、執しつ事じさんを連つれて、部へ屋やを出でていった。

「アスカちゃんたち、急きゅうにごめんね。おじいさまが来くるとは、思おもっていなくて」

　琴こと音ねさんが、申もうし訳わけなさそうに、わたしたちにあやまる。

「いえ、気きにしないでください。心しん配ぱいだったんだろうし。それより、ファンタジスタに狙ねらわれてるんだから、琴こと音ねさんこそ気きをつけてください」

「そうね。……でも、まさかファンタジスタが、また狙ねらってるなんて」

　琴こと音ねさんは、漆しっ黒こくの涙なみだに、そっと手てをそえる。

「ファンタジスタの勝かっ手てには、させませんから、安あん心しんしてください。……しかし、なぜファンタジスタは、君きみたちを利り用ようしたんだろうね」

　響ひびきがそう言いって、わたしとケイを見みる。

　うっ……。

　それはたぶん、わたしたちがレッドだから……なんだろうけど。

　あの美び学がくにこだわる怪かい盗とうの考かんがえは、わからないけど、予よ告こく状じょうを運はこばせる以い外がいにも、レッドをこの場ばに呼よびよせるためなのは、まちがいない。

　ここで、豪ごう華か客きゃく船せんのときの、再さい戦せんをするつもりなのかもしれない。

　だけど、そんなことは響ひびきにだって、わかるわけがない。

　響ひびきは、少すこしの間あいだ、考かんがえる顔かおをしていたけど、結けつ論ろんは出でなかったのか、小ちいさく首くびをふった。

「単たんなる配はい達たつ人にん役やく……と考かんがえるべきかな。……それじゃあ、琴こと音ねさん。警けい備びについて、さっそく話はなしておきたいんですが」

「そうね。……アスカちゃんたちは、部へ屋やに案あん内ないするわ。それでひとつ、あやまらなくてはいけないの」

　どうかしたんですか？

「じつは、ちょうどいい部へ屋やがひとつしかなかったの。ツインルームなのだけれど、いとこ同どう士しとはいえ、ひとつの部へ屋やしか用よう意いできなくて……ゆるしていただけるかしら？」

　へ？　そんなこと？

「いつものことですから、ぜんぜん……」

「いつものこと？」

　あっ！

「い、いえ！　ちがうんです。いつも同おなじ家いえに住すんでる、っていう意い味みで……」

　そ、そうだった！　家いえでも同おなじ部へ屋やを使つかってるっていうことは、ないしょにしてるんだった！

　あわてるわたしに、琴こと音ねさんは、小こ首くびをかしげて、キョトンとした顔かおをしてる。

「……お気きづかいなく」

　ケイが、ぼそりと答こたえる。

「そう？　なら、いいのだけれど。案あん内ないは、外そとにメイドを待またせてあるから」

　メイドさん？

「ええ。わからないことは、彼女かのじょに聞きいてね。また、あとで会あいましょう」

「はい。それじゃあ、失しつ礼れいします」

　わたしは、部へ屋やを出でようと、ドアにむかう。

「ひとつ言いい忘わすれていた」

　響ひびきが、わたしたちの背せ中なかにむけて言いう。

　わたしは、立たちどまって、ふり返かえる。

「このことは、だれにも話はなさないでください。ほかの招しょう待たい客きゃくに動どう揺ようを与あたえたくない」

「そうね。アスカちゃん、お願ねがい」

　琴こと音ねさんからも言いわれる。

「わかりました」

　わたしは、うなずいた。

　そもそも、話はなすような相あい手てって、琴こと音ねさんたちをのぞいたら、理り央お先せん輩ぱいぐらいだもん。

　理り央お先せん輩ぱいは、知しったら大おお喜よろこびしそうだけどね……。

　だからって、言いうわけにもいかない。

　巻まきこんじゃったら、大たい変へんだし。

　とりあえず、部へ屋やに行いったら、ずっとだまりこんでるケイに、話はなしを聞きかなきゃね。

　わたしは、となりに立たつ、ケイに視し線せんをむける。

　あいかわらずの、無む表ひょう情じょうぶりで、なにを考かんがえてるのか、さっぱりわからない。

　でも、このケイが、なにも考かんがえていないわけがない。

　まずは、それを聞きかなくっちゃ。

　それで今こん度どこそ、ファンタジスタをとっちめてやるんだから！








　　　夕ゆう日ひに照てらされる古こ城じょうを、恭きょう也やはながめていた。

　　　ここからは、島しま全ぜん体たいが見みわたせる。

　　　当とう然ぜん、古こ城じょうもよく見みえた。

　　「やつらが動うごくことは、まちがいないようです」

　　　恭きょう也やのとなりに立たったマサキが、つげてくる。

　　「予よ定てい通どおりか……」

　　　恭きょう也やは、古こ城じょうに目めをむけたまま、つぶやく。

　　「ひとつ聞きいても、よろしいですか？」

　　「なんだ？」

　　　マサキの言こと葉ばに、ちらりと恭きょう也やは視し線せんをむける。

　　　少すこし、言いいだしにくそうな表ひょう情じょうをしている。

　　　このふてぶてしい部ぶ下かにしては、めずらしい。

　　「どうしてここまで、花はな里さと家けにこだわるんですか？　過か去このことでしょう」

　　「狙ねらったものを、横よこどりされるのが、気きに食くわないだけだ」

　　　恭きょう也やは、つきはなすように答こたえる。

　　「本ほん当とうにそれだけですか？　ファンタジスタさまは、花はな里さと家けのことになると、少すこし冷れい静せいさを欠かくところがあります」

　　　マサキはそう言いって、額ひたいの汗あせをぬぐう。

　　　３月がつの終おわりの、日ひが暮くれはじめたいまが、暑あついわけがない。

　　　このぶしつけな質しつ問もんに、緊きん張ちょうしているんだろう。

　　　たしかに、部ぶ下かがする質しつ問もんじゃない。

　　　だが、マサキらしくもある。

　　　恭きょう也や相あい手てでも、言いうべきことは言いう。

　　　それでいて、仕し事ごとは完かん璧ぺきにこなす。

　　　だから、この部ぶ下かは信しん用ようできる。

　　「……おれに忠ちゅう告こくか？」

　　　恭きょう也やは、マサキに横よこ目めで視し線せんをむける。

　　「そういうわけでは……。ただ、今こん回かいはファンタジスタさまがどうしたいのかが……オレには見みえないんです」

　　　恭きょう也やは、マサキから古こ城じょうに視し線せんをもどす。

　　「おれが、どうしたいか、か……。それがわかれば、苦く労ろうはしないな」

　　　小こ声ごえで、自じ分ぶんをあざけるように、恭きょう也やは言いった。

　　「え？　なんですか？」

　　　マサキには聞きこえなかったのか、怪け訝げんそうな顔かおをしている。

　　「いや、なんでもない。それより、今こん回かいは場ば合あいによっては、完かん全ぜんにやつと敵てき対たいすることになる。おまえは、手てを引ひいてもいいんだぞ」

　　　恭きょう也やの言こと葉ばに、マサキは笑えみをうかべた。

　　「あり得えません。オレは、ファンタジスタさまの部ぶ下かですよ。どこまでも、ついていきます」

　　　マサキは、まっすぐに恭きょう也やを見みすえてくる。

　　「そうか。後こう悔かいするなよ」

　　「しません」

　　　はっきりと答こたえた次つぎの瞬しゅん間かんには、マサキの姿すがたは消きえていた。

　　　自じ分ぶんの仕し事ごとに、もどったのだろう。

　　「おれも、そろそろ動うごくか」

　　　恭きょう也やはつぶやくと、日ひが落おちた暗くら闇やみの中なかに、歩ほを進すすめた。









　　　　５　ドジっ子こメイドさん




　わたしとケイが、部へ屋やを出でると、目めの前まえにメイドさんがいた。

　ショートボブの髪かみに、背せの高たかさはわたしと同おなじぐらい。

　メイド服ふくを着きて、うつむきかげんで、ろう下かのはしに立たっている。

　わたしとケイが、ろう下かに出でて、ドアを閉しめると、メイドさんは顔かおを上あげた。

　目めが大おおきくぱっちりとしていて、小ちいさめのくちびる。

　見みためだけでも、やさしそうな雰ふん囲い気きが伝つたわってくる感かんじ。

　顔かおが見みえて気きづいたけど、このメイドさん、わたしたちより少すこし年とし上うえで、ほかのメイドさんよりかなり若わかそう。

「紅こう月づき飛鳥あすかさまと圭けいさまですね。ご滞たい在ざい中ちゅうは、わたしがお２人ふたりのお世せ話わをさせていただきます」

　メイドさんは、そう言いって頭あたまをふかぶかと下さげる。

　え、いや……ちょっと！

　そんな大おおげさなのは、いいですって！

　わたしは、その場ばで、あたふたと両りょう手てをふる。

　ほかの執しつ事じさんたちに頭あたまを下さげられるのはなれたけど、年としが近ちかいと、なんだか落おちつかない。

　そもそも、わたしたち、招しょう待たいされてなかったわけだし。

「……そうおっしゃいましても、わたしはお２人ふたりの部へ屋やつきのメイドですので、これが普ふ通つうなのですが……」

　メイドさんは、こまった顔かおをしている。

　う～ん、そっか。

　メイドさんは、そうするのが普ふ通つうなんだもんね。

　わたしが、なれたほうがいいのかな。

　ケイなんて、表ひょう情じょうひとつ変かえてないし。

「じゃあ、名な前まえを教おしえてもらえますか？」

　わたしは、メイドさんにきく。

「はい。水みず原はら真ま尋ひろといいます」

　真ま尋ひろさんかぁ。

　うん！　それじゃあ、これからは真ま尋ひろさんって、呼よんでもいいですか？

「はい、かまいません。では、お部へ屋やにご案あん内ないいたします」

　真ま尋ひろさんはそう言いうと、その場ばでくるりと体からだのむきを変かえ……た、とたん！

　ベタンッ。

　足あしがからまったのか、おもいっきり前まえのめりに、床ゆかに転ころぶ。
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　いま、顔かおからいったような……。

「だ、大だい丈じょう夫ぶですか……！」

　わたしは、かけよって、真ま尋ひろさんに声こえをかける。

「ううぅ……大だい丈じょう夫ぶです。ここの床ゆかは、ふかふかのじゅうたんがしいてありますので」

　……そういう問もん題だいなのかな？

　いや、ケガがないなら、なによりなんだけど。

「……それでは、あらためてご案あん内ないいたします」

　立たちあがった真ま尋ひろさんは、なにもなかったように、すました顔かおで言いう。

　よく見みると、涙なみだ目めになって、鼻はなの頭あたまが少すこし赤あかくなってる。

　花はな里さと家けのメイドさんっていうと、完かん璧ぺきに仕し事ごとをこなす！　っていうイメージで、話はなしかけにくかったけど、真ま尋ひろさんは、ちょっとちがう感かんじ。

　親したしみやすい気きがする。

　もしかしたら、そう思おもって、琴こと音ねさんも真ま尋ひろさんを、わたしたちの部へ屋やつきのメイドさんにしてくれたのかも。

　真ま尋ひろさんは、足あしもとを気きをつけながら、歩あるきだす。

　うしろから見みてても、なんだかヒヤヒヤしてくる。

　わたしとケイは、そのあとについていく。

　それにしても、すっごい長ながいろう下か。

　前まえもうしろも、つきあたりが、かな～り遠とおくに見みえる。

　部へ屋やがどこにあるのかわからないけど、案あん内ないされなかったら、絶ぜっ対たいに迷まよいそうだよね。

　案あん内ないされても、覚おぼえられるか心しん配ぱいだし。

「城じょう内ないはとても広ひろいですが、なれれば、それほど複ふく雑ざつではありません。それほどご心しん配ぱいなさらなくても、大だい丈じょう夫ぶだと思おもいます」

　真ま尋ひろさんが、わたしがキョロキョロしてることに気きづいて、言いってくれる。

　そうなんだ。

　たしかに、広ひろいけど複ふく雑ざつにろう下かが入いり組くんでるわけじゃないもんね。

　いまだって、ほとんど一いっ本ぽん道みち（ろう下か？）だし。

　ときどき、メイドや執しつ事じさんともすれちがうから、迷まよってもきけそうだし。

「アスカ！」

　呼よばれたと思おもったら、正しょう面めんから理り央お先せん輩ぱいが早はや足あしで歩あるいてくるところだった。

　もう部へ屋やに案あん内ないされたあとなのか、パンツスーツ姿すがたは変かわらないけど、荷に物もつは持もっていない。

「なにか、入いり口ぐちで止とめられていたようだけど、大だい丈じょう夫ぶだったか？」

　理り央お先せん輩ぱいは、わたしたちのことを見みて、心しん配ぱいして見みにきてくれたらしい。

「え～と……」

　怪かい盗とうファンタジスタのことは、琴こと音ねさんと響ひびきに口くち止どめされてるから、言いえないんだよね。

　そうすると、花はな里さと家けのせいにしちゃうしかないんだけど、いいのかな……。

　わたしが、答こたえになやんでいると、真ま尋ひろさんが先さきに口くちを開ひらいた。

「紅こう月づきさまのお知しりあいの方かたですね。申もうし訳わけありません。こちらの手てちがいで、ご招しょう待たい状じょうをお送おくりしてしまったそうです」

　真ま尋ひろさんが、理り央お先せん輩ぱいにむけて、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「花はな里さと家けが、手てちがい……？」

　理り央お先せん輩ぱいは、怪け訝げんそうな顔かおをする。

　本ほん当とうのことを、真ま尋ひろさんが知しってるのかはわからないけど、自じ分ぶんたちの手てちがいっていうことに、するつもりみたい。

　それなら、その話はなしに乗のったほうがよさそう。

「そうらしいです。おかしいかなー、とは途と中ちゅうで、ちょっとは思おもってたんですけど。こんな豪ごう華かなパーティーに、わたしたちが、招しょう待たいされるなんて」

　わたしは、なるべくかるい感かんじで言いう。

　理り央お先せん輩ぱいに、あんまり重じゅう大だいに考かんがえられても、こまるしね。

「そうなのか。じゃあ、パーティーには？」

「琴こと音ねさんが、手て配はいしてくれて、出しゅっ席せきできるそうです」

「なら、よかった」

　理り央お先せん輩ぱいは、笑え顔がおでうなずく。

　どうやら、納なっ得とくしてくれたみたい。

　これでひと安あん心しん。

「いまから、部へ屋やに行いくところ？　じゃあ、いっしょに行いこう」

「いいんですか？　なにか用よう事じがあったんじゃ……」

「その用よう事じは、いますませたところだ」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、肩かたをすくめる。

　どうやら、わたしたちのためだけに、ここまで見みにきてくれたらしい。

「そういえば、フェリーの中なかで、島しまとこの城しろについて、少すこし話はなしたことは覚おぼえているか？」

　はい。

　ぜんぜん知しらなかったから、助たすかりました。

「あのときは、時じ間かんが限かぎられていたから、話はなしていないこともあるんだ。部へ屋やにつくまで、少すこし話はなしてもかまわないか？」

　もちろん！

　わたしも、知しりたいですし。

　……ケイは、教おしえてくれそうにないしね。

　いまも、だまって後あとからついてきてるだけだし。

「そうか。まずは、この城しろの名な前まえについてだが、ここに来くるまでに聞きいただろう？」

　へ？　城しろの名な前まえ？

　……あっ。

　門もんのところにいた、執しつ事じさんが言いってたっけ。

「たしか……フラワーヴィレッジ城じょうだったような？」

　うろ覚おぼえで答こたえると、理り央お先せん輩ぱいがうなずいた。

「そうだ。その名な前まえの由ゆ来らいは……」

「花はな里さと家けから、きてるんですよ」

　理り央お先せん輩ぱいが言いうより早はやく、真ま尋ひろさんがふり返かえって、言いった。

「……って、あっ、すみません！　わたし、でしゃばっちゃって……」

　真ま尋ひろさんは、青あおい顔かおをして、あたふたとしてる。

「いや、気きにしていない。花はな里さと家けのメイドなら、ぼくよりくわしいことも、あるだろうから、教おしえてくれると助たすかる」

　理り央お先せん輩ぱいは、真ま尋ひろさんにむけて、笑えみをうかべる。

　真ま尋ひろさんは、ほっとしたように息いきをつき、説せつ明めいを続つづける。

「フラワーヴィレッジ城じょうというのは、花はな里さとというのを、英えい語ごにしたんです。花はな＝フラワーで、里さと＝ヴィレッジで、フラワーヴィレッジ城じょう。そのままですけど、きれいな名な前まえだと思おもいます」

　うん！

　たしかに、フラワーヴィレッジって、花はなにかこまれてそうだし、きれいな感かんじがする。

　でも、お城しろのまわりには、花はな畑ばたけとかは、なかった気きがするけど……。

「そうなんです。お城しろのまわりは、潮しお風かぜが強つよく吹ふく時じ季きがあって、花はなの育いく成せいには不ふむきなんです。そのかわり、中なか庭にわには、じまんの庭てい園えんがありますから、あとでご覧らんになってください」

　それは、見みにいってみたいかも！

「いいね。あとで、城じょう内ないの探たん検けんをする予よ定ていだから、行いってみよう」

　理り央お先せん輩ぱいが、目めをかがやかせてる。

　これだけ広ひろいお城しろだから、探たん検けんしがいはありそうだよね。

「ああ、そうだ。このフラワーヴィレッジ城じょうで、ひとつアスカに関かん係けいあることがあったんだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、思おもいだしたように言いう。

　わたしに関かん係けいあること？

「関かん係けいあるといっても、あまりいい思おもい出でではないかもしれないが」

　いい思おもい出でじゃない、って、こんな豪ごう華かなお城しろ、まるっきり関かん係けいなさそうなんだけど。

「このフラワーヴィレッジ城じょうの建けん築ちくは、およそ20年ねん前まえという話はなしはしたね」

　はい。

　大おおきなプロジェクトだった、っていう話はなしでしたよね。

「そうだ。そのプロジェクトに、アドバイザーとして……あの桧ひ崎さき修しゅう介すけが関かかわっていたという、ウワサがあるんだ」

　ひさきしゅうすけ……。

　って、えええええええっ!?

　あ、あの桧ひ崎さき修しゅう介すけだよね!?

　わたしは、目めを丸まるくして、理り央お先せん輩ぱいを見みかえす。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけというのは、すでに亡なくなっている、天てん才さいと呼よばれた建けん築ちく家か。

　ただ、すごい変かわり者もので、建たて物ものにおかしな仕し掛かけをするのでも、有ゆう名めいな人ひとだったんだ。

　そのせいで、琴こと音ねさんに招しょう待たいされて、わたしやケイ、詩し織おり先せん輩ぱいたちで、花はな里さと家けの洋よう館かんに行いったときに、ひどい目めにあったんだよね。

　わたしは、横よこ目めでケイを見みる。

　こんな情じょう報ほう、ケイが見みのがすわけない。

　ケイはその桧ひ崎さき修しゅう介すけの建けん築ちく物ぶつを、調しらべてまわってたぐらいだし。

　だけど、ケイはあいかわらずの無む表ひょう情じょう。

　話はなしに加くわわってくるつもりも、ないらしい。

「そのウワサなら、わたしも存ぞんじています。正せい式しきには、別べつの建けん築ちく家かの設せっ計けいということになっているのですが、その建けん築ちく家かの方かたが、桧ひ崎さき修しゅう介すけ氏しと古ふるいご友ゆう人じんだったとかで、いろいろとアドバイスを頂いただいたとか」

　真ま尋ひろさんも知しってるってことは、けっこう有ゆう名めいなウワサなのかも。

　でも、桧ひ崎さき修しゅう介すけかぁ……。

　もしかして、このお城しろにも、爆ばく発はつする仕し掛かけがあったりしないでしょうね。

　わたしはおもわず、まわりをキョロキョロと見みまわす。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。このお城しろに危き険けんな仕し掛かけがないことは、調ちょう査さずみです。爆ばく発はつ物ぶつなんてありませんよ」

　真ま尋ひろさんは、わたしの心しん配ぱいを察さっしたのか、笑え顔がおでつげる。

　花はな里さと家けが調しらべたのなら、大だい丈じょう夫ぶかな。

　響ひびきも桧ひ崎さき修しゅう介すけの洋よう館かんでは、いっしょだったから、念ねん入いりに調しらべてるはずだしね。

「アスカは、桧ひ崎さき修しゅう介すけが設せっ計けいした洋よう館かんで、危き険けんな目めにあっていると、聞きいていたからね。知しっておいたほうが、いいかと思おもったんだ。……その様よう子すだと、よっぽどひどい目めだったようだね」

　そりゃそうですよ！

　洋よう館かんが爆ばく発はつする仕し掛かけなんて、いくら脱だっ出しゅつする方ほう法ほうをつくってあってもムチャクチャですっ！

「爆ばく発はつする洋よう館かんか。ぼくも、その場ばにいたかったな……」

　理り央お先せん輩ぱいは、くやしそうな顔かおをしてる。

　この先せん輩ぱいは、危き険けんなことでも、平へい気きでむかっていっちゃうからなぁ。

　理り央お先せん輩ぱいが、ただ者ものじゃないのはわかってるけど、そんなところは、少すこし心しん配ぱいでもあるんだよね。

　まあ、今こん回かいは洋よう館かんみたいなことはなさそうだし、心しん配ぱいいらないだろうけど。

　ファンタジスタのことはあるけど、あいつなら、危き険けんなことはしてこないだろうし。

　あの妙みょうな美び学がくを持もった怪かい盗とうは、自じ分ぶんを見みてくれるお客きゃくさんを、傷きずつけたりはしないから。

　くやしいけど、そういう意い味みでは、信しん用ようできるんだよね。







　　　　６　ないしょの情じょう報ほう




「ウワサと言いえば、ご存ぞんじですか？　さきほど、夜よるのパーティーのお話はなしが出でていましたが、じつは花はな里さと家けの後こう継けい者しゃが発はっ表ぴょうされるのでは？　という話はなしがあるんですよ」

　わたしたちの部へ屋やをめざして、古こ城じょうのろう下かを歩あるきながら、真ま尋ひろさんがふり返かえって、言いった。

　花はな里さと家けの後こう継けい者しゃ？

　それって、さっきの源げん一いち郎ろうさんの後こう継けい者しゃってことだよね。

　もしかして、琴こと音ねさんなのかな？

「ふつうに考かんがえれば、琴こと音ねお嬢じょうさまが後こう継けい者しゃだろうね」

　理り央お先せん輩ぱいが答こたえる。

「そういうウワサが……あっ！」

　真ま尋ひろさんが、急きゅうに大おおきな声こえを出だす。

　ど、どうかしたんですか？

「このことは言いっちゃいけないんだった。あの～、いまのはないしょということで……」

　真ま尋ひろさんが、泣なきそうな顔かおで、両りょう手てをあわせて、お願ねがいしてくる。

　それはもちろんいいですけど……。

　本ほん当とうに、大だい丈じょう夫ぶかな真ま尋ひろさん。

　おっちょこちょいすぎて、心しん配ぱいになってくる。

「その心しん配ぱいなら、必ひつ要ようないと思おもうけどね。後こう継けい者しゃのウワサなら、ぼくも聞きいてる。かなりウワサになっているから、話はなしの出で所どころを気きにする人ひとなんていないだろう」

　理り央お先せん輩ぱいが言いうと、真ま尋ひろさんがほっとしたように息いきをつく。

　そんなにウワサになってるんだ。

　じゃあ、琴こと音ねさん自じ身しんも知しってるよね。

　花はな里さと家けの後こう継けい者しゃって、大たい変へんそうだけど、大だい丈じょう夫ぶなのかな。

「いますぐ、というわけじゃないと思おもう。おそらく、発はっ表ぴょうを先さきにしておくつもりだろう。源げん一いち郎ろう氏しもまだ引いん退たいするには早はやいし、なにより琴こと音ねお嬢じょうさまが若わかいからね」

　さっき話はなした感かんじだと、源げん一いち郎ろうさんは、まだまだ元げん気きそうだったもんね。

　引いん退たいしよう、と思おもってる感かんじじゃなかったし。
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「わたしもそう思おもいます。……あ、こちらの階かい段だんから、３階がいへのぼります」

　真ま尋ひろさんがそう言いって、立たちどまる。

　だいぶ歩あるいたけど、ろう下かの先さきは、まだ続つづいている。

　真ま尋ひろさんが示しめしたのは、ろう下かの右みぎ側がわ。

　広ひろいろう下かが、さらに広ひろくなっていて、そこに大おおきな螺ら旋せん階かい段だんがあった。

　輝かがやくような銀ぎん色いろの手てすりに、床ゆかはろう下かと同おなじ、赤あかいじゅうたんがしかれている。

　真ま尋ひろさんを先せん頭とうに、階かい段だんをのぼっていく。

　ゆるやかなのぼりの階かい段だんで、螺ら旋せんといっても、急きゅうカーブを描えがいているわけじゃない。

　広ひろさを活いかして、大おおきなカーブを描えがいた階かい段だんになってる。

　しかも、この階かい段だんの横よこはばだけでも、わたしの部へ屋や以い上じょうに広ひろそう。

　階かい段だんをのぼると、壁かべに大おおきな窓まどがあった。

「うわぁ、すごい景色けしき！」

　わたしは、窓まどにかけよる。

　窓まどの外そとに広ひろがるのは、あたり一いち面めんの真まっ青さおな海うみ。

　どうやら、この窓まどはお城しろの海うみ側がわにあるらしい。

　２階かいの高たかさでも、山やまや木き々ぎが、さえぎることなく、海うみが見みわたせる。

　日ひ差ざしが反はん射しゃする海かい面めんに、カモメが飛とびかってる。

「こちら側がわは、海うみに面めんしていますので、景色けしきがいいんです。これからご案あん内ないする部へ屋やも、いい眺ながめですよ」

　真ま尋ひろさんが教おしえてくれる。

　そうなんだ！　楽たのしみ！

　３階がいにのぼると、またろう下かを進すすむ。

　ろう下かの両りょう側がわには、部へ屋やがならんでいて、ドアに番ばん号ごうの書かかれたプレートがあった。

「風ふ情ぜいがなくなる、というので、プレートには反はん対たい意い見けんもあったのですが、今こん回かいはたくさんの方かたを招しょう待たいして、部へ屋やを使つかいますので、まちがえがないように、部へ屋や番ばん号ごうのプレートを用よう意いしたんです」

　さすがに、これだけの部へ屋や数すうがあって、部へ屋や番ばん号ごうもなにもなかったら、どこが自じ分ぶんの部へ屋やか、わからなくなるもんね。

　見みためは、同おなじような木きのドアだし。

　それにしても……なんだか、１階かいより人ひと気けが少すくない気きがする。

　メイドさんに執しつ事じさん、それにたまに招しょう待たい客きゃくらしき人ひとが、歩あるいているけど、数かぞえるほどしか、すれちがわない。

　あんまり、３階がいには人ひとがいないのかな？

「ほかの招しょう待たい客きゃくの方かたは、２階かいのお部へ屋やなんです。申もうしあげにくいのですが、こちらはメイドなどが、住すみこみをしている部へ屋やになりますので」

　わたしの疑ぎ問もんを察さっしたのか、真ま尋ひろさんが説せつ明めいしてくれる。

　あ、なるほど。

　働はたらいているメイドさんや執しつ事じさんも、泊とまりがけできているわけだから、当とう然ぜん、部へ屋やがあるんだ。

「２階かいのお部へ屋やよりは、少すこし狭せまくなってしまうのですが、さきほど、お２人ふたりでも快かい適てきにすごしていただけるように模も様よう替がえをいたしました」

　へ？　さきほどって……。

　わたしたちが、偽にせの招しょう待たい状じょうできたことがわかってから、１時じ間かんもたってない。

　その間あいだに、部へ屋やの模も様よう替がえをしちゃったの!?

　さすが花はな里さと家けというか、なんだか、かえって申もうし訳わけないような……。

　って、あれ？　ということは、理り央お先せん輩ぱいの部へ屋やも２階かいなんですよね？

　ついてきちゃってますけど。

「どこがアスカたちの部へ屋やか、見みておこうと思おもって。そうすれば、なにかのときに直ちょく接せつ、来こられるだろう」

　理り央お先せん輩ぱいは、当とう然ぜんのように言いう。

　なにかのときに、って言いってるけど、たぶん理り央お先せん輩ぱいの中なかでは、計けい画かくがあるみたい。

　少すこし口くちもとがゆるんでるんだもん。

「こちらの３１６号ごう室しつが、紅こう月づきさまのお部へ屋やです」

　そう言いって、真ま尋ひろさんが立たちどまった部へ屋やは、ろう下かの真まん中なかあたりにあった。

　木きのドアに、白しろいプレートがかかっていて、「３１６」と黒くろい文も字じで書かかれている。

　それを見みて、理り央お先せん輩ぱいがきびすを返かえした。

「それじゃあ、ぼくは行いくよ。これで、用ようはすんだからね。またあとで」

　片かた手てを上あげて、理り央お先せん輩ぱいは歩あるいてきたろう下かを、もどっていく。

　もうお城しろの中なかの道みち順じゅんを、覚おぼえてしまったらしい。

　理り央お先せん輩ぱいを見み送おくっているうちに、真ま尋ひろさんが、３１６号ごう室しつのドアにカギを差さしこみ、押おし開あけた。

　ぱあっ、と光ひかりがさしこんで、おもわずまぶしさに目めを細ほそめる。

　部へ屋やの奥おくに、大おおきな窓まどがある。

「どうぞ、中なかへ」

　真ま尋ひろさんが、わたしとケイを部へ屋やの中なかへうながす。

　１歩ぽ、部へ屋やの中なかに入はいって、わたしはおもわず、口くちをぽか～んと開あけた。

　首くびをゆっくりと左さ右ゆうにふって、見みわたす。

　そう！

　見みわたせるぐらい、部へ屋やが広ひろい！

　学がっ校こうの教きょう室しつを、ひと回まわり小ちいさくしたぐらいの広ひろさがある。

　床ゆかと壁かべは、落おちついて品ひんのある、木もく目めのダークグレー。

　部へ屋やの壁かべぎわに、大おおきな書しょ棚だながあり、部へ屋やの中ちゅう央おうには、三さん角かっ形けいの複ふく雑ざつな模も様ようを描えがいたカーペットを敷しいた上うえに、テーブルと２つのイスがおいてある。

　木もく製せいのテーブルもイスも、古ふるいけど手て入いれが行いき届とどいていて、部へ屋やの雰ふん囲い気きとよく合あってる。

　たぶんあれって、アンティークっていう、古ふるい時じ代だいの家か具ぐだと思おもう。

　昔むかしのお金かね持もちが、職しょく人にんに作つくらせた、たったひとつの品しなだったりするから、かなり高こう価かなものだって、前まえに美み華か子こさんに聞きいたことがある。

　あ、美み華か子こさんっていうのは、わたしの叔母おばで、初しょ代だい怪かい盗とうレッドの１人ひとりでもあるんだ。

　いまは、貿ぼう易えきの仕し事ごとをしてるんだけど、こういう品しな物ものをあつかう、アンティークショップも趣しゅ味みでやっていて、前まえにお店みせに連つれて行いってもらったことがある。

　どうやら、この部へ屋やにある家か具ぐは、みんなアンティークみたい。

　それだけでもすごいんだけど、この部へ屋やに入はいっておどろいたのは、それだけじゃないんだよね。

　部へ屋やに入はいった正しょう面めんには、大おおきな窓まどがあって、そこから、島しまと海うみが見みわたせる。

　さっき階かい段だんの窓まどから見みた、海うみの景色けしきとは、またちがう。

　島しまの木き々ぎを間あいだに挟はさんで、そのむこう側がわに、海うみが広ひろがってる。

　緑みどりと青あおのコントラストが、すごくきれい！

「そちらの窓まどから、バルコニーにも出でられますよ」

　真ま尋ひろさんが教おしえてくれる。

　へえ～。

　バルコニーから、景色けしきを眺ながめたら、気き持もちよさそう。

「でも、その前まえにお部へ屋やをご案あん内ないさせてください」

　え？

　部へ屋やの案あん内ないって、いま、してもらったんじゃ……。

「まだ、ベッドルームにご案あん内ないしていません」

　まだほかに、部へ屋やがあるの？

　真ま尋ひろさんはうなずくと、部へ屋やの奥おくに進すすんで、左ひだりの壁かべに近ちかづく。

　部へ屋やのすごさに、見みのがしていたけど、そこにはドアがあった。

　真ま尋ひろさんが、そのドアを開あける。

　わたしは、うしろからついていって、部へ屋やをのぞいた。

　す、すごっ……。

　ベッドルームというだけあって、部へ屋やの中ちゅう央おうには、大おおきなベッドが２つならんでいた。

　ベッドには、ふかふかの羽う毛もう布ぶ団とんが、かけられている。

　こちらからは、バルコニーには出でられないけど、大おおきな窓まどがあるから、眺ながめはよさそう。

「バスとトイレは、それぞれ右みぎ側がわのドアから入はいれます」

　……豪ごう華かなんてものじゃない。

　本ほん当とうにお城しろの一いっ室しつみたい。

　いや、実じっ際さいそうなんだけど、部へ屋やの中なかまで、こんなにお城しろみたいにつくってあるなんて、思おもってなかった。

　でも、そうだよね。

　花はな里さと家けが計けい画かくして、あの桧ひ崎さき修しゅう介すけが、アドバイスしたっていうぐらいだし、中ちゅう途と半はん端ぱなことを、するはずない。

「お茶ちゃをお入いれいたしましょうか？」

　真ま尋ひろさんが、きいてくる。

　わたしはケイを見みる。

「いえ、いまはいいです」

「そうですか。ご夕ゆう食しょくは７時じから、パーティーでのコース料りょう理りとなっております。15分ふんほど前まえにご案あん内ないにうかがいますので、準じゅん備びをよろしくお願ねがいいたします。……それ以い外がいでも、ご用ようのときは、そちらの電でん話わでお呼よびだしください。メイドの控ひかえ室しつと、直ちょく通つうになっております。それでは、パーティーまでごゆっくりお過すごしください」

　よどみなく、ひと通とおり説せつ明めいを終おえた真ま尋ひろさんが、そう言いってふかぶかと頭あたまを下さげる。

　こうやって見みると、すごくできるメイドさんみたい。

　……いや、実じっ際さいにそうなんだとは思おもうんだけど。

　花はな里さと家けで、メイドさんができるぐらいだし。

　だけど、ろう下かで転ころんだところを見みていると、なんとなく親しん近きん感かんのほうが、強つよくなっちゃう。

「真ま尋ひろさん、ありがとうございます。また、なにかあったら、お願ねがいします」

　わたしの言こと葉ばに、真ま尋ひろさんは笑え顔がおで小ちいさく頭あたまを下さげ、部へ屋やを出でていった。

　しーん、と部へ屋やが静しずかになる。

　お城しろには、招しょう待たい客きゃくや、メイドさんや執しつ事じさんが、たくさんいるはずだけど、音おとは響ひびいてこない。

　防ぼう音おんはしっかりしてるらしい。

　ケイは、真ま尋ひろさんの説せつ明めいの途と中ちゅうから、荷に物もつをおろして、イスにすわってる。

　ノートパソコンをテーブルにおいて、いつものように、指ゆびをカタカタと動うごかしてる。

　お城しろに来きてまで、やってることが、家いえと変かわってない。

「さて、いろいろと聞ききたいことがあるんだけど……」

　島しまについてから、ケイはほとんどしゃべってない。

　船ふな酔よいで、気き分ぶんが悪わるいからっていうだけとも、思おもえない。

　聞ききたいことはいろいろあるけど、まずは、ひとつたしかめなきゃいけないことがある。

「ケイ。あの招しょう待たい状じょうが偽にせ物ものだってこと、気きづいてたでしょ？」

　わたしは、ジロリとケイを見みる。

　ケイは、そこではじめて、わたしのほうに目め線せんを上あげた。

「ああ」

　って、それだけ!?

　それじゃあ、偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうを、あのファンタジスタがつくったってことにも、気きづいてたってこと？

「あの招しょう待たい状じょうの隠かくし文も字じは、塩えん化かコバルトで書かかれたものだ。塩えん化かコバルトで書かかれた文も字じは、熱ねっすると浮うきでるが、冷さめるとまた消きえる。白しら里さと響ひびきがあぶり出だした文ぶん章しょうは、家いえにいたときに一いち度ど確かく認にんずみだ」

　……え～と。

　つまり、ファンタジスタがつくった偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうだって、わかっていながら、わたしになにも言いわなかったの？

　どうして!?

「……説せつ明めいが二に度ど手で間まになるからだ。ここに来くれば、白しら里さと響ひびきが説せつ明めいすることは、読よめていたからな。さっきも源げん一いち郎ろう氏しが言いっていただろう。今こん回かいの白しら里さと響ひびきの仕し事ごとは、花はな里さと琴こと音ねのボディーガードだけじゃない。この城しろ全ぜん体たいの警けい備びもまかされている」

　このお城しろ、全ぜん体たいの警けい備び!?

　そりゃあ、響ひびきの実じっ績せきや能のう力りょくからすれば、あり得えなくはないだろうけど……。

　花はな里さと家けも、ずいぶんと思おもいきったことをするよね。

「それは、おそらくは……いや、なんでもない」

　ケイは、なにかを言いいかけて、口くちを閉とざす。

　なによ。

　気きになるんですけど。

「気きにしなくていい」

　そうケイに、はっきりと言いわれちゃうと、これ以い上じょうきけない。

　言いわなくていい、ってケイが判はん断だんしてるってことだもんね。

　招しょう待たい状じょうのこともそう。

　たしかに、だまってたことは、ちょっとムッとしたけど、ファンタジスタがつくった偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうだとわかっていたとしても、この招しょう待たいを受うけなかったとは思おもえない。

　琴こと音ねさんが心しん配ぱいだから、きっと同おなじように、偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうでこの島しまにやってきてたと思おもう。

　ケイは、わたしがその結けつ論ろんになるのも、わかってたんだろう。

　それにしたって、偽にせ物ものだってことぐらいは、教おしえてくれたっていいのに。

「教おしえた場ば合あい、アスカには偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうだと気きづいていない、演えん技ぎをしてもらう必ひつ要ようがあった。……できるか？」

　うっ……。

　そう言いわれると……自じ信しんがないかも。

　演えん劇げき部ぶには入はいっているけど、その場ば合あいは演えん技ぎするというより、ウソをつくってことだもんね。

　わたし、ウソって苦にが手てなんだよね。

　顔かおと行こう動どうに、すぐ出でちゃうらしくて……。

　レッドの正しょう体たいを隠かくしてるのだって、けっこう苦く労ろうしてるんだもん。

　そっか。ケイはそれがわかってたから、わたしには秘ひ密みつにしてたわけね。

　信しん用ようされてるような、されてないような……？

「ファンタジスタは、本ほん当とうに漆しっ黒こくの涙なみだを狙ねらってくると思おもう？」

　わたしは、窓まどから海うみを眺ながめながら、ケイにきく。

「さあな。あの怪かい盗とうの言こと葉ばを、そのまま受うけとるべきじゃない。……ただ」

　ただ？

「なにかおもわくがあるのは、たしかだ。そして、そのおもわくは、こちらが乗のってみなければ、わからない」

　たしかに……。

　こんな逃にげ場ばが少すくない島しまで、わざわざ漆しっ黒こくの涙なみだを狙ねらおうなんて、なにを考かんがえてるのか。

　でも、あのファンタジスタが、なにも考かんがえずに、あんな予よ告こく状じょうを出だすはずがない。

　なんだか複ふく雑ざつな気き分ぶんだけど、とりあえず、話はなしはわかったかな。

　でも、そうすると、ファンタジスタがこの島しまに来くる、ううん！　もう来きてるかもしれないってことなんだよね。

　わたしは、青あお空ぞらに視し線せんをむける。

　琴こと音ねさんと恭きょう也や。

　あの２人ふたりのことを考かんがえて、わたしは少すこし重おもい気き分ぶんになる。

　豪ごう華か客きゃく船せんで、ファンタジスタと対たい決けつしたとき。

　わたしは、ファンタジスタから、ある秘ひ密みつを聞きいている。

　ファンタジスタこと、織おり戸と恭きょう也やが、琴こと音ねさんの死しに別わかれたはずの弟おとうとだって。

　その２人ふたりが、また近ちかくにいる。

　どうにか、できないのかな。

　恭きょう也やだって、嫌いやなやつだけど、本ほん当とうに悪わるいやつだとも思おもえない。

　琴こと音ねさんだって、弟おとうとが生いきてるってわかったら、喜よろこぶはずだし。

　でも……。
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　わたしは、怪かい盗とうレッドだから、ファンタジスタがあらわれたら、その目もく的てきを阻そ止ししなきゃいけない。

　それが、なんだかもどかしい。

　なにか、２人ふたりが会あえるいい方ほう法ほうがないかなって、思おもうけど……思おもいつきそうもない。

　ケイは、そのことについては、協きょう力りょくしてくれる気きはないだろうしなぁ。

　とにかくいまは、わたしにできることを、するしかないか。

　ファンタジスタから、漆しっ黒こくの涙なみだを守まもりきる！

　それが、いまわたしにできること。

　いろいろと考かんがえながら、相あい手てができるやつじゃないしね。

　よし！

　そう決きめたら、少すこしすっきりしたかも。

　ケイには、なにか考かんがえがあるんだろうし、必ひつ要ようなときは言いってくる。

　わたしはそのときまで、待まつしかない。

　それまでは、せっかくのお城しろだし、楽たのしまないとね！

　夜よるのパーティーにも、席せきを用よう意いしてくれるって、琴こと音ねさん言いってたし。

　まずは、それを楽たのしみにしようっと。







　　　　７　ＶＩＰビップ大だい集しゅう合ごう！




　コンコン

「準じゅん備びはおすみですか」

　ドアの外そとから、真ま尋ひろさんの声こえが聞きこえる。

「はい！　もう少すこし待まってください」

　窓まどの外そとは日ひが落おちて、暗くらくなっている。

　いまは、６時じ45分ふん。

　わたしは、パーティーのドレスに着き替がえたところ。

　大おおきな鏡かがみで、おかしなところはないか、身みだしなみをチェックする。

　うん！　大だい丈じょう夫ぶ。

　一いち度ど、家いえで着きてみてたから、ドレスを着きるのは、そんなに手てこずらなかった。

　洗せん面めん所じょから出でると、ケイもフォーマルスーツに、着き替がえ終おえて、待まっていた。

　胸むねには、銀ぎん色いろがかったグレーのチーフが見みえる。

　わたしを見みてから、ケイがドアを開あける。

　真ま尋ひろさんが、ドアから中なかに入はいってきた。

「うわぁ……。お２人ふたりとも、すごくお似に合あいです。飛鳥あすかさまの薔薇ばら色いろのドレスも、肌はだ映うつりがよいですし、カメリアの髪かみ飾かざりも素す敵てきですねえ。圭けいさまも、その襟えりの形かたちや、チーフがアクセントになっていて、似に合あっておられます。きっと、とてもセンスのいい方かたが、お見み立たてになったんですね！」

　真ま尋ひろさんが、興こう奮ふん気ぎ味みにわたしと、ケイの姿すがたをほめてくれる。

　それはうれしいんだけど……正しょう直じき、ちょっと複ふく雑ざつかも。

　だって、あの招しょう待たい状じょうが偽にせ物ものってことは、このドレスも、ケイのスーツも、用よう意いしたのはファンタジスタってことになるんだよね。

　真ま尋ひろさんがほめてるのは、ファンタジスタのセンスってことになるし……。

　ドレスとスーツは、響ひびきに一いち度どわたして、調しらべてもらってある。

　それで、問もん題だいがないってことだったから、着きることにしたんだよね。

　琴こと音ねさんからは、別べつにドレスとスーツを用よう意いするって言いわれたけど、問もん題だいがないならってことわったんだ。

　服ふくは、まちがいなく新しん品ぴんらしくて、とくに仕し掛かけもなかったって、響ひびきが言いってたし。

　ま、あのファンタジスタが、こんなところで証しょう拠こや手てがかりを、残のこすわけないだろうけど。

「それでは、パーティー会かい場じょうにご案あん内ないいたします」

　真ま尋ひろさんの言こと葉ばに、わたしは我われに返かえる。

　ケイといっしょに部へ屋やを出でて、ならんで真ま尋ひろさんについていく。

　どうやら、パーティー会かい場じょうは１階かいらしい。

　１階かいに降おりると、ほかの招しょう待たい客きゃくの姿すがたがあった。

「アスカ。そういう姿すがたも、なかなか似に合あってるじゃないか」

　理り央お先せん輩ぱいがこちらにやってくる。

「理り央お先せん輩ぱいこそ、そういう姿すがたははじめてみますよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、あざやかなブルーのドレス姿すがただった。

　いつもは話はなし方かたや、ふるまいから、ボーイッシュなイメージがあるけど、いまはぜんぜんちがう。

　うすくお化け粧しょうもしていて、唇くちびるは目めを引ひくような、明あかるい赤あか色いろをしてる。

　すごく、きれいで大人おとなっぽい。

「ぼくのこういう姿すがたは貴き重ちょうだからね。大だい貴きや健けん人とにすら、見みせたことがない」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、理り央お先せん輩ぱいの中ちゅう学がく時じ代だいからの仲なか間まなんだよね。

　その２人ふたりすら、見みたことないなんて、今こん度ど会あったら、２人ふたりにうらやましがられるかも。

「パーティー中ちゅうは話はなす機き会かいはないかもしれないけど、パーティーのあとにでも、な」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはもといた場ば所しょにもどっていく。

　となりに立たっている、背せの高たかい細ほそ身みの中ちゅう年ねんのおじさんが、理り央お先せん輩ぱいの父ちち親おやらしい。

　すらっと伸のびた背せ筋すじと、立たち姿すがたが、うしろから見みても、かっこいい。

　その２人ふたりの進すすむ先さきにあるのが、パーティーの会かい場じょうらしい。

　つぎつぎと人ひとが入はいっていき、理り央お先せん輩ぱいたちの姿すがたも会かい場じょうに消きえる。

「お席せきにご案あん内ないいたします」

　わたしたちが、会かい場じょうの入いり口ぐちの前まえまでくると、真ま尋ひろさんが先さきに会かい場じょうに足あしを踏ふみ入いれる。

「……………っ！」

　１歩ぽ、会かい場じょうに入はいって、わたしは息いきをのむ。

　床ゆかは磨みがきあげられた、白しろと銀ぎん色いろのタイルがしきつめられ、壁かべはクリーム色いろをしていて、全ぜん面めんに金きん色いろの装そう飾しょくがほどこされている。

　天てん井じょうは、２階かいとの吹ふき抜ぬけになっているらしく、すごく高たかい。

　その天てん井じょうには、天てん使しの絵えが全ぜん体たいに描えがかれている。

　そしてなにより目めを引ひくのは、天てん井じょうより低ひくい位い置ちにある、横よこにいくつか伸のびた柱はしらから吊つるされた、金きん色いろに輝かがやくシャンデリア。

　いくつもの、ろうそく型がたの明あかりを灯ともしている。

「飛鳥あすかさま」

　立たちどまっているわたしに、真ま尋ひろさんが声こえをかけてくる。

　わたしは、我われに返かえって、真ま尋ひろさんについていく。

　会かい場じょうの広ひろさは、50メートル四し方ほうはありそう。

　そこに、真まっ白しろなテーブルクロスが敷しかれ、ろうそく型がたの明あかりがおかれた、大おおきな丸まるいテーブルが、十じゅう数すう個こならべられている。

　席せきは、ひとつのテーブルに、４人にんずつ。

　すでに、多おおくのテーブルに、招しょう待たい客きゃくが席せきについていた。

「こちらです」

　あらかじめ、全ぜん員いん分ぶんの席せきが決きまっているらしい。

　真ま尋ひろさんにイスを引ひいてもらい、わたしは席せきにすわる。

　左ひだりとなりがケイの席せきだ。

　会かい場じょう全ぜん体たいからすると、わたしたちのテーブルは、入いり口ぐち近ちかくの手て前まえのほうになるらしい。

　それにしても、立りっ食しょくじゃないパーティーって、はじめてだから、ちょっと緊きん張ちょうするかも。

　一いち応おう、お父とうさんにテーブルマナーは、教おそわってきたけど。

　料りょう理りを食たべるのに使つかう、フォークやナイフは、おかれている外そと側がわから使つかう、とか基き本ほん的てきなことだけどね。

「なんとか、間まにあいましたね」

　声こえと同どう時じに、わたしの右みぎとなりの席せきに、白しろいスーツ姿すがたの響ひびきがすわる。

　げっ!?

　どうして、響ひびきがここにいるの!?

　琴こと音ねさんの警けい備びは？

　ファンタジスタが狙ねらってくるんでしょ!?

「それは問もん題だいないですよ。警けい備び態たい勢せいは完かん璧ぺきですから」

　響ひびきが答こたえる。

　警けい備び員いんの姿すがたは、特とくに見みえないようだけど、大だい丈じょう夫ぶなの？

　ほとんどドレスとスーツで着きかざった人ひとだし、会かい場じょうを動うごきまわってるのは、執しつ事じさんかメイドさんぐらいだけど、仕し事ごとしてるし。

「こういったＶＩＰの集あつまるパーティーでは、警けい備びする人にん間げんもドレスアップして目め立だたないようにしている。メイドや執しつ事じのかっこうをしている人にん間げんもふくめて、見みたところ数すう十じゅう人にんは混まざっている」

　だまっていた、ケイが言いった。

　そんなにいるの!?

　招しょう待たい客きゃくと、まったく区く別べつがつかないんですけど。

「いかにもボディーガードやセキュリティの人にん間げんだと、わかる人にん間げんがウロウロしていては、無ぶ粋すいですからね。そういう気きづかいも、必ひつ要ようなんです」

　響ひびきがわたしにむけて、説せつ明めいする。

　でも、琴こと音ねさんは？

　ファンタジスタに狙ねらわれているのは、琴こと音ねさんなんだし、響ひびきがついていたほうが、いいんじゃないの？

　響ひびきがわたしを見みて、小ちいさく笑わらう。

「琴こと音ねさんのまわりは、ボディーガードがきっちりかためています。このパーティーで、ぼくがウロウロと彼女かのじょのまわりをついてまわるのは、意い味みがないから、そうしました」

　で、でも……それにしたって、どうしてわたしたちと、いっしょの席せきなわけ？

　この席せきって、わたしたちにあわせて、つくってもらった席せきなんでしょ。

「ぼくがたのんで、ここにしてもらったんですよ。ここからなら、全ぜん体たいが見みわたせる」

　そう言いって、響ひびきはするどい視し線せんを会かい場じょう内ないにむける。

　あ……なるほど。

　その視し線せんを見みて、わたしは気きづいた。

　響ひびきはファンタジスタの動うごきがないかを調しらべるために、琴こと音ねさんに張はりついているより、全ぜん体たいを見みられる、この場ば所しょを選えらんだんだ。

　たしかに、単たん純じゅんに格かく闘とう術じゅつなら、響ひびきより強つよいボディーガードはいるだろうしね。

　それよりも、響ひびきが優すぐれているのは、推すい理り力りょくと観かん察さつ眼がん。

　それを活いかすには、このテーブルが一いち番ばんいいって、ことか。

　やっぱり、響ひびきはあなどれない。

　今こん回かいのお城しろの警けい備びも、まかされているみたいだし、気き合あいが入はいってるみたい。

　これなら、ファンタジスタもそうかんたんに、盗ぬすみにはこられないかも。

「君きみたちは、このパーティーの出しゅっ席せき者しゃについては、なにか知しっていますか？」

　出しゅっ席せき者しゃ？

　理り央お先せん輩ぱいがいるってことぐらいしか、知しらないかな。

「なら、ちょうど同おなじ席せきになったことだし、少すこし説せつ明めいをしておきます」

　いいの？

　妙みょうに親しん切せつだけど、裏うらがあったりしないでしょうね？

「このパーティーの出しゅっ席せき者しゃを知しれば、失しつ礼れいなことはしないだろうという、だけです。そういう意い味みでは、警けい備びのひとつでもありますが」

　ちょっ、もしかして、わたしって、響ひびきにまで問もん題だい児じだと思おもわれてる？

　そんな覚おぼえはないんだけど……。

「そういうわけじゃないですよ。ただ、君きみはよく事じ件けんに巻まきこまれるようなので。念ねんのためです」

　うっ……。

　響ひびきにまで、そう思おもわれてるんだ。

　でも、教おしえてくれるっていうなら、興きょう味みもあるし、聞ききたいけどさ。

「とはいっても、１人ひとりずつ名な前まえを挙あげて説せつ明めいするには多おおすぎるし、そこまで興きょう味みはないでしょう？」

　まあ、名な前まえまで聞きいても、正しょう直じきなところ、覚おぼえてられないだろうし。

　ケイなら覚おぼえるだろうけど、もうとっくに調しらべて、知しってるだろうから意い味みがない。

「では、本ほん来らい、花はな里さとグループが関かん係けい者しゃを集あつめようと思おもったら、どれぐらいになると思おもいますか？」

　本ほん来らいって……。

　ここにいるのが、関かん係けい者しゃなんじゃないの？

「そうですが、少すくなすぎるとは思おもいませんか？　本ほん当とうであれば、ＶＩＰ待たい遇ぐうの関かん係けい者しゃだけでも、少すくなく見み積つもっても、ざっと１０００人にん以い上じょうの規き模ぼに、なるはずなんです」

　せ、１０００人にん!?

　そんなにいるの？

　というか、ここには50人にんぐらいしかいないと、思おもうけど。

「ええ。その通とおりです。招しょう待たい客きゃくは君きみたちを入いれると52人にん。つまり本ほん来らいの招しょう待たい客きゃくは、たった50人にんです」

　なんで、そんなに少すくないの？

　呼よばれない人ひと、かわいそうじゃん。

「それは、このパーティーが特とく別べつだからです。花はな里さとグループ創そう立りつ50周しゅう年ねん記き念ねんパーティーということになっているし、実じっ際さいにその通とおりですが、呼よばれているのは、花はな里さとグループや花はな里さと家けにごく近ちかい、50人にんのみ。つまり、ただ関かかわりがあるだけでなく、深ふかくつながりがある人にん間げんだけが、呼よばれたんです」

　深ふかくつながり？

　花はな里さと家けとか、花はな里さとグループに？

「そうです。たとえば、源げん一いち郎ろう氏しの古ふるい友ゆう人じんで、次じ期き首しゅ相しょう候こう補ほともいわれる与よ党とうの大おお物もの政せい治じ家か、花はな里さとグループのヨーロッパ拠きょ点てんのＣＥＯ、国こく内ないでは花はな里さとグループと同どう規き模ぼであり、源げん一いち郎ろう氏しの個こ人じん的てきな友ゆう人じんでもある清きよ瀬せグループの社しゃ長ちょう、花はな里さとグループ内ないの重じゅう要ような関かん連れん会がい社しゃの社しゃ長ちょうや、花はな里さと家けの親しん戚せきの一いち部ぶ、どの人じん物ぶつも花はな里さとグループや花はな里さと家けと、深ふかくつながっている」

　わかるような、わからないような……。

　たしかに、すごそうな人ひとたちだけど、呼よばれなかった人ひとたちにも、すごい人ひとがいたんじゃないの？

「いました。ただ、この場ばには呼よばれなかった。今こん回かいの招しょう待たい客きゃくは、源げん一いち郎ろう氏しがすべてみずから選えらんでいます。つまり、呼よばれなかったということは、呼よぶ必ひつ要ようがない、と判はん断だんされたということでもあります」

　なんだかそれって、呼よばれた人ひとはうれしいけど、呼よばれなかった人ひとにとっては……。

「あせることになりますね。自じ分ぶんは源げん一いち郎ろう氏しに重じゅう要ように思おもわれていない、と宣せん言げんされているようなものですから」

　なんだか、そういうのって、あんまり好すきじゃないかも。

　人ひとを上うえから評ひょう価かして、選えらんでる感かんじがして。

「でも、そうしなければ、巨きょ大だいグループの経けい営えいなんて、できないんだと思おもいます」

　源げん一いち郎ろうさんに会あったときは、そんな冷つめたい人ひとって感かんじは、しなかったけどなぁ。

　いいおじいちゃんっぽかったし。

　でも、そういえば響ひびきに対たいしては、厳きびしかった気きがする。

　仕し事ごとのときと、切きり替かえるってことなのかな。

「さて。そろそろ始はじまりますね。おしゃべりは、ここまでにしましょう」

　響ひびきが言いって、視し線せんを会かい場じょうにむける。

　わたしも、なにげなく視し線せんを、会かい場じょうの前まえのほうにむける。

　……ん？　んんっ!!

　おもわず、声こえが出でそうになるのを、なんとかこらえる。

　会かい場じょうの前まえのほうのテーブル席せきに、知しっている顔かおがすわっていた。

　知しっている、というより…………探さがしているというほうが、正せい確かくかも。

　──織おり戸と恭きょう也や。

　怪かい盗とうファンタジスタが、堂どう々どうと席せきにすわっている。

　な、なんで!?
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　立たちあがりかけたけど、響ひびきがとなりにすわっているから、めだつ行こう動どうはできない。

　それに、織おり戸と恭きょう也やがファンタジスタだということは、わたしとケイしか知しらないことだし。

　サッとケイに視し線せんをむけると、ケイもこちらを見みた。

　ケイは、とっくに気きづいていたらしい。

　わたしと目めが合あうと、小ちいさく首くびを横よこにふった。

　いまは動うごくな、ということみたい。

　こんなドレス姿すがたで、ファンタジスタのところにむかっていって、つかまえるなんて、まず無む理りだ。

　いまは、おとなしくしてるしかない。

　恭きょう也やはタキシード姿すがたで、同おなじテーブル席せきの人ひとと、話はなしをしている。

　相あい手ての女じょ性せいが、ときどき笑わらっているところを見みると、まったく疑うたがわれていないらしい。

　ああもう！

　目めの前まえにいるっていうのに、手てが出だせないなんて……。

　きっと、それも恭きょう也やにとっては、計けい算さんしてあることに、ちがいない。

　……でも？

　なんでこんなところに、恭きょう也やは現あらわれたわけ？

　まさか、このたくさん人ひとのいる中なかから、漆しっ黒こくの涙なみだを盗ぬすむつもり!?

　さすがに、恭きょう也やでもそれは難むずかしい気きがする。

　なら、狙ねらいはなんだろう？

　そう考かんがえているうちに、会かい場じょうの照しょう明めいが少すこし暗くらくなる。

　薄うす暗ぐらいというていどで、まわりが見みえないほどじゃない。

「おまたせいたしました。それでは、花はな里さとグループ創そう立りつ50周しゅう年ねんの記き念ねんパーティーを始はじめさせていただきたいと思おもいます」

　会かい場じょうに女じょ性せいの声こえが流ながれた。







　　　　８　花はな里さとグループのうわさ話ばなし




　視し線せんをめぐらすと、会かい場じょうのはじに、司し会かい者しゃ用ようの台だいがあり、マイクを持もったスーツ姿すがたの女じょ性せいが立たっている。

　このパーティーの進しん行こう役やくらしい。

「まずは、花はな里さとグループ会かい長ちょう、花はな里さと源げん一いち郎ろうよりごあいさつをさせていただきます」

　会かい場じょうの前まえのほうに、ステージが設もうけられていて、その壇だん上じょうに源げん一いち郎ろうさんが上あがる。

　壇だん上じょうがライトで照てらされ、源げん一いち郎ろうさんの姿すがたがはっきりと見みえる。

　マイクスタンドの前まえに立たった、源げん一いち郎ろうさんは、和わ服ふくのはかま姿すがただった。

　がっしりとした体たい格かくに、よく合あっていて、さっき話はなしたときより、ずっと体からだが大おおきく見みえる。

「本ほん日じつは、花はな里さとグループ創そう立りつ50周しゅう年ねん記き念ねんパーティーに、お越こしいただき、まことに感かん謝しゃする」

　源げん一いち郎ろうさんはゆったりとした口く調ちようで言いうと、会かい場じょうをぐるりと見みまわす。

　その視し線せんが、ふと留とまって……言こと葉ばが途と切ぎれた。

　源げん一いち郎ろうさんの視し線せんが、恭きょう也やに留とまってる。

　もしかして！

　恭きょう也やに……恭きょう也やの正しょう体たいに気きづいた!?

　源げん一いち郎ろうさんの目めがかるく見みひらかれていたのは、数すう秒びょうくらいだっただろうか。

　招しょう待たい客きゃくがそのことを不ふ審しんに思おもうより、一いっ瞬しゅん早はやく、口くちを開ひらいた。

「……花はな里さとグループが、50年ねんでこれほどの大おおきなグループとなり得えたのも、いまここにいるみなさまの助じょ力りょくがあってのことです……」

　源げん一いち郎ろうさんは、なにごともなかったかのように、あいさつを続つづける。

　恭きょう也やに気きづいたわけじゃなかったのかな……。

　わたしが考かんがえこんでいる間あいだも、源げん一いち郎ろうさんは話はなしを続つづけてる。

「……長なが話ばなしは嫌きらわれますな。そろそろ、終おわりとしましょう。花はな里さとグループが経けい営えいする料りょう理り店てんより、選よりすぐりのシェフを呼よんでおります。──みなさまがご期き待たいされている話はなしは、明あ日す発はっ表ぴょうさせていただこうと思おもっておるので、本ほん日じつのところはごゆるりと、料りょう理りをご堪たん能のうください」

　ざわざわざわ……。

　源げん一いち郎ろうさんの言こと葉ばに、会かい場じょうがざわつく。

　──みんなが期き待たいしている話はなし？

　それってきっと、花はな里さと家けの後こう継けい者しゃのことだよね。

　いまの反はん応のうを見みる感かんじだと、ここに来きている招しょう待たい客きゃくのほぼ全ぜん員いんが、後こう継けい者しゃ発はっ表ぴょうのうわさ話ばなしを聞きいてきてるみたい。

　会かい場じょうの反はん応のうを見み届とどけるように見みまわしてから、源げん一いち郎ろうさんが壇だん上じょうを下おりていく。

　パチパチパチパチパチ！

　壇だん上じょうを下おりていく、源げん一いち郎ろうさんに、会かい場じょう中じゅうが拍はく手しゅを送おくる。

　しばらく鳴なり続つづいた拍はく手しゅがやむと、会かい場じょうの照しょう明めいが明あかるくなった。

　いまの話はなしを、恭きょう也やはどう思おもってたんだろう？

　わたしが、恭きょう也やがいたテーブルのほうへ、視し線せんをむけると……って、あれ？

　さっきまですわっていた、恭きょう也やの姿すがたがない！

　会かい場じょうが薄うす暗ぐらい間あいだに、姿すがたを消けしたらしい。

　とにかく、ファンタジスタは、もうこのお城しろの中なかに、入はいりこんでる。

　つまり、琴こと音ねさんの首くびにかかった漆しっ黒こくの涙なみだは、いつでも狙ねらえるっていうことだ。

　いつ狙ねらうつもりなのかは、わからないけど、絶ぜっ対たいに阻そ止しするんだから！

　それに、ファンタジスタが来きてるということは、その部ぶ下かのマサキも来きてるかもしれない。

　あいつの変へん装そうは、本ほん当とうに見み破やぶれないから、気きをつけないと。

　もう、まぎれこんでるかもしれないしね！

　お皿さらを持もったメイドさんや執しつ事じさんが、会かい場じょうに入はいってくる。

　ふわっ、と料りょう理りのおいしそうな匂においが、ただよってくる。

　でも、その前まえに腹はらごしらえをしとかないとね！

　じつは、お腹なかぺこぺこだったんだぁ～。

　去さっていったってことは、いまはファンタジスタも漆しっ黒こくの涙なみだを狙ねらうつもりは、なさそうだし。

　ケイもまったく、無む反はん応のうなところを見みると、まだわたしたちが動うごくところじゃないみたい。

　それに、となりには目めを光ひからせてる、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていもいるしね。

「前ぜん菜さいの、サーモンと季き節せつ野や菜さいのマリネでございます」

　うしろからお皿さらを持もって、姿すがたを見みせたのは、真ま尋ひろさん。

　わたしが笑え顔がおをむけると、

「このテーブルの給きゅう仕じを、まかせてもらっちゃった」

　と、真ま尋ひろさんは小こ声ごえで言いって、笑え顔がおを返かえしてくれる。

　お皿さらが、わたしとケイと響ひびきの前まえにならぶ。

「今日きょうのパーティーは、フランス料りょう理りのコースなんだよ。源げん一いち郎ろう氏しが言いっていた通とおり、花はな里さとグループ内ないの名めい店てんと言いわれる店みせのシェフが、この島しまにきて、腕うでをふるってるんだ」

　響ひびきが教おしえてくれる。

　へえ～、フランス料りょう理りなんだぁ。

　まあ、正しょう直じきなところ、どこの国くにの料りょう理りって言いわれても、よくわからないんだけどね。

　響ひびきは、フォークとナイフをうまく使つかって、サーモンを口くちに運はこんでいる。

　こういう料りょう理りも、食たべなれてたりするのかな。

　わたしも、フォークとナイフを使つかって、サーモンを食たべる。

　うん、おいしいっ！

　酸さん味みが効きいてるけど、酸すっぱすぎなくて、ちょうどいい。

　次つぎにきたのは、ヴィシソワーズっていうスープ。

　きれいな黄き緑みどり色いろで、空そら豆まめとバターの風ふう味みが絶ぜっ品ぴんっ！

　わたしたちは、少すこし会かい話わをかわすくらいで、もくもくと食しょく事じを進すすめる。

　ケイはもともと無む口くちだし、響ひびきも必ひつ要ようなことがあるとき以い外がいは、話はなさないしね。

　わたしが話はなしかけてもいいんだけど、料りょう理りがおいしくて、忘わすれてたんだよね、２人ふたりのこと。

「お皿さらをお下さげします」

　真ま尋ひろさんが、魚さかな料りょう理りの食たべ終おえたお皿さらを、下さげていく。

　お皿さらを全ぜん部ぶ持もって、くるりとその場ばでうしろをむいたとたん……。

　ガクッ。

「あっ！」

　真ま尋ひろさんは、足あしをすべらせて、体たい勢せいをくずす。

　あぶないっ！

「──わっ……っとと！」

　真ま尋ひろさんは、なんとか足あしを踏ふみこんで、こらえる。

　お皿さらも落おとさなかった。

「あぶなかったぁ～。…………えへへ」

　ため息いきまじりに真ま尋ひろさんは言いってから、わたしをふり返かえって、苦にが笑わらいする。

　ふうぅ……。

　ほんとに、真ま尋ひろさんを見みてると、ヒヤヒヤするなぁ。

　あ、ろう下かに出でたところで、先せん輩ぱいのメイドさんに怒おこられてる。

「彼女かのじょが、うまくやってるみたいでよかった。琴こと音ねさんが、気きにしていたから」

　響ひびきが、真ま尋ひろさんがいるほうを見みて、言いった。

　へ？　うまくやってるって、いまのあぶなかったと思おもうんだけど？

「完かん璧ぺきに仕し事ごとをこなすメイドがついたら、なれてない君きみは落おちつかないだろうって、琴こと音ねさんが心しん配ぱいしてたんだ」

　やっぱり。

　琴こと音ねさん、いそがしそうでお城しろにきたときしか、話はなせてないけど、わたしたちのことを、気きにかけてくれてるってだけでも、うれしい。

「……それは本ほん当とうの話はなしなのか？」

　不ふ意いに、となりのテーブルから、少すこし声こえをひそめた会かい話わが聞きこえてくる。

　ん？

　どうもレッドになってから、ふつうの話はなし声ごえより、ひそめた話はなし声ごえのほうが、気きになるようになっちゃったんだよね。

　でも、盗ぬすみ聞ぎきなんて、よくないよね。

　響ひびきもとなりにいるんだし。

　そう思おもって、響ひびきを見みたら、響ひびきも同おなじようにとなりのひそひそ声ごえに、耳みみをすましてる。

　どうやら、探たん偵ていも怪かい盗とうも、考かんがえることは同おなじらしい。

　ケイはもともと口くちをきいてないから、わたしと響ひびきがだまると、テーブルが静しずかになる。

　そうすると、なんとか声こえを聞ききとれる。

　話はなしているのは、中ちゅう年ねんの口くちひげをはやしたおじさんと、若わかい男おとこの人ひと。

　若わかい男おとこの人ひとが、おじさんに話はなしているみたい。

「本ほん当とうですよ。ヨーロッパの支し社しゃで聞きいた話はなしです。花はな里さとグループが、ヨーロッパのとある会かい社しゃとトラブルになっているって」

「しかし、花はな里さとグループだぞ。トラブルが続つづいているっていうのは……わざわざ刃は向むかってるということか？」

「ええ。だから、こうやって話はなしてるんですよ。そんな会かい社しゃがまだあったとは」

「なんていう名な前まえの会かい社しゃなんだ？」

「たしか……ルクソンといったかな」

「ルクソン……聞きいたことがある気きがするな」

「ヨーロッパでは有ゆう名めいな企き業ぎょうですよ」

「ほう……そうなのか。しかし、あの花はな里さとグループとなぁ……」

　そこまで聞きいたところで、次つぎの料りょう理りがやってきたので、聞きき耳みみをたてるのをやめる。

　いまの話はなしだと、花はな里さとグループと、ヨーロッパでトラブルを起おこしてる会かい社しゃが、あるってことかな。

　ま、会かい社しゃの話はなしなら、ファンタジスタには関かん係けいないか。

　わたしは、ケイを見みる。

　ケイも話はなしは聞きこえてたはずだけど……えっ？

　ケイの表ひょう情じょうが、いつになく険けわしいものになってる。
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　とはいっても、いつもが無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めんだから、この場ばで気きづけるのは、わたしぐらいだろうけど。

　でも、ケイのあんな表ひょう情じょうは、めったに見みることはない。

　いまの話はなし、なんか気きにかかることがあるのかな？

　いまは、響ひびきがとなりにいるし、聞きくわけにいかないし……。

　このパーティーが終おわって、部へ屋やにもどったら、聞きいてみよう。

　……と、その前まえにメインディッシュの黒くろ毛げ和わ牛ぎゅうのヒレステーキを、食たべなくっちゃ！

　このあと、デザートもあるらしいし、まずは食しょく事じを楽たのしまないとね。







　　　　９　タキオンと花はな里さと家けの戦たたかい？




　パーティーが終おわって、会かい場じょうを出でる。

　始はじまる前まえは、もっとかた苦くるしいものかと思おもったけど、すっごくおいしいものを、食たべられたし、おなかいっぱいで、大だい満まん足ぞく！

　ほかの招しょう待たい客きゃくに続つづくようにして、わたしとケイも、部へ屋やにむかう。

「アスカ！」

　ふり返かえると、理り央お先せん輩ぱいが近ちかづいてくるところだった。

「どうかしたんですか？」

「いや、あとで部へ屋やをたずねようと思おもってね。それを伝つたえにきたんだ」

　いいですけど……なんか用よう事じですか？

「古こ城じょう探たん検けんだよ、探たん検けん。まだ９時じ過すぎだ。寝ねるには早はやいだろう」

　とうぜんだ、とばかりに理り央お先せん輩ぱいが言いう。

　やっぱり、探たん検けんするつもりだったんだ。

　でも、おもしろそうかも！

「じゃあ、あとで！」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、わたしとケイから、はなれていく。

　わたしとケイは、３階がいの部へ屋やまでもどる。

「ふうぅ～」

　わたしは、ドレスを着き替がえると、ベッドに大だいの字じに横よこになる。

　料りょう理りはおいしかったけど、気きが休やすまらなかったんだよね。となりには、響ひびきがいたし……それに！

「ケイ！　恭きょう也やの姿すがたを見みたでしょ？」

「……ああ」

　ケイは、あいかわらず、となりの部へ屋やにもどるなり、パソコンのキーボードをたたいてる。

　表ひょう情じょうが、少すこし険けわしい気きがする。

「もう、このお城しろにもぐりこんでるなんて、いつ琴こと音ねさんの漆しっ黒こくの涙なみだを狙ねらってくるか、わからないよね。やっぱり、このことを、響ひびきに伝つたえておいたほうが、いいんじゃない？」

「どうやって？　織おり戸と恭きょう也や＝怪かい盗とうファンタジスタであることは、ぼくたちしか知しらない」

　うっ。

　そうだった……。

「それに、心しん配ぱいしなくても、すでにファンタジスタがもぐりこんでいることは、白しら里さと響ひびきは察さっしているだろう」

　えっ。そうなの？

「この島しまに来きたときより、セキュリティレベルが、数すう段だん上あがっている。ファンタジスタの予よ告こくがきた時じ点てんで、最さい大だいレベルの警けい戒かい態たい勢せいに入はいってるはずだ。それに、もともとこの島しまは、ちょっとした要よう塞さいなみのセキュリティだ」

　要よう塞さいなみって……。

　そんなこと、なんでわかるわけ？

「セキュリティの人にん数ずう、練れん度どは、国こく内ない外がいでも最さい高こうレベル。島しまや城しろの中なかにも、小こ型がたの最さい新しん型がたの監かん視しカメラが、めだたないように、かなりの数かず、設せっ置ちされている。ファンタジスタの予よ告こく状じょうにかかわらず、白しら里さと響ひびきは事じ前ぜんに最さい大だい限げんの警けい備び態たい勢せいをしいているのは、まちがいない」

　そんなにすごい、警けい備び態たい勢せいなの？

　でも、ファンタジスタの予よ告こく状じょうがくる前まえから、なんでそんなにすごい警けい備びしてたんだろう？

「このパーティーに来きているのは、政せい府ふ要よう人じん、財ざい界かいの重じゅう要よう人じん物ぶつなど、ＶＩＰ中ちゅうのＶＩＰだ。なにかあっては、こまる。ただ、このレベルの高たかい警けい備び態たい勢せいは、警けい告こくの意い味みもあるだろうな」

　けいこく？

　わたしは、首くびをかしげる。

「アリ１匹ぴきもらさぬ完かん璧ぺきな警けい備び態たい勢せいをしくことで、『手てを出だしてもムダだ』という警けい告こくになる」

　なるほどね。

　でも、アリどころか、怪かい盗とうがまぎれこんじゃってるけど。

「まぎれこんでも、動うごけなければ意い味みがない、と考かんがえているんだろう。この警けい備び態たい勢せいを出だしぬくのは、かなり難むずかしい」

　ケイがそう言いうぐらいだから、響ひびきが作つくりあげたこの島しまとお城しろの警けい備び態たい勢せいは、よっぽどすごいみたい。

「……ただし、それも普ふ通つうの相あい手てなら、だ」

　そうなんだよね。

　ファンタジスタは、普ふ通つうの相あい手てじゃない。

　でも、それを響ひびきも、わかってるってわけね。

　なんだか、聞きいてるだけで頭あたまが痛いたくなりそう。

「それとケイ、もうひとつ聞ききたいことがあるんだけど？」

　わたしが、ケイのいる部へ屋やにうつると、やっとケイが視し線せんを上あげた。

　窓まどから見みえる景色けしきは、すっかり日ひが落おちて、夜よるの山やまと海うみに変かわってる。

　遠とおくの海うみに、ぽつんと明あかりが見みえるのは、船ふねだろうか。

「さっきのパーティーで聞きいた、うわさ話ばなしに、なにか引ひっかかることがあったの？」

　ケイは、となりのテーブルのうわさ話ばなしを聞きいてから、ずっと難むずかしい顔かおをしてる。

「……さっきのうわさ話ばなしで、出でていた会かい社しゃの名な前まえをおぼえているか？」

　会かい社しゃの名な前まえ？

　たしか……ルクなんとかじゃなかったっけ？

「ルクソンだ。光こう速そくで運うん動どうする素そ粒りゅう子しという意い味みがある」

　……は、はい？

　説せつ明めいが難むずかしすぎて、わからない。

　だけど、そんなわたしにかまわず、ケイは続つづける。

「ルクソンは、ある言こと葉ばを説せつ明めいするときに、よく使つかわれる」

　ある言こと葉ば？

「──タキオンだ」

　タ、タキオン!?

「タキオンって、あの！」

　ケイはだまって、うなずく。

　タキオン。

　本ほん当とうは、なんだか小こ難むずかしい意い味みがあるらしいんだけど、わたしにとっては、もうひとつちがう意い味みがある。

　世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しき、タキオン。

　世せ界かいでおこる大だい規き模ぼな犯はん罪ざいの、ほとんどは彼かれらに関かかわりがあるといわれてる。

　あのファンタジスタも属ぞくしているし、ファルコンやニックといった、あなどれないやつらが、幹かん部ぶにいる組そ織しき。

　でも、なんでその名な前まえが、いま出でてくるわけ？

「記き憶おくにはあったが、念ねんのため、調しらべてみたところだ。ルクソンという会かい社しゃの社しゃ長ちょうの名な前まえは、ニック・アークライト。以い前ぜん、見み神かみ島じまで会あった、あの男おとこが経けい営えいする会かい社しゃだ」

　ニック!?

　見み神かみ島じまでは、正しょう面めんからぶつかったわけじゃなかったけど、ファンタジスタやファルコンとは、ちがった、嫌いやな雰ふん囲い気きがあるタイプだった。

　金きん髪ぱつで、美び形けいの外がい国こく人じんで、品ひんのいい身みなりをしてるのに、話はなしをしているだけで、胸むねがざわざわしてくるような……。

　美み華か子こさんと敵てき対たいしてるって、前まえに聞きいていたけど、花はな里さとグループとも、敵てき対たいしてたわけ？
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「正せい確かくにいえば、花はな里さとグループがルクソンの邪じゃ魔まをしている、というほうが正ただしいかもしれない」

　花はな里さとグループが……邪じゃ魔まをしてる？

　どういうこと？

「ニックの会かい社しゃは貿ぼう易えきが主おもな会かい社しゃだ。その裏うらで、盗とう品ひんの売ばい買ばいを行おこなっている、というのは、見み神かみ島じまで美み華か子こさんに、聞きいただろう」

　そういえば、そんな話はなしだったような気きがする。

　とにかく、悪わるいやつだっていうのは、覚おぼえてるんだけど。

「いま、花はな里さとグループがトラブルになっているのは、表おもての貿ぼう易えき業ぎょうで、だ。ルクソンは、海かい外がいや日に本ほんで、さまざまの会かい社しゃの弱よわみにつけこんで、強ごう引いんに品しな物ものを安やすく買かいたたいたりしている。

　それを、花はな里さとグループは、中ちゅう小しょうなら資し金きん援えん助じょや流りゅう通つうなどの援えん助じょ、弱よわみであれば解かい決けつ策さくの提てい案あんなどをして、邪じゃ魔まをしているんだ」

　いいことしてるんじゃん！

　っていうか、あのニックってやつ、裏うらだけでもなく、表おもてでもあくどいことを、してたわけ!?

「相あい手てが表おもてに出だせないような弱よわみにつけ込こんだり、脅おどしたり、それも、あくまで正せい当とうな取とり引ひきの範はん囲いに見みえるように、うまくやっている。だから、警けい察さつも動うごけない。暴ぼう力りょく的てきな脅おどしもあるようだが、花はな里さとグループの荒あら事ごと専せん門もんの部ぶ隊たいなどが、対たい処しょしているようだ」

　それじゃあ、花はな里さとグループは、ニックにやられそうになってる会かい社しゃを、助たすけてまわってるってこと？

「そうなるな」

　でもさ、ルクソンがタキオンに関かん係けいあることって、秘ひ密みつなんでしょ。

「ああ。タキオンという名な前まえすら、知しっているのは、ごく限かぎられた人にん間げんだけだ」

　どうして、集しゅう中ちゅう的てきにニックの邪じゃ魔まをしてるんだろう。

「それはわからない。だが、この花はな里さとグループの行こう動どうは、どうやら源げん一いち郎ろう氏しが陣じん頭とう指し揮きをとっているらしい。世せ界かい中じゅうに情じょう報ほう網もうを持もつ花はな里さとグループだ。なにかを、つかんでいる可か能のう性せいはある」

　ケイはそう言いって、窓まどの外そとに目めをむける。

　説せつ明めいはしてくれてるけど、いまのケイは、いつもとちがって、話はなしながら考かんがえをまとめてるって感かんじがする。

　あっ、そういえば、琴こと音ねさんが誘ゆう拐かいされたことが、あったよね？

　あのときは、響ひびきとの協きょう力りょくや、詩し織おり先せん輩ぱいや幸ゆき村むら先せん輩ぱいの助たすけもあって、乗のりきれたんだけど。

「……あれも、もしかすると、ルクソンの邪じゃ魔ま──つまりタキオンの邪じゃ魔まをする、花はな里さとグループへの警けい告こくだったのかもしれない」

　……ん？

　ちょっと待まってよ！

　ファンタジスタは、タキオンに所しょ属ぞくしてるんだよね!?

　じゃあ、今こん回かいの予よ告こく状じょうも、タキオンが糸いとを引ひいているかもってこと!?

「そう、だな……」

　ケイは考かんがえこむような顔かおで、だまりこんでしまう。

　完かん全ぜんに思し考こうモードに、入はいっちゃったみたい。

　こうなると、話はなしかけても、答こたえは返かえってこない。

　ここまで、かあ。

　いきなり、いろんな情じょう報ほうがわかって、頭あたまがパンクしそう！

　と。

　リリリリリィ

　ドアのチャイムが鳴なった。

「はい！　どちらさまですか？」

「ぼくだよ、理り央お」

　あ、理り央お先せん輩ぱい！

　時と計けいを見みると、別わかれてから30分ぷん以い上じょうたっている。

　思おもっていた以い上じょうに、ケイと話はなしこんでいたみたい。

　ドアを開あけると、理り央お先せん輩ぱいが立たっていた。

　さっきまでのドレス姿すがたではなく、ラフなジーンズのパンツと、カッターシャツの上うえにブルーのカーディガンを羽は織おった姿すがたに、着き替がえてる。

　あとは、ふくらんだヒップバッグを腰こしにつけている。

「怪かい盗とう部ぶ」っていう文も字じが、かっこいいロゴデザインで入はいってて。

　もしかして、特とく注ちゅう品ひんだったりするのかな。

　理り央お先せん輩ぱいなら、十じゅう分ぶんありそう。
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「そろそろ、準じゅん備びができたころかと思おもったんだけど、どうだい？」

「あ、はい。大だい丈じょう夫ぶです」

　着き替がえはすませてあるし、ケイとの話はなしも終おわってる。

「そっちの君きみは、いっしょに行いかないか？」

　理り央お先せん輩ぱいが、考かんがえこんだままのケイをさそう。

　あっ。

　ダメですよ、いまのケイに話はなしかけても。

「…………いえ、やることがあるので」

　ぼそぼそと、ケイが答こたえる。

　あれ？

　集しゅう中ちゅうしてるケイにしては、返へん事じがあるなんて、めずらしい。

「そうか。なら、行いこうか。アスカ」

　理り央お先せん輩ぱいは、くるりときびすを返かえして、ろう下かに出でる。

　わたしも、あとに続つづいて、ろう下かに出でた。

　部へ屋やを出でるとき、ちらりとケイを、ふり返かえる。

　ケイは身みじろぎもせずになにかを考かんがえこんでる。

　じゃあ、その間あいだにわたしは理り央お先せん輩ぱいと、お城しろを探たん検けんしてこよう。

　お城しろの中なかを知しっておくことは、あとで役やくに立たつかもしれないしね。
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「さーて、まずはどこから回まわろうか！」

　はずむように、理り央お先せん輩ぱいがろう下かを歩あるきだす。

　よっぽど、楽たのしみにしてたみたい。

　わたしは、まだこのお城しろの中なかは、よく知しらないし、理り央お先せん輩ぱいについていくことにする。

「一いち応おう、執しつ事じにたのんで、お城しろの地ち図ずをもらってあるんだよ」

　ち、地ち図ず!?

　そんなものが、あるんですか？

「地ち図ずといっても、必ひつ要ような場ば所しょに行いく道みち順じゅんが描かいてあるだけさ。パーティー会かい場じょうとかね。つまり、お客きゃくさま用よう。ぼくが知しりたいのは、この地ち図ずにはない場ば所しょのことだ」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはジーンズのポケットから、折おりたたんだ地ち図ずをわたしてくる。

　広ひろげてみると、たしかにお城しろの中なかの地ち図ずらしきものが、描かかれてる。

　だけど、理り央お先せん輩ぱいの言いうとおり、必ひつ要ような場ば所しょの部へ屋やの名な前まえしか書かいてない。

　なにも書かいていない、空くう欄らんになっている部へ屋やのほうが、圧あっ倒とう的てきに多おおい。

　まあ、これだけ部へ屋やがあるっていうことだけでも、驚おどろきなんだけどね。

　パーティーが終おわったあとということもあってか、ろう下かに招しょう待たい客きゃくらしき姿すがたは見みえない。

　まだ、部へ屋やでくつろいでるのかな？

　メイドさんや執しつ事じさんとは、すれちがうんだけどね。

　すれちがうたびに、会え釈しゃくをしてくれるから、なんだかこっちのほうが、申もうし訳わけないみたい。

　理り央お先せん輩ぱいは、なれた様よう子すで、軽かるく目め線せんだけで、あいさつを返かえしてる。

　こういうのを見みると、理り央お先せん輩ぱいって、お嬢じょうさまなんだよなぁ、と思おもったりするんだけど。

　あと、ろう下かを歩あるいていて、気きづいたことがもうひとつ。

　警けい備びの人ひとの存そん在ざい。

　長ながいろう下かの途と中ちゅうに、目めつきがするどくて、体からだのがっしりしたスーツ姿すがたの男おとこの人ひとが、何なん人にんも立たっている。

　耳みみにイヤホンらしきものを、差さしてるのは、たぶん通つう信しん機き。

　警けい備びの人ひとたちが、ピリピリとした空くう気きを発はっしているのは、やっぱりファンタジスタからの予よ告こく状じょうが、あったからなんだろうな。

　この人ひとたちは、わたしたちに視し線せんをむけてくるけど、あいさつはしてこない。

　愛あい想そがいいとは言いえないけど、警けい備びの仕し事ごとをしてるんだから、とうぜんといえばとうぜんかな。

　理り央お先せん輩ぱいは、警けい備びの人ひとに視し線せんをむけて、首くびをわずかにかしげてる。

「どうかしたんですか？」

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいにきく。

「これだけのＶＩＰが集あつまっているから、警けい備びが厳げん重じゅうなのはうなずけるんだが、それだけにしては、妙みょうにピリピリしてるような気きがしてね。気きのせいかも、しれないが」

　理り央お先せん輩ぱいは、さすがにするどい。

　わたしが、なにも答こたえられずにいると、

「ぼくの気きにしすぎかもしれない。それに、警けい備びが厳げん重じゅうなのは悪わるいことではないし」

　理り央お先せん輩ぱいはそう納なっ得とくして、笑え顔がおにもどる。

　ふぅ……。

　気きにしすぎじゃないけど、そう答こたえるわけにもいかないし。

　さすがに理り央お先せん輩ぱいでも、ファンタジスタの予よ告こく状じょうまでは、想そう像ぞうがつくわけないもんね。

　理り央お先せん輩ぱいは階かい段だんを下おりて、１階かいにむかう。

「そういえば、どこに行いくんですか？」

　理り央お先せん輩ぱいは迷まよいなく歩あるいてるけど、行いき先さきは聞きいてない。

　地ち図ずは、必ひつ要ようなことしか描かいてなかったから、あんまり参さん考こうにならないし。

「アスカの部へ屋やのメイド、真ま尋ひろさんといったか。彼女かのじょが言いってただろう。中なか庭にわがあるって。まずはそこに行いってみようと思おもってね」

　そういえば！

　潮しお風かぜで、城しろの周まわりに花はなは育そだてられないけど、中なか庭にわでは育そだててるって、話はなしだったんだよね。

　それは、わたしも見みてみたいっ！

「賛さん成せいみたいだな。じゃあ、行いこう。もうすぐ、そこだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、ろう下かを左ひだりに曲まがると、まっすぐに進すすんでいく。

　こっちのろう下かは、来きたことがない。

　あっ……。

　しばらく歩あるくと、ろう下かの先さきが明あかるくなっているのが見みえる。

　近ちかづくと、その理り由ゆうがわかった。

　ろう下かの右みぎ側がわが、全ぜん面めんガラス張ばりになっていて、ろう下かを月つき明あかりで照てらしている。

　ガラス張ばりになった前まえまで行いくと、外そとを見みる。

「うわぁ……」

　そこには、潮しお風かぜから中なか庭にわを守まもるように、お城しろの壁かべが建たっていた。

　中なか庭にわには、青あお、赤あか、黄き、紫むらさき……色いろとりどりの、花はなが咲さいている。

「あそこが開ひらいているのは、太たい陽ようをさえぎらないためだな」

　理り央お先せん輩ぱいは、そう言いって、中なか庭にわの奥おくのほうを、指ゆびさす。

　視し線せんをそちらにむけると、その方ほう向こうだけ、壁かべがなく開ひらいている。

　たぶん、東ひがし方ほう向こうなんだと思おもう。

「太たい陽ようの日ひ差ざしが当あたらないと、草くさ花ばなは育そだたないから、それを考かんがえた、つくりなんだろうな。それでいて、潮しお風かぜのむきも計けい算さんしてある。この中なか庭にわをつくるのも、桧ひ崎さき修しゅう介すけが関かかわったのかな」

　う～ん……。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけが、こんな素す敵てきな中なか庭にわをつくるかなぁ。

　でも、草くさ花ばなが育そだちにくい場ば所しょで、意い地じでも育そだてられる場ば所しょをつくっちゃうあたりは、桧ひ崎さき修しゅう介すけらしいのかも。

「残ざん念ねんながら、いまの時じ間かんは外そとには出でられないみたいだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、窓まどに手てをかけて、肩かたをすくめる。

　鍵かぎがかかっているらしい。

　見みまわすと、壁かべに大おおきめな白しろいプレートが、かかっている。

『中なか庭にわへの立たち入いりは、午ご前ぜん９時じから午ご後ご６時じまでと、させていただいております』

　いまは午ご後ご９時じ過すぎ。

　閉しまってて、とうぜんか。

　それでも、月つき明あかりのおかげで、中なか庭にわがよく見みえる。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、しばらく中なか庭にわをながめたあと、その場ばをあとにする。

　中なか庭にわからはなれて、１階かいを歩あるいていると、ろう下かの途と中ちゅうの、大おおきなドアの前まえに、大おおきな体からだをした、スーツ姿すがたの警けい備びの人ひとが２人ふたり立たっていた。

　先さきのほうにある、もうひとつのドアにも、同おなじように２人ふたり立たってる。

　やけに厳げん重じゅうな警けい備びだけど、ＶＩＰの部へ屋やなのかな？

　それにしては、かなり大おおきな部へ屋やみたいだけど。

「さて。次つぎはどこへ行いこうか」

　理り央お先せん輩ぱいは、警けい備びの人ひとをちらりと見みただけで、先さきに進すすむ。

　意い外がいな気きもしたけど、どう考かんがえたって、あの部へ屋やの中なかは見みられそうにないもんね。

　それにしても、理り央お先せん輩ぱいは、とくに次つぎの目もく的てき地ちを、決きめていたわけじゃないらしい。

　それでも、歩あるく速そく度どはゆるめないあたりは、理り央お先せん輩ぱいらしいというか……。

　行いき当あたりばったりっていうのも、おもしろくて、好すきだけど。

「このあたりの部へ屋やは、なんだろうな」

　警けい備びの人ひとの姿すがたがないろう下かに来きてから、理り央お先せん輩ぱいは、手て近ぢかにあったドアのノブに手てをかける。

　だけど、どうやら鍵かぎがかかっているらしく、開ひらかない。

　人ひとの部へ屋やだったら、どうするつもりなんだろう、とちょっと思おもったけど、ナンバープレートもドアにないし、招しょう待たい客きゃくの部へ屋やっていうことは、なさそうかな。

「しかたがない……」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、ドアノブから手てをはなす。

　なんの部へ屋やかは、ちょっと気きになるけど、あきらめるしかないよね。

「ちょっと、開あけさせてもらおう」

　……へ？

　理り央お先せん輩ぱいはヒップバッグを、ごそごそとし始はじめる。

　少すこしして、なにやら金きん属ぞく製せいの長なが細ほそい道どう具ぐをとりだす。

　って、それって鍵かぎ開あけツールじゃないですか！

　昔むかし、お父とうさんに鍵かぎ開あけは、ひと通とおり教おそわったから、その道どう具ぐもひとめ見みればわかる。

　それにしても、あのふくらんだヒップバッグに、なにが入はいっているのかと思おもったら……。

「なんでそんなもの、持もってるんですか！」

「怪かい盗とう部ぶのたしなみだよ。それにしても、アスカ。よくこれが鍵かぎ開あけツールだとわかったね」

　うっ、しまった……。

　つい興こう奮ふんして、よけいなつっこみを入いれちゃった……。

「ま、前まえに一いち度ど、テレビで見みたことがあるんです」

　苦くるしい言いい訳わけ。

「へえ～」

　理り央お先せん輩ぱいはその説せつ明めいに納なっ得とくしたのか、ドアの鍵かぎ穴あなに、道どう具ぐを差さしこむ。

「ちょっと、理り央お先せん輩ぱい！　ダメですよ」

「少すこしのぞくだけだよ。……それにもう遅おそい」

　かちゃ。

　ドアの開ひらく音おとがする。

　開あけちゃった！

　っていうか、ちょっと開あけるの速はやすぎじゃないですか!?

「だったら、ほこらしいところなんだけどね。残ざん念ねんながら、鍵かぎが開あいていたんだよ。さっき開あかないと思おもっていたのは、ドアノブを逆ぎゃくにまわしていたらしい」

　………び、びっくりしたぁ。

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしなみの鍵かぎ開あけスキルを持もってるのかと思おもった。

　さすがに、それはないか。

「開あけるぞ」

　理り央お先せん輩ぱいは、どっしりとした木もく製せいのドアを開あける。

「ほう……」

　おもわずといった感かんじに、理り央お先せん輩ぱいが声こえをもらす。

　わたしも理り央お先せん輩ぱいのうしろから、部へ屋やの中なかをのぞく。

　わっ、なにこれ!?

　部へ屋やはそれほど広ひろくなくて、わたしが泊とめてもらっている部へ屋やより、せまいくらい。

　その部へ屋やの壁かべぎわに、ショーケースがならんでいる。

　中なかに飾かざられているのは……人にん形ぎょう？

　人にん形ぎょうは、金きん髪ぱつや茶ちゃ髪ぱつの女おんなの子こで、大おおきさは10センチから50センチぐらいまで、いろいろ。

　その人にん形ぎょうが、ずらりと50体たい近ちかく、飾かざられている。

　どれもきれいにはつくってあるけど、これだけならんでいると、かわいいというより、ちょっと不ぶ気き味みな感かんじも、しなくもない。

「アンティークドールだな。古ふるいものだと、数すう百ひゃく万まん、数すう千せん万まんというものもあるはずだが……」

　そ、そんなにするんですか!?

「くわしくはないから、ここのドールがそういうものかどうかは知しらないが、花はな里さと家けに飾かざられているものが、安やす物ものとも思おもえない」

　たしかに、そうですね。

「それに、よく手て入いれされているようだが、年ねん代だいを感かんじさせるものが多おおい」

　言いわれてみれば、きれいだけれど、新あたらしい感かんじはしない。

　でも、そんな高こう価かなものなら、こんなかんたんに入はいれるようにしておいたら、危あぶないと思おもうんだけどなぁ。

　ほかの警けい備びで、忙いそがしいのかもしれないけど。

「いや。そんなことはない。あそことあそこに、監かん視しカメラがあるから、ばっちりと見みられているだろう」

　あ、やっぱり理り央お先せん輩ぱいも、気きづいていたんだ。

　部へ屋やの天てん井じょうのすみに、小こ型がたの監かん視しカメラが４台だい設せっ置ちされている。

　わたしは、部へ屋やに入はいってすぐ、気きがついたけど、言いわないでおいたんだよね。

　ばれても、怒おこられるぐらいだろうし。

「開あいている部へ屋やに、勝かっ手てに立たち入いったぐらいでは、警けい備び員いんが飛とんでこない、ということは、証しょう明めいできたな」

　理り央お先せん輩ぱいは、満まん足ぞくげにうなずいてる。

　もしかして、理り央お先せん輩ぱいがこの部へ屋やに入はいった目もく的てきって、それ!?

「おそらく、監かん視しカメラでわたしたちのことは、確かく認にんされているだろうが、警けい備び員いんは動うごかす必ひつ要ようがない、と判はん断だんしたわけだ。もともと、鍵かぎのかかっていない部へ屋やだから、自じ由ゆうに入はいってよかったのかもしれないが。または、それよりも優ゆう先せん順じゅん位いが高たかいことが起おきている、ということかもな」

　理り央お先せん輩ぱいはさらりと言いって、くるりとふり返かえると、部へ屋やの外そとに出でる。

　まだ、警けい備びがピリピリしてることを、気きに留とめてたんだ。

「あと、アスカがいるからかな」

　わたし、ですか？

　首くびをかしげる。

「アスカは、あの白しら里さと響ひびき探たん偵ていと知しりあいなんだろう。この城しろの警けい備びは、どうやら彼かれにまかされているらしいし、対たい処しょする必ひつ要ようはない、と指し示じしたのかもしれない」

　そういうこともあるかも。

　でも、わたしが響ひびきに信しん用ようされてるかどうかは、あやしいけどね。

　理り央お先せん輩ぱいとわたしは、それからいくつかの部へ屋やを、まわった。

　鍵かぎがかかっていると、理り央お先せん輩ぱいはそのたびに鍵かぎ開あけツールを試ためそうとしてた。

　結けっ局きょく、開あかなかったから、問もん題だいはなかった……ううん、大おおありかも？

　アンティークドールの部へ屋やのほかには、本ほんがならんだ図と書しょ室しつに、ピアノやバイオリンなど楽がっ器きがならぶ音おん楽がく室しつ、お茶ちゃの葉はが集あつめられた部へ屋やがあった。

　お茶ちゃの葉はが集あつめられた部へ屋やに入はいったときは、料りょう理り人にんさんに、やんわりと怒おこられちゃったけど。

　温おん度ど管かん理りが大だい事じだから、勝かっ手てに開あけたりしないでくださいって。

「さて、次つぎはどこへ……ん？」

　理り央お先せん輩ぱいは、２階かいにもどって、キョロキョロとしていたかと思おもったら、急きゅうに立たちどまる。

「どうかしたんですか？」

　わたしは追おいついて、理り央お先せん輩ぱいの視し線せんの先さきを追おう。

　両りょう開びらきの大おおきなドアが、右みぎ側がわだけ開ひらいたままになっている。

　中なかをのぞくと、そこは、さっきパーティーをしたのとはちがう、ホールらしい。

　大おおきなテーブルとイスが、10個こ以い上じょうならんでいるけど、人ひとはいない。

「明日あしたのパーティー会かい場じょうかな。それにしては、開あけっぱなしとは不ぶ用よう心じんだな」

　理り央お先せん輩ぱいが、ずかずかとホールの中なかに入はいっていく。

　どうやら、遠えん慮りょっていうものが、理り央お先せん輩ぱいの辞じ書しょにはないみたい。

　それにしても、このホールは大おおきい。

　部へ屋やの広ひろさもそうだけど、天てん井じょうも、ものすごく高たかい。

　ほかの部へ屋やの天てん井じょうより５メートルは高たかそうだから、３階がい分ぶんを吹ふき抜ぬけにしているみたい。

　壁かべの高たかい位い置ちには、窓まどガラスがあり、月つき明あかりがホールを幻げん想そう的てきに照てらしている。

　おもわず、見みとれてしまうぐらい。

　カタッ。

　……ん？

　わたしと理り央お先せん輩ぱいが、ホールの入いり口ぐち近ちかくで立たっていると、かすかに物もの音おとがした。

　ホールの奥おくのほうだ。

　テーブルにさえぎられて見みえないので、わたしと理り央お先せん輩ぱいは、奥おくに移い動どうする。

　…………はい？

　音おとのしたほうを見みて、わたしは目めを丸まるくする。

　そこにいたのは、白しら里さと響ひびき。それはいい。

　だけど、響ひびきは床ゆかにひざをついて、はいつくばっていた。

　いったい、なにをしてるわけ？
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　これには、理り央お先せん輩ぱいもおどろいたらしくて、反はん応のうできないでいる。

「お２人ふたりとも、どうしたんですか？」

　響ひびきはゆっくりと立たちあがると、なにごともなかったかのように、きいてくる。

　いやいや！

　どうかしたのは、そっちでしょ！

　そんなかっこうで、一いっ体たい、なにしてたわけ？

「なにと言いわれても……」

　響ひびきは答こたえるつもりはないのか、肩かたをすくめてる。

「さすが、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていと言いわれるだけあるね」

　理り央お先せん輩ぱいが、感かん心しんしたように、大おおきくうなずいてる。

　え？

　響ひびき探たん偵ていがなにしてるか、わかるんですか？

「いや、さっぱり」

　理り央お先せん輩ぱいは、お手て上あげというポーズをとる。

「ぼくにも、さっぱりわからないことをする、というのが、すごいと思おもったんだよ」

　はあ……なるほど。

　わかるような、わからないような……。

「ところで、さっきから、いろんな部へ屋やを勝かっ手てに見みてまわっているようですね。鍵かぎ開あけは、なかなかうまくいかなかったようですが」

　響ひびきが、理り央お先せん輩ぱいを見みて言いった。

　おもいっきり、ばれてる。

　やっぱり、響ひびきは知しっていた上うえで、わたしたちのところに警けい備びの人ひとを、まわさなかったんだ。

「家いえにあるドアで練れん習しゅうしていたんだが、うまくいかないな。ここの鍵かぎは、特とく別べつ製せいらしい」

　その言こと葉ばに、理り央お先せん輩ぱいの家いえに行いったときのことを、思おもいだす。

　ものすごい、豪ごう邸ていだったんだよね。

　あそこなら、たくさんドアがあったから、練れん習しゅうするのにはいいのかも。

　だけど、それ以い上じょうにこのお城しろのドアの鍵かぎが、複ふく雑ざつな構こう造ぞうをしてた。

　それはうしろから見みてたわたしは、すぐに気きづいたけど。

　わたしでも、手て間まどりそうなぐらい、難むずかしい鍵かぎが全ぜん部ぶについてたから。

「ええ。ここの鍵かぎは普ふ通つうのものとは、少すこし異ことなる構こう造ぞうをしているんです。しかし、なるほど。ご自じ宅たくのドアで練れん習しゅうとは、さすが清きよ瀬せ家けのお嬢じょうさまです」

「ぼくのことも、調しらべずみか」

「いま、この城しろにいる全ぜん員いんについて、頭あたまの中なかに入はいっています」

　響ひびきは、とうぜんとばかりに答こたえる。

　…………ん？

　いま、響ひびきはなんて言いった？

　招しょう待たい客きゃく全ぜん員いんじゃなくて、お城しろにいる全ぜん員いん？

「もちろん。執しつ事じやメイド、料りょう理り人にんや庭にわ師しまで、すべて頭あたまに入いれてあります」

「おどろいたな。１００人にんでは、すまないだろうに」

　理り央お先せん輩ぱいも、おどろいた顔かおをしてる。

「清きよ瀬せ理り央おさん。あなたが生せい徒と会かい長ちょうをされていたときは、もっと生せい徒との数かずはいたでしょう。そのすべてを、把は握あくされていたという話はなしですが」

「そんなことまで、調しらべているのか。いや、調しらべていたとしても、覚おぼえているとは……」

　理り央お先せん輩ぱいは、驚おどろきの表ひょう情じょうから、笑えみをうかべる。

　響ひびきは、変かわらずに余よ裕ゆうの笑えみのまま。

　……って！

　わたしからしたら、２人ふたりとも普ふ通つうじゃないんですけど！

　数すう百ひゃく人にんのことを覚おぼえてるって、響ひびきもそうだけど、理り央お先せん輩ぱいも生せい徒と会かい長ちょうのとき、そんなことしてたんですか？

「生せい徒と会かい長ちょうだからな。とうぜんだ」

　さらりと、理り央お先せん輩ぱいは答こたえる。

　あはは……。

　理り央お先せん輩ぱいを怪かい盗とう部ぶ部ぶ長ちょうにしておくのは、本ほん当とうにもったいない気きがしてきた。

　高こう等とう部ぶでも、生せい徒と会かい長ちょうをしたらいいのに。

「それで、なにしてたの？」

　わたしは気きをとり直なおして、響ひびきにきく。

　話はなしがだいぶそれたけど、響ひびきが床ゆかにはいつくばっていたことは、忘わすれてない。

「ちょっと、おもしろいものを見みつけたものでね」

　おもしろいもの？

「おもしろいものはいいけど、琴こと音ねさんからはなれていて、いいの？　ファ……じゃなかった、ボディーガードでしょ」

　ファンタジスタのことは、理り央お先せん輩ぱいの前まえではきけない。

　だけど、響ひびきが琴こと音ねさんのボディーガードであることは、たしかなはずだ。

「それなら、問もん題だいないですよ。どうして、さっきの君きみたちの行こう動どうを、ぼくが知しっていたと思おもっているんですか？」

　それは、報ほう告こくを受うけたから？

「そうです。監かん視しカメラの監かん視し室しつとは、ホットラインでつながっていて、ささいな異い常じょうでも、報ほう告こくが入はいるようにしてあります。映えい像ぞうも小こ型がたのタブレット端たん末まつで、見みられるようにしてありますから」

　そう言いって、響ひびきは自じ分ぶんの右みぎ耳みみを指ゆびさす。

　右みぎ耳みみには、通つう信しん機きらしきものがある。

　ジャケットのポケットのふくらみは、そのタブレット端たん末まつっていう物ものなんだろう。

「ぼくたちのことは、リアルタイムでつつ抜ぬけだったというわけか。それにしても、この城しろの大おおきさからして、監かん視しカメラの映えい像ぞうを、すべて把は握あくすることは、できないだろう」

「ええ。いくつかのチェック事じ項こうをつくっておき、それに引ひっかかる行こう動どうをとった者ものがいる場ば合あいは、かならず報ほう告こくが上あがるようにしてあります」

　それにしたって、常つねに報ほう告こくがあったら、休やすまらないと思おもうけど。

「それが今こん回かい、ぼくにまかされた仕し事ごとです」

　平へい然ぜんとした顔かおで、響ひびきは言いう。

　そう言いえちゃうところが、この響ひびきのこわいところなんだよね。

　いまは、たのもしいところ、でもあるんだけど。

「それにいまは……」

　響ひびきはそう言いいかけて口くちごもり、床ゆかを見みる。

　なんだろう？

　まるで、べつの気きがかりがあるみたいな、そぶりだけど。

　さっきの、床ゆかにはいつくばってたのと、関かん係けいあるのかな。

「じゃあ、そろそろ行いこうか。白しら里さと探たん偵ていの邪じゃ魔まをしても悪わるい」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはうなずく。

　響ひびきがなにしているのかは、気きになるけど、いまは邪じゃ魔ましちゃ悪わるいもんね。

「鍵かぎ開あけは、ほどほどにお願ねがいします。鍵かぎを壊こわされてはこまるので」

　響ひびきに釘くぎをさされて、理り央お先せん輩ぱいは肩かたをすくめる。

　ホールを出でる。

「白しら里さと探たん偵ていに、ああ言いわれては、勝かっ手てに部へ屋やをまわるのは、やめておいたほうがいいか。……よし！　なら最さい後ごに行いってみたいところが、あったんだ」

　行いってみたいところ？

　だいぶ、いろんな部へ屋やをまわったと思おもいますけど。

「これから行いく場ば所しょは、部へ屋やじゃない」

　そう言いうと、理り央お先せん輩ぱいは、楽たのしそうに笑わらった。
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　少すこし強つよめの潮しお風かぜが、わたしと理り央お先せん輩ぱいの髪かみをなびかせる。

　理り央お先せん輩ぱいが、最さい後ごに行いく場ば所しょに選えらんだのは、お城しろの屋おく上じょう。

　屋おく上じょうへは、５階かいから長ながい階かい段だんを登のぼると、行いけるようになっていた。

　外そとから見みたときは、気きがつかなかったけど、屋おく上じょうはかなり広ひろくて、50メートル四し方ほうぐらいはありそう。

　足あしもとはコンクリートで、貯ちょ水すいタンクが５つほどならんでいる。

　その奥おくに進すすむと、地じ面めんに「Ｈ」と大おおきく白しろく書かかれて、丸まるくかこんである。

「どうやら、ヘリポートになっているらしいね」

　理り央お先せん輩ぱいが、地じ面めんの文も字じを見みて言いった。

　そうなんですか？

『Ｈ』と書かくのは『Heliport』の略りゃくで、ヘリコプターが緊きん急きゅう離り着ちゃく陸りくできるという意い味みだ。逆ぎゃくに『Ｒ』と書かかれていると、『Rescue』の略りゃくで、緊きん急きゅう救きゅう助じょ用ようのスペースという意い味みになり、ヘリコプターは着ちゃく陸りくできない」

　へえ～。

　そんな意い味みがあるんだ。

　でも、お城しろの屋おく上じょうに、ヘリポートがあるなんて、やっぱり現げん代だいのお城しろって感かんじがするなぁ。

「お城しろらしさには欠かけるが、ここが一いち番ばんいいと思おもってね」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、屋おく上じょうのはじにむけて、歩あるいていく。

　屋おく上じょうのはじは、落おちないように、胸むねの高たかさぐらいの、石いし壁かべが建たっている。

　一いち番ばんいいって、なににですか？

「景色けしきをながめるのにさ」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはわたしを手てまねきする。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいのほうにかけよる。

「うわぁ……」

　おもわず、息いきをのむ。

　目めの前まえすべてが、日ひが落おちて、深ふかい青あおに変かわった、海うみで染そまっている。

　月つき明あかりが、海うみを照てらして、海うみの中なかにも、もうひとつ月つきがあるように見みえる。

　海うみの中なかの月つきは、真まん丸まるじゃなくて、長ながい光ひかりの道みちのように、どこまでも続つづいているみたい。

「今日きょうは、きれいな月つき明あかりだからね。屋おく上じょうからの景色けしきを、見みてみたいと思おもったんだよ」

　となりの理り央お先せん輩ぱいが、海うみのほうを見みつめたまま、言いった。

　うん！

　ほんとに、連つれてきてもらって、よかったです！

「それはよかった。ただ、あまり身みを乗のりだすなよ。落おちたら、助たすからないぞ」

　理り央お先せん輩ぱいは、石いし壁かべから下したをのぞきこむようにして、指ゆびをさす。

　わたしも、下したをのぞきこんで……ひゃっ！

　屋おく上じょうの真ま下したは、30メートルほどの高たかさの、絶ぜっ壁ぺきの崖がけになっていた。

　ごつごつした、むきだしの岩いわ肌はだに、波なみが打うちつけている。

　こんなところ、落おっこちたら、死しんじゃうかも。

　そんなことにならないために、この石いし壁かべがあるんだろうけど。

「そうだ。さっき、あっち側がわに、おもしろそうなものが見みえたんだ」

　海うみを見みていた理り央お先せん輩ぱいが、屋おく上じょうの反はん対たい側がわにむかって、歩あるいていく。

　おもしろいもの？

　わたしも気きになって、ついていく。

　タンクのわきを通とおり抜ぬけ、わたしと理り央お先せん輩ぱいは、屋おく上じょうの反はん対たい側がわにたどりつく。

　……あれって、塔とう？

　屋おく上じょうより、少すこし低ひくい高たかさの、先さきのとがった細ほそ長ながい塔とうが建たっている。

　そういえば、このお城しろを遠とお目めに見みたときに、塔とうが見みえた気きがする。

　でも、なんで塔とうなんて建たってるんだろう。

　見みた感かんじ、細ほそ長ながくて人ひとが暮くらすのに、むいてそうな形かたちはしてないし。

「見み張はりの役やく割わりがあったんだろうな」

　理り央お先せん輩ぱいが、そんなわたしの疑ぎ問もんを察さっしたのか、教おしえてくれる。

　見み張はり、ですか？

　高こう性せい能のうの最さい新しん型がたの監かん視しカメラが、お城しろの中なかに設せっ置ちされているのに、塔とうから見み張はりって、まずしそうにない。

「使つかってはいないだろう。だが、ここは古こ城じょう風ふうに建たてられた建たて物ものだ。古こ城じょうなら、見み張はり塔とうがあるのが自し然ぜんだろう。戦せん争そうをしていたころなら、高たかいところから、監かん視しする必ひつ要ようがあるからな」

　なるほど。

　何なん百びゃく年ねんも昔むかしのヨーロッパなら、甲かっ冑ちゅう姿すがたのナイトが、攻せめてきたりしたのかもしれないもんね。

　よく見みると、塔とうの上うえのほうに、３６０度ど、見みわたせるようになった場ば所しょがある。

　あそこに、見み張はり役やくを立たたせていたのかも。

　もちろん、このフラワーヴィレッジ城じょうでは、とくに使つかわれていないみたいだけど。

「ここからだと、20メートルぐらいだな。ロープでつないで、塔とうにわたるにはギリギリか……」

　理り央お先せん輩ぱいが、ぼそぼそと独ひとり言ごとを言いっている。

　ちょ、ちょっと待まってください！

　あそこに、ロープでわたるなんて、無む理りですよ！

「さすがに、そんな無む謀ぼうな真ま似ねはしないさ。ただ、レッドなら、できそうだと思おもってね」
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　ぐっ……さすが、理り央お先せん輩ぱい。

　怪かい盗とうレッドのことを、よくわかってる。

　たしかに、わたしなら、なんとかわたれそうではあるんだよね。

　まあ、やる必ひつ要ようはないから、やらないけどね。

　こんなときまで、レッドのことを考かんがえてるなんて……。

　さすが、怪かい盗とう部ぶ部ぶ長ちょうっていうべきなのかなぁ。

「よし。屋おく上じょうも調しらべたことだし、部へ屋やにもどろうか……ん？」

　屋おく上じょうの出で口ぐちに、むかいかけた理り央お先せん輩ぱいが、足あしを止とめる。

　どうかしたんですか？

「しっ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、くちびるの前まえに、人ひと差さし指ゆびを立たてる。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいに引ひっぱられて、貯ちょ水すいタンクのひとつの陰かげに隠かくれる。

「おじいさま、考かんがえなおしてください」

　声こえが聞きこえてくる。

　この声こえって……琴こと音ねさん？

「何なん度ども言いっておるだろう。わしは、警けい察さつは好すかん。それに、花はな里さと家けがほこる警けい備び態たい勢せいは万ばん全ぜんだ。そのために、中ちゅう学がく生せいながら飛とび抜ぬけた能のう力りょくを持もつ白しら里さと響ひびきに、警けい備びをまかせた。琴こと音ねは、彼かれの能のう力りょくを信しん用ようしていないわけでは、あるまい？」

　答こたえているのは、源げん一いち郎ろうさんだ。

　どうやら、警けい察さつに連れん絡らくするかどうかで、もめてるみたい。

　タンクの陰かげからのぞくと、２人ふたりともパーティーと同おなじ姿すがたのままだ。

　琴こと音ねさんの首くびには、漆しっ黒こくの涙なみだが光ひかっている。

「それはそうですが……。相あい手ては、あの怪かい盗とうファンタジスタです。警けい備びする人にん間げんは多おおいほうが、いいのではないですか？」

「人にん数ずうが増ふえればいい、というものではない。烏う合ごうの衆しゅうでは意い味みがないのじゃよ。いま、城しろの警けい備びについている人にん間げんは、花はな里さとグループの警けい備び部ぶ門もんの中なかでも、選より抜ぬきの精せい鋭えい部ぶ隊たいじゃ。警けい察さつより、よほどたよりになる」

　源げん一いち郎ろうさんは、警けい察さつに連れん絡らくするのが、よっぽど嫌いやみたい。

　花はな里さとグループの精せい鋭えい部ぶ隊たいを、信しん頼らいしてるってことかもしれないけど。

　源げん一いち郎ろうさんの考かんがえも、わからなくはないんだよね。

　ファンタジスタ相あい手てに、ムダに多おおい警けい備びは、かえって相あい手てを動うごきやすくしちゃう。

　敵てきは変へん装そうが得とく意いだから、増ふえた人ひとにまぎれたりもできるしね。

　それに、やってきてすぐ、このお城しろの広ひろさに慣なれるのは、警けい察さつの人ひとでも無む理りだろうし。

「そんなことより、琴こと音ね。後こう継けい者しゃについて、発はっ表ぴょうがあると噂うわさされているのは、知しっているな」

　後こう継けい者しゃって……！

「はい。本ほん当とうのことなのですか？」

　琴こと音ねさんと源げん一いち郎ろうさんが、屋おく上じょうの真まん中なかあたりで、立たちどまる。

　ボディーガードの姿すがたが見みえないけど、屋おく上じょうの出で口ぐちに人ひとの気け配はいがあるから、そこに待またせているみたい。

「本ほん当とうじゃ。明あ日すのパーティーで発はっ表ぴょうするつもりでいる。もちろん後こう継けい者しゃは、琴こと音ね──おまえのことだというのは、わかっているな？」

　やっぱり、今日きょうのパーティーで言いってた、「期き待たいされてる話はなし」っていうのは、後こう継けい者しゃ発はっ表ぴょうのことだったんだ。

「ですが、まだわたしは……」

　琴こと音ねさんは、とまどった表ひょう情じょうで、言こと葉ばをにごす。

　どうやら、琴こと音ねさんにすら、後こう継けい者しゃ発はっ表ぴょうのことは、話はなしてなかったみたい。

「あくまでも、花はな里さと家けの次じ期き当とう主しゅというだけじゃ。すぐに、わしのあとを継つげ、と言いっているわけではない」

「わたしも、次じ期き当とう主しゅになれるよう、学まなんできたつもりです。小ちいさいころから、覚かく悟ごもしてきました。お父とうさまとお母かあさまが……そして、弟おとうとが亡なくなったときから……。ただ、発はっ表ぴょうを急いそぎすぎの気きがします」

　琴こと音ねさんも、源げん一いち郎ろうさんの考かんがえが、つかみきれないみたい。

　たしかに、そうなんだよね。

　わたしも、それが引ひっかかってた。

　源げん一いち郎ろうさん、まだ元げん気きそうだし、後こう継けい者しゃを発はっ表ぴょうする必ひつ要ようがあるのかなって。

「……わしに、なにかあってからでは、こまるだろうからな」

　え？

　ぼそりと、小ちいさな声こえで源げん一いち郎ろうさんが言いった。

　風かぜがこちらむきに吹ふいているせいか、小こ声ごえでもわたしには、聞ききとれた。

「おじいさま？」

　琴こと音ねさんには、いまのが聞きこえなかったのか、首くびをかしげてる。

「……いや、なんでもない。いまが一いち番ばんよい時じ期きだと、判はん断だんしてのことだ。それに、おまえにも話はなさなければならないことがある。花はな里さとグループのことだけではない。いや、もっと重じゅう大だいな……命いのちをかけねばならない、わしの役やく目めについて、な」

「命いのちをかけて……？」

　琴こと音ねさんは、怪け訝げんそうに源げん一いち郎ろうさんを見みてる。

「これをおまえに引ひき継つぐべきか……わしも、いまだに悩なやんでいるのじゃ」

　源げん一いち郎ろうさんに、はじめて迷まよいの表ひょう情じょうが見みえる。

　それを見みて、琴こと音ねさんは源げん一いち郎ろうさんを、まっすぐに見みすえた。

「──引ひき継ついでください。花はな里さとグループのことより、さらに重じゅう大だいな役やく目めなのだとしたら……それを果はたせるのは、次じ期き当とう主しゅのわたしだけですから」

　はっきりとした口く調ちようで、琴こと音ねさんが言いう。

　それを、源げん一いち郎ろうさんはまぶしそうに、目めを細ほそめて見みていたかと思おもうと、静しずかにうなずいた。

「……わかった。このことは、後こう継けい者しゃ発はっ表ぴょうのあと、ゆっくりと話はなそう」

　源げん一いち郎ろうさんはそう言いうと、先さきに屋おく上じょうから去さっていく。

　琴こと音ねさんだけが、屋おく上じょうに残のこった。

「そろそろ、出でていったほうがいいだろう。聞きいてしまった以い上じょう、隠かくれたままでいるのはよくない」

　となりで息いきをひそめていた、理り央お先せん輩ぱいが言いった。

　そうですね。

　琴こと音ねさんにウソをつきたくないし、コソコソもしたくない。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは立たちあがると、タンクの陰かげから、出でていく。

　すぐに足あし音おとに気きづいたのか、琴こと音ねさんが、わたしと理り央お先せん輩ぱいのほうをふり返かえった。

「……えっ？　アスカちゃん、それに理り央おさん。どうしてあなたたちが……いつから？」

　琴こと音ねさんは、めずらしく驚おどろいた顔かおで、あわてている。

「最さい初しょからです。ここで景色けしきをながめていたら、お２人ふたりがいらっしゃったので、お話はなしを聞きいてしまいました」

　理り央お先せん輩ぱいが、説せつ明めいする。

「そうですか……。こちらが確かく認にんしなかったのが、悪わるかったですね。ただ、いまの話はなしは、ないしょにしておいて、いただけますか？」

「もちろんです」

　理り央お先せん輩ぱいが答こたえるとなりで、わたしも大おおきくうなずく。

　こんな重じゅう大だいな話はなし、かんたんに人ひとに話はなせるようなことでもないし。

　そういえば、理り央お先せん輩ぱいと琴こと音ねさんって、知しりあいだったんですね？

「パーティーで何なん度どか、話はなしをしたことがあるくらいだよ。アスカほど仲なかがいいわけじゃないさ」

　理り央お先せん輩ぱいが、肩かたをすくめる。

「本ほん当とうはもっと親したしく話はなしをしたいところなんだけれど、パーティーなどで会あっても、おたがいの立たち場ばもあるから、なかなか難むずかしいの」

　琴こと音ねさんは、そう言いって、少すこしさびしそうに笑わらう。

「それよりいまの話はなしですが、やはり後こう継けい者しゃ発はっ表ぴょうがあるんですね」

　理り央お先せん輩ぱいが、琴こと音ねさんを見みる。

　琴こと音ねさんは、その言こと葉ばを聞きいて、さっきまでとちがい、少すこし迷まよったような、こまったような表ひょう情じょうに変かわる。

「ええ。ただ、わたしにとっても、本ほん当とうに突とつ然ぜんのことで、とまどいがないといえば、ウソになるわ。覚かく悟ごはしてきたつもりだけれど……花はな里さとグループはあまりに巨きょ大だいな組そ織しきだもの。どれだけ覚かく悟ごを持もっていても、足たりない気きがしてしまうから」

　わたしには、それがどんなに大おおきなことなのか、想そう像ぞうもつかないけど、琴こと音ねさんなら大だい丈じょう夫ぶな気きがする。

　いままで琴こと音ねさんは、どんな危き険けんな場ば面めんでも、絶ぜっ対たいにひるんだり、逃にげたりしなかった。

　それをわたしは、見みてきたから。

「ありがとう。アスカちゃんに、そう言いってもらえると、勇ゆう気きが出でるわ」

　琴こと音ねさんが、微笑ほほえむ。

　本ほん当とうは、わたしの言こと葉ばで、どうにかなるわけじゃないだろうけど、少すこしでもはげましになったんなら、うれしい。

「あ、ひとつ気きになってたことがあったんだった」

　わたしは、琴こと音ねさんと源げん一いち郎ろうさんの会かい話わを、思おもいだす。

「なに？」

「警けい察さつを呼よんでいないって、聞きこえたんですけど……」

「そのことね……。そうなの。おじいさまは、とくに警けい察さつ嫌ぎらいではないと思おもうのだけれど、今こん回かいは警けい察さつを呼よぶのを、さけているの。怪かい盗とうファンタジスタから、予よ告こく状じょうがきたというのに……」

　あ、それは理り央お先せん輩ぱいにはないしょなんじゃ……。

　言いってから、琴こと音ねさんも気きづいたらしい。そのとたん、

「ほんとですか！」

　理り央お先せん輩ぱいは、琴こと音ねさんの両りょう手てを包つつむようにつかんで、つめよる。

「え、ええ……」

　理り央お先せん輩ぱいの剣けん幕まくに、琴こと音ねさんはたじたじという様よう子すで、うなずく。

「怪かい盗とうファンタジスタが、この島しまにいる……！」

　理り央お先せん輩ぱいの目めが、らんらんと輝かがやいて見みえる。

　あちゃ～。

　理り央お先せん輩ぱいに、怪かい盗とうの話はなしをすると、こうなるとは思おもっていたけど、想そう像ぞう以い上じょうかも。

　怪かい盗とうレッドが一いち番ばんだけど、怪かい盗とうファンタジスタについても、そうとう調しらべてるもんなぁ、理り央お先せん輩ぱい。

「どうしちゃったの、理り央おさん？」

　琴こと音ねさんが、わたしにむけて、きいてくる。

「いえ。じつは理り央お先せん輩ぱいは、『怪かい盗とう』のファンなんです」

　わたしの答こたえに、琴こと音ねさんはキョトンとした顔かおをしてる。

　怪かい盗とうのファンといっても、すぐには理り解かいできないよね。

　わたしも最さい初しょは、とまどったもん。

「ひとめでいいから、会あいたいな、怪かい盗とうファンタジスタ」

　理り央お先せん輩ぱいが、夜よ空ぞらを見み上あげて、つぶやく。

　怪かい盗とうのことになると、理り央お先せん輩ぱいは、まるで、恋こいする乙女おとめみたいになる。

　と、そのとき！

「──美うつくしいお嬢じょうさまに、そこまで想おもってもらえるなんて、光こう栄えいだね」

　ふわり。

　声こえといっしょに、夜よ空ぞらに真まっ白しろなマントが、ひるがえる。

　この声こえ、まさか!?

　タンッ。

　屋おく上じょうに着ちゃく地ちすると、優ゆう雅がで自し然ぜんな仕し草ぐさで、琴こと音ねさんにむかいあうように立たつ。

「か……怪かい盗とうファンタジスタ！」

　白しろいめだつ衣い装しょうに、ヴェネチアンマスクをかぶった、怪かい盗とうファンタジスタのいつもの姿すがた。

　恭きょう也やとしてじゃない。

　怪かい盗とうファンタジスタとして、来きたということは……。

　漆しっ黒こくの涙なみだを狙ねらって!?

　琴こと音ねさんも同おなじことを考かんがえたようで、漆しっ黒こくの涙なみだをにぎりしめ、体からだを引ひく。

「また、お会あいしましたね、ファンタジスタ。ですが、これはわたしません」

「素す敵てきなお嬢じょうさまに、ずいぶんと、警けい戒かいされてしまったな。でも、それをこちらにわたしてくれれば、これ以い上じょうの警けい備びの必ひつ要ようがなくなると思おもうんだが、どうだい？　さっき、そんな話はなしをしていただろう？」

　余よ裕ゆうたっぷりに、ファンタジスタは琴こと音ねさんに、問といかける。

「それこそ、本ほん末まつ転てん倒とうです。あなたに、漆しっ黒こくの涙なみだはわたしません。それに、ここでは逃にげ場ばがありません。いますぐ人ひとを呼よんで……」

　琴こと音ねさんが、手てもとでなにかを操そう作さしようとするのを、ファンタジスタがすばやく手てで制せいする。

　たぶん、緊きん急きゅう連れん絡らく用ようの通つう信しん機きか、なにかなのだと思おもう。

「人ひとが来くる前まえに、あなたの首くびから、漆しっ黒こくの涙なみだを盗ぬすむことなんて、造ぞう作さもないことです。ここが屋おく上じょうだから、逃にげられない？　それなら、おれはどうやって、ここに現あらわれたと思おもってるんだい？」

　たしかに……。

　ファンタジスタなら、琴こと音ねさんから漆しっ黒こくの涙なみだをうばうことは、かんたんだろうし、警けい備びの人にん間げんが来くる前まえに、逃にげてしまうことも、できるはず。

　琴こと音ねさんが、なにも答こたえずにいると、ファンタジスタは肩かたをすくめて続つづけた。

「そもそも、見みそこなわないでほしいな。こんな場ば所しょで、あなたみたいな小こ娘むすめから、漆しっ黒こくの涙なみだを奪うばいとったって、かんたんすぎてつまらない。そんなことをしに、わざわざやってきたりは、しないさ」

「じゃあ、なんのために……」

　ファンタジスタは、よく聞きいてくれたとばかりに、仮か面めんの下したで笑えみをうかべる。

「獲え物ものは、ふさわしい場ば所しょでいただく。今日きょうは、それを伝つたえに来きたのさ！」

　力ちから強づよく宣せん言げんする。

　ふさわしい場ば所しょ？　それっていったい……。

「それだけのために、危き険けんをおかして、姿すがたを見みせたというの？」

　琴こと音ねさんは、ファンタジスタのことが、理り解かいできない、という顔かおをしてる。

　だけど、ファンタジスタは、こういうやつなんだよね。

　人ひとを食くった行こう動どうを好すきこのんでするというか、盗ぬすみをショーだと思おもってる。

「それが、おれの流りゅう儀ぎなものでね」

　ファンタジスタは、１歩ぽうしろに下さがる。

　どうやら、このまま去さるつもりらしい。

　わたしも、いま動うごくわけにはいかないし、このまま去さってくれるなら、見みのがすしかない。

　ふと、琴こと音ねさんを見みると、ファンタジスタのことを、食くい入いるように見みつめている。

　どうしたんだろう……？

「……豪ごう華か客きゃく船せんで会あったときも、思おもったの。あなたから感かんじる雰ふん囲い気き……すごくなつかしい気きがするって」

　え？

　それって、もしかして……。

　ファンタジスタに……、ううん！　恭きょう也やになつかしさを感かんじてるってこと？

　だけど、ファンタジスタは動どうじる様よう子すがない。

「それは光こう栄えいだ。だが、あなたとは豪ごう華か客きゃく船せんで会あったのが、はじめてだ」
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　そう言いいきって、ファンタジスタはマントを、大おおきくはためかせる。

　一いっ瞬しゅん、視し界かいがさえぎられたと思おもったら、もうファンタジスタの姿すがたは消きえていた。

　あいかわらず、テレポートでもしたかのような、あざやかさだ。

「いまのが、怪かい盗とうファンタジスタ……」

　理り央お先せん輩ぱいが、ぽつりとつぶやくように言いった。

　もっと、テンションが上あがっているかと思おもったけれど、そんなことはなく、圧あっ倒とうされたような顔かおをしてる。

　くやしいけど、わたしもそうだ。

　完かん全ぜんにこちらが、動うごけないタイミングを、狙ねらわれた。

　いま、うばいにこなかっただけ、運うんが良よかったとしか、思おもえない。

　琴こと音ねさんだけは、ファンタジスタが消きえた屋おく上じょうを、悲かなしんでいるような、なんとも言いえない表ひょう情じょうで、じっと見みつめていた。
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「──なるほど。『ふさわしい場ば所しょ』ですか」

　わたしたちから、ひと通とおり話はなしを聞きき終おえると、響ひびきは言いった。

　ファンタジスタが去さってから、30分ぷんは経たっている。

　あのあとすぐ、わたしたち３人にんは、響ひびきのところにむかった。

　警けい備びにファンタジスタが現あらわれたことを話はなしたときは、大おお騒さわぎになっていたけど、いまは落おちついてる。

「おそらく、明あ日すのパーティーで、ということでしょう。不ふ敵てきなやつだ」

　少すこし考かんがえ込こむ顔かおをすると、響ひびきはすぐに答こたえを出だした。

　だけど、ファンタジスタが姿すがたを見みせたことには、それほど驚おどろいてるわけじゃないみたい。

　響ひびき自じ身しんは、ほかになにか引ひっかかることがあるのか、考かんがえこむ顔かおをしていたけど、わたしと理り央お先せん輩ぱいがいるせいか、なにも言いわない。

「警けい備びは強きょう化かしますが、琴こと音ねさんはなるべく警けい備びの人にん間げんから、はなれないようにお願ねがいします」

「わかったわ」

　琴こと音ねさんがうなずく。

「それじゃあ、お２人ふたりは部へ屋やにもどってもらってかまいません。ファンタジスタが姿すがたを見みせたことはもちろん、予よ告こく状じょうがきたことについても、ほかの招しょう待たい客きゃくには話はなさないでください」

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、それだけ約やく束そくすると、すぐに部へ屋やにもどれた。

「いや、しかし……怪かい盗とうファンタジスタと、あんな間ま近ぢかで会あえるとはね」

　理り央お先せん輩ぱいは、落おちついているように見みせて、顔かおがにやついてる。

　琴こと音ねさんの漆しっ黒こくの涙なみだが狙ねらわれている以い上じょう、喜よろこぶわけにはいかない……と思おもっているみたい。

　おさえきれてないけどね。

「ぼくの部へ屋やはこっちだ。また明日あした。おやすみ」

「はい。おやすみなさい」

　２階かいに上あがったところで、理り央お先せん輩ぱいと別わかれる。

　わたしは早はや足あしで３階がいに上あがると、部へ屋やにいそいでもどった。

　ドアを閉しめて、ほっと息いきをつく。

　ケイは、部へ屋やを出でたときと変かわらない様よう子すで、テーブルでパソコンにむかってる。

「ケイ、話はなしたいことがあるんだけど」

　ケイの背せ中なかにむけて、声こえをかける。

　返へん事じはないけど、聞きいてると信しんじて、さっきあったことを、説せつ明めいする。

　２度ど目めということもあるし、琴こと音ねさんたちの説せつ明めいを聞きいていたこともあって、スムーズにまとめられた。

　話はなし終おえても、ケイから反はん応のうがない。

　まさか、本ほん当とうに聞きいてなかったとか……？

　うしろから、肩かたでも叩たたこうかと思おもったら、ケイの指ゆびの動うごきが止とまった。

「ふわさしい場ば所しょか……」

　小ちいさくつぶやく。

「それについては、響ひびきは明あ日すのパーティーで、ということだろうって言いってたよ」

「……だろうな」

　それだけ答こたえると、ケイはまただまってしまう。

　しばらく、考かんがえこんでいたかと思おもったら、急きゅうに立たちあがった。

　そのまま、ドアのほうにむかっていく。

「どこか行いくの？」

　屋おく上じょうに行いくなら、つきあおうか？

「……いや。用よう事じを思おもいだしただけだ」

　ケイはそう言いうと、静しずかに部へ屋やを出でていった。

　用よう事じって、ここお城しろだけど……ケイが外そとに用よう事じなんて、あるわけ？

　そう疑ぎ問もんには思おもったけど、深ふかく考かんがえるだけ、しょうがない。

　いつにも増まして、今こん回かいのケイは秘ひ密みつ主しゅ義ぎみたいだし。

　気きにならないっていえば、ウソになるけど、信しんじているしね。

　とりあえず、わたしはお風ふ呂ろに入はいって、休やすもうかな。

　明あ日すには、ファンタジスタは動うごいてくる。

　そのとき、わたしたちも動うごくことに、なるはずだから。

　そのためにも、今日きょうは体からだを休やすめておかないとね！








　　　ザザー　ザザー

　　　波なみの音おとが、耳みみに響ひびく。

　　　恭きょう也やは、砂すな浜はまから海うみをながめていた。

　　「よくここがわかったな」

　　　海うみに視し線せんをむけたまま、恭きょう也やはうしろの気け配はいにむけて言いった。

　　「バカにするな」

　　　冷さめた声こえが、返かえってくる。

　　　直ちょく接せつ言こと葉ばをかわすのは、はじめてだったが、調ちょう査さしたときに、その声こえは何なん度どか聞きいている。

　　「めずらしい客きゃくだな。１人ひとりか」

　　　恭きょう也やはそう言いって、うしろをふり返かえる。

　　　立たっているのは、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうをした、小こ柄がらな少しょう年ねん。

　　　それでいて、なにもかも見み透すかしたような、目めをしている。

　　　──紅こう月づき圭けい。

　　　怪かい盗とうレッドの、ナビと作さく戦せん立りつ案あん役やく。

　　　調しらべでは、そうなっている。

　　　たしかに、頭あたまが切きれそうな雰ふん囲い気きだ。

　　　いや、実じっ際さいこの場ばにいるのだから、頭あたまが切きれるのはまちがいない。

　　「わざわざ、姿すがたを現あらわしてまで、誘さそいをかけてきたのは、そっちだろう」

　　　紅こう月づき圭けいは、表ひょう情じょうを変かえずに言いう。

　　「君きみたちには、働はたらいてもらわないとこまるからな。あれぐらいのリスクはおかすさ。……まあ、本ほん当とうの意い味みに気きづくのは、君きみぐらいだろうということも、わかっていたが」

　　　そう。

　　　屋おく上じょうに姿すがたを見みせたのは、あるメッセージの意い味みもあった。

　　　その意い味みをくみとれるのは、おそらくは怪かい盗とうレッドの作さく戦せん立りつ案あんを担たん当とうしている人にん間げんだけだという確かく信しんがあった。

　　　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていも、切きれる頭ず脳のうを持もっているが、この少しょう年ねんほどの情じょう報ほうは手てにしていない。

　　　そして、このメッセージを受うけとれば、この少しょう年ねんはきっと自じ分ぶんに会あいに来くる、とも恭きょう也やはわかっていた。

　　「……目もく的てきはだいたいつかめている。こちらが、動うごかざるを得えないことも」

　　　紅こう月づき圭けいは、顔かおを少すこしゆがめて、不ふ満まんげな顔かおでつげる。

　　「そうでなければ、ここには来きていないだろうからな」

　　「明あ日すは失しっ敗ぱいできない。いくつか、答こたえあわせをしておこうと思おもった」

　　　紅こう月づき圭けいは、いきなり本ほん題だいに入はいってくる。

　　　どうやら、よけいな話はなしが嫌きらいらしい。

　　「なるほどな。正せい義ぎの怪かい盗とうらしい慎しん重ちょうさだ。だからこそ、こちらも動うごかしやすいわけだが」

　　「決けっ着ちゃくをつけるつもりか？」

　　　恭きょう也やのからかいをふくんだ言こと葉ばにも、紅こう月づき圭けいは乗のってこない。

　　　相あい棒ぼうの紅こう月づき飛鳥あすかなら、すぐに乗のってきただろう。

　　　正せい反はん対たいの性せい格かくというわけか。

　　「決けっ着ちゃく？　そんなものに興きょう味みはない」

　　　恭きょう也やは、肩かたをすくめる。

　　「なら、なんのために、お前まえは今こん回かいの仕し掛かけをしたんだ？」

　　　紅こう月づき圭けいのまっすぐな瞳ひとみが、恭きょう也やを見みすえてくる。

　　　さっきは正せい反はん対たいだと思おもったが、この瞳ひとみは、紅こう月づき飛鳥あすかとよく似にている。

　　　いまいましいほど、澄すんでいる。
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　　「…………さあな。その答こたえを知しるためかもしれない」

　　　それ以い上じょうは、答こたえるつもりはなかった。

　　　紅こう月づき圭けいは、それ以い上じょうきいてくることもなく、本ほん題だいの答こたえあわせをすると、すぐにきびすを返かえした。

　　「楽たのしい時じ間かんだったよ。こうやって話はなせる機き会かいは、もう二に度どとないかもしれないな」

　　　去さりぎわに、恭きょう也やは紅こう月づき圭けいの背せ中なかに声こえをかけた。

　　「……あたりまえだ。ただ、今こん度どあるとしたら、それはこっちが呼よびつけてやるときだ」

　　「そうだな。そうしてくれると、おもしろい」

　　　恭きょう也やは、自し然ぜんと笑えみがこぼれた。

　　「もう用ようはないな？　こちらも、準じゅん備びしておくことがある」

　　「ああ。もう用ようはすんだ」

　　　恭きょう也やの言こと葉ばに、紅こう月づき圭けいは、そのままふり返かえることなく、去さって行いった。

　　　愛あい想そがないが、会かい話わをしていて、想そう像ぞう以い上じょうに頭あたまが切きれるとは感かんじた。

　　　１の情じょう報ほうから、10の情じょう報ほうを推すい理り、推すい測そくし、引ひきだせるタイプだ。

　　　あれなら、明あ日すは問もん題だいないだろう。

　　　こちらの思おもった通とおりに、動うごいてくれる。

　　　ザザー　ザザー

　　　１人ひとりになると、また波なみの音おとが耳みみに響ひびいた。

　　「さて。答こたえを出だしにいこうか」

　　　恭きょう也やはつぶやくと、次つぎの瞬しゅん間かんには、砂すな浜はまから姿すがたを消けしていた。









　　　　13　無ぶ粋すいな乱らん入にゅう者しゃ




　にぎやかな会かい話わが、あちこちから聞きこえてくる。

　時じ間かんは、昼ひるの11時じ。

　立りっ食しょくパーティーの会かい場じょうに、わたしとケイはいた。

　会かい場じょうの場ば所しょは、昨日きのう、響ひびきが床ゆかでなにかを調しらべていたホール。

　すでに着き飾かざった招しょう待たい客きゃくが来きていて、わたしとケイも、ドレスとスーツ姿すがたに着き替がえてる。

　今日きょうは、昨日きのうのパーティーとちがって、豪ごう華か客きゃく船せんでも体たい験けんした、立りっ食しょくパーティー形けい式しき。

　これなら、昨日きのうよりは緊きん張ちょうしないですみそう。

　パーティー会かい場じょうには、10以い上じょうのテーブルがおかれ、その上うえには洋よう食しょく、和わ食しょく、中ちゅう華か、デザートなど、いろんな料りょう理りがならんでいる。

　どの料りょう理りも、見みているだけで、お腹なかがなりそうなぐらい、おいしそう！

　……だけど、パーティーを楽たのしんでばかりも、いられないんだよね。

　だって、このパーティーで、ファンタジスタが琴こと音ねさんの漆しっ黒こくの涙なみだを、狙ねらってくるかもしれないんだから。

　昨日きのうは、今日きょうのことをケイと相そう談だんしたかったんだけど、ケイの帰かえりが、すごくおそかったんだよね。

　帰かえってきたのは、夜よ中なかの２時じぐらいだったと思おもうけど、とっくにわたしは眠ねむっちゃっててさ。

　気きづいたのだって、物もの音おとでぼんやり起おきただけ。

　すぐにまた眠ねむっちゃったし、朝あさのケイは、話はなしなんてできる状じょう態たいじゃないしね。

　ケイがなにをしてたのか、ファンタジスタの動うごきとか、気きになってるけど、そんなわけで、まだなにも聞きけてない。

　本ほん当とうに必ひつ要ようだったら、ここに来くる前まえに話はなしてるとは、思おもうんだけどね。

　ということは、このパーティーにファンタジスタは現あらわれないって、ケイは思おもってるのかな？

　う～ん……。

　わたしが考かんがえても、どうにも答こたえは出でそうにない。

「飛鳥あすかさま。なにかご心しん配ぱいなことでも、おありですか？　表ひょう情じょうが暗くらいように、見みえますが」

　近ちかくにひかえていた、真ま尋ひろさんが声こえをかけてきてくれる。

「大だい丈じょう夫ぶ。心しん配ぱいしてくれて、ありがと。でも、ここにいていいの？　メイドさんたちって、料りょう理りを運はこんだりする仕し事ごとがあるんじゃ……？」

　ほかのメイドさんや、執しつ事じさんたちは、忙いそがしそうに料りょう理りをテーブルに運はこんでいる。

「このパーティーでは、お客きゃくさまの担たん当とうなんです。すべてのメイドや執しつ事じが、忙いそがしそうに料りょう理りを運はこんでいたら、用ようをたのみにくくなるということで、わざと人ひとをあまらせているんです。よく見みていただくと、ホール内ないには、ほかにも手ての空あいているメイドや執しつ事じが、待たい機きしております」

　真ま尋ひろさんの言こと葉ばに、わたしはホールを見みわたしてみる。

　たしかに、なんの仕し事ごともしていない、メイドさんや執しつ事じさんが壁かべぎわに立たっている。

　なるほど、あれなら話はなしかけやすいかも。

「おーい、そこのメイドさん。ちょっとこっちに来きてくれ」

「それでは失しつ礼れいします」

　招しょう待たい客きゃくのおじさんに呼よばれて、真ま尋ひろさんはわたしとケイに頭あたまを下さげると、人ひとの間あいだを縫ぬうように、すばやく進すすんでいく。

　すぐに、真ま尋ひろさんの姿すがたは見みえなくなった。

「……アスカ。気きづいているか？」

　もちろん。

　ケイの突とつ然ぜんの問といかけにも、わたしは首くびをたてにふる。

「警けい備び態たい勢せいのことでしょ」

　ケイがうなずく。

　昨日きのうのパーティーと同おなじように、招しょう待たい客きゃくの中なかに、スーツ姿すがたやドレス姿すがたで、まぎれこんでる。

　数かずは……十じゅう数すう人にんってところかな。

　昨日きのうのパーティーと同おなじくらい。

　ちがうのは、その警けい備びの人ひとたちから、ただよう雰ふん囲い気き。

　ピリピリとした緊きん張ちょう感かんが、感かんじられる。

　もちろん、ふつうの招しょう待たい客きゃくには、わからないだろうけど。

　それとは別べつに、わかりやすい黒くろ服ふくのボディーガードらしき人ひとたちもいる。

　招しょう待たい客きゃくのおじさんからはなれないから、その人ひとを守まもってるっていうのは、丸まるわかりだけどね。

「ファンタジスタが予よ告こくしたのが、このパーティー中ちゅうのことだと、響ひびきは思おもってるってことだよね」

「……そうだな」

　わたしの質しつ問もんに、ケイはそっけなくうなずく。

　どこか、ほかのことに気きを取とられているような、そんな感かんじ。

　そんなことを考かんがえていると、

「アスカ！」

　声こえが聞きこえたかと思おもったら、人ひとをかきわけて、ドレス姿すがたの理り央お先せん輩ぱいが姿すがたを見みせる。

　昨日きのうとはちがう、緑みどり色いろのドレス。

　こっちも理り央お先せん輩ぱいの持もつ雰ふん囲い気きに、よく似に合あってる。

「今日きょうは立りっ食しょくパーティーだから、いっしょに話はなしでもしよう」

　それは、わたしはうれしいですけど、大だい丈じょう夫ぶなんですか？

　理り央お先せん輩ぱいは、お母かあさんの代かわりで来きてるっていう、話はなしだったし。

「こういうときは、父ちちについてまわると、かえって邪じゃ魔まになる。仕し事ごとの話はなしも、あるからね」

　へえ～。

　こういう話はなしを聞きくと、理り央お先せん輩ぱいって社しゃ長ちょうの娘むすめなんだなぁ、ということを思おもいだす。

　だからって、理り央お先せん輩ぱいは理り央お先せん輩ぱいなんだけどね。

「料りょう理りもならんだようだし、そろそろパーティーも始はじまるな」

　理り央お先せん輩ぱいが、テーブルを見みまわして言いう。

　こんなごちそうを見みたら、急きゅうにお腹なかが減へってきた。

　まだ、食たべちゃいけないんだよね。

「あいさつが、終おわってからだ。飲のみ物ものはかまわないが」

　ちょうど近ちかくを通とおったメイドさんが、トレイの上うえに、飲のみ物ものの入はいったグラスを10本ぽん近ちかく載のせている。

「飲のみ物ものはいかがなさいますか？」

　わたしたちに、聞きいてくる。

　どうやら、ソフトドリンクだけがならんでいるらしい。

　紅こう茶ちゃ、冷つめたいウーロン茶ちゃ、オレンジジュース、グレープジュースがならんでいる。

「ほかにも、各かく種しゅフルーツのジュースや、お茶ちゃもご用よう意いできますが」

「ぼくは、これでいい」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはウーロン茶ちゃをとる。

　わたしはどうしようかな。

　ちょっと考かんがえてから、オレンジジュースを手てにとる。

　ケイは？

　と思おもったけど、なにかまわりに視し線せんをめぐらせていて、こちらのことを気きにしてない。

「お客きゃくさまは？」

　メイドさんが、ケイにきく。

「……紅こう茶ちゃを」

　そう言いって、ケイはティーカップを受うけとる。

　本ほん当とうは、いつも飲のんでるコーヒーがよかったんだろうけど。

「アスカ。そろそろ、あいさつが始はじまるようだ」

　理り央お先せん輩ぱいの声こえに、わたしはホールの前ぜん方ぽうにある、壇だん上じょうに目めをむける。

　昨日きのうとはちがう、和わ服ふく姿すがたの源げん一いち郎ろうさんが、壇だん上じょうの中ちゅう央おうに歩あるいていくところだった。

　スタンドマイクがおかれ、その前まえに源げん一いち郎ろうさんが立たつ。

　ホールにいる人ひとたちの、ほとんどすべての視し線せんが、源げん一いち郎ろうさんに注そそがれるのがわかる。

　昨日きのうのパーティーで意い味み深しんなことを、言いってたもんね。

　源げん一いち郎ろうさんがなにを言いうのか、みんなが期き待たいしているのがわかる。

「昨日きのうに引ひきつづき、今日きょうも祝いわいの場ばをもうけられたことを、うれしく思おもう」

　源げん一いち郎ろうさんが、話はなしだす。

　わたしは、ホール内ないに視し線せんをめぐらす。

　琴こと音ねさんは、壇だん上じょうのすぐ下したに、響ひびきといっしょにいる。

　客きゃくのふりをしたボディーガードが、数すう人にんついている。

　ファンタジスタが狙ねらってくるとしたら、派は手で好ずきなあいつのことだし、みんなが注ちゅう目もくしている、いまこの瞬しゅん間かんっていうのも、十じゅう分ぶんありそう。

　それに、ファンタジスタ──恭きょう也やにとっては、花はな里さと家けの後こう継けい者しゃのことって、もしかしたら、気きになることなのかもしれない。

　だって、本ほん当とうなら、孫まごである恭きょう也やにだって、その権けん利りがあるわけだし。

　と、そのとき。

「……さて。さっそくだが、みなさんが期き待たいされていることについて、話はなそうと思おもう」

　源げん一いち郎ろうさんが、声こえのトーンを変かえて、重おも々おもしく言いった。

　そのとたん、聞きいてる人ひとたちが、いっせいに緊きん張ちょうしたのがわかった。

　みんなが源げん一いち郎ろうさんを見みている中なか、わたしはホールを見みまわしてみる。

　とくに、異い変へんはなさそう。

　恭きょう也やの姿すがたもないし……。

　そう思おもった瞬しゅん間かんだった。

　バンッ！

　突とつ然ぜん、ホールの照しょう明めいが、すべて消きえた。

　な、なに!?

　ホールの中なかに、ざわめきが起おきる。

　昼ひる間まだから、窓まどから差さしこむ太たい陽ようの光ひかりがあるけど、ホール全ぜん体たいを照てらすほどじゃない。

　これって、ファンタジスタのしわざ!?

　わたしは、琴こと音ねさんの姿すがたを探さがす。

　だけど、数すうメートルの近ちかくは見みえても、遠とおくまではよく見みえない。

　ガシャーンッ！

　えっ。

　ガラスの割われる、大おおきな音おと。

　ガシャーンッ！　ガシャーンッ!!

　音おとがしたほうを見みあげると、窓まどガラスをつきやぶって、飛とびこんでくる黒くろい塊かたまり──人ひと!?

　それは、黒くろっぽい迷めい彩さい色しょくの服ふくを着きた男おとこたち。

　腰こしや肩かたに、なにか大おおきな武ぶ器きを提さげて……割われた天てん井じょう近ちかくの窓まどから、ロープを伝つたってホールへと降おりてくる！
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「きゃあああああああああああああ!!」

　20人にん以い上じょうはいる、屈くっ強きょうな男おとこたちは、ホールにつぎつぎと降おりたつと、無む言ごんで、銃じゅうをかまえて招しょう待たい客きゃくにむけだした！

　窓まどガラスが割われてから、数すう秒びょうもたってない！

「な、なんだ、こいつらは！」

「おい、だれかどうにかしろ！」

　やっと状じょう況きょうを把は握あくした招しょう待たい客きゃくたちの悲ひ鳴めいやどなり声ごえが、ホール内ないを飛とびかう。

「いああああ!!」

「た、助たすけてくれっ！」

　窓まど側がわにいた人ひとたちが、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちから少すこしでもはなれようと、波なみのようにドア側がわに押おし寄よせてくる。

「アスカ！」

「理り央お先せん輩ぱい！」

　そばにいた理り央お先せん輩ぱいが、人ひとの流ながれに巻まきこまれて、はなれてしまった。

　パニック状じょう態たいになったホールを止とめたのは、迷めい彩さい服ふくの男おとこだった。

　パンッ！

　一発ぱつの銃じゅう声せいがして。

　一いっ瞬しゅん、静しずまりかえった瞬しゅん間かん。

「──動うごかないでもらおうか。ホールを出でたら、撃うつ」

　中ちゅう央おうにいる男おとこが、低ひくい声こえで言いった。

　迷めい彩さい服ふくの男おとこたちの拳けん銃じゅうはすべて、招しょう待たい客きゃくのほうにむいている。

　その言こと葉ばだけで、ホール内ないが、静しずまり返かえる。

　な、なんなの!?

　なにが起おきてるわけ？

　あいつら、なにものなの！

　いくつもの疑ぎ問もんがうかぶ。

　だけど、そんなことを考かんがえる間まもなく、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、次つぎの行こう動どうにうつる。

　５人にんほどが壇だん上じょうに駆かけあがると、あっという間まにボディーガードを気き絶ぜつさせて源げん一いち郎ろうさんをつかまえた。

「き、きさまら……！」

　源げん一いち郎ろうさんの声こえを、マイクがひろって、ホール内ないに聞きこえる。

　ボディーガードが止とめようにも、拳けん銃じゅうをむけられている。

　まっさきに源げん一いち郎ろうさんを、つかまえた？

　漆しっ黒こくの涙なみだが目め当あてじゃなかったの!?

　こんなの、絶ぜっ対たいにファンタジスタのやり方かたじゃない！

　あの美び学がくを重じゅう視しするやつが、銃じゅうをつきつけたり、源げん一いち郎ろうさんをつかまえたり、するわけがない！

「源げん一いち郎ろう氏しを、どうするつもりだ」

　響ひびきの声こえが、ホール内ないに響ひびく。

　マイクを使つかっていないのに、よく通とおる声こえだ。

「……きさまが知しる必ひつ要ようはない」

　さっき「動うごくな」と言いった、中ちゅう央おうの男おとこが答こたえる。

　どうやら、あいつがリーダーらしい。

　ど、どうしよう……どうしたらいいんだろう？

　ケイのほうに目めをむけようとした、そのとき。

「警けい備びの者ものです。少すこしずつうしろに下さがってください。あせらないで」

　近ちかくにいた、フォーマルスーツ姿すがたの男おとこの人ひとが、ごく小ちいさい声こえで、よびかけた。

　響ひびきが交こう渉しょうしているうちに、警けい備び員いんたちが招しょう待たい客きゃくを少すこしでも、遠とおざけるつもりみたい。

　薄うす暗ぐらい中なか、警けい備びの人ひとの指し示じにしたがって、招しょう待たい客きゃくは、じりじりとホールの半はん分ぶんまで下さがる。

　代かわりに、警けい備びの人ひとたちが、招しょう待たい客きゃくをかばうように前まえに出でた。

　でも、招しょう待たい客きゃくを守まもるには、圧あっ倒とう的てきに人ひとが足たりない。

　招しょう待たい客きゃくは52人にんいるのに、花はな里さと家けの警けい備びは十じゅう数すう人にんというところ。

　しかも、相あい手ては拳けん銃じゅうを持もってる。

　源げん一いち郎ろうさんをつかまえた迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、５人にんほどでそのままホールを出でていこうとする。

「くっ、待まて！」

　響ひびきが足あしを踏ふみ出だしたとたん、

　パンッ！

　拳けん銃じゅうのかわいた音おとが響ひびく。

「いまのは威い嚇かくだ。次つぎは当あてる」

　迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、よく見みると、かなり鍛きたえられた体からだつきをしている。

　耳みみにインカムをつけているみたい。あれで指し示じを受うけて、すぐに動うごくように訓くん練れんされているんだろう。

　突とつ入にゅうしてきたときも、動うごきは統とう率そつされていて、本ほん物ものの軍ぐん人じんみたいだった。

　どうにかして、あいつらをなんとかしなきゃ……。

　でも、どうやって？

　レッドの姿すがたでもないし、拳けん銃じゅうをむけられてるから、大おおきな動うごきはできない。

　あの人にん数ずうを、一いっ瞬しゅんでどうにかするなんて、無む理りだ。

　……そうだ！　響ひびきは？

　響ひびきは、ここの警けい備びをまかされてるんだし、なにか方ほう法ほうがあるんじゃ……。

　わたしは、響ひびきのいる壇だん上じょう近ちかくに、視し線せんをむける。

　響ひびきは誰だれよりも前まえに立たって、まっすぐに、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちを、見みすえている。

　あの目めは、なにかを狙ねらっている？

　なんとなく、そんな予よ感かんがした。

　何なん度どもいっしょに戦たたかったりしたから、それぐらいは感かんじとれる。

　でも、いまは拳けん銃じゅうをむけられて、動うごくことができない。

　なにか作さく戦せんがあるにしても、あれじゃあどうしようもないのかも。

　なにかわたしに、援えん護ごできたらいいんだけど……。

　下手へたに動うごいたら、銃じゅうでだれかが撃うたれちゃうかもしれない。

　それは、絶ぜっ対たいにダメ！

　どうしよう、ケイ！

　わたしは、となりに立たっているケイを見みる。

　この迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、突とつ入にゅうしてきてから、じっとだまったままだと思おもったら、めだたないように小こ型がたのタブレット端たん末まつを見みている。

　こんなときまで、なにしてるわけ!?

　いまは、そんなのいじってるときじゃ、ないでしょ！

「……そろそろいいか」

　つぶやいたケイが、タブレット端たん末まつから目めをあげると──

　えっ、響ひびきが一いっ瞬しゅんだけ、ケイのほうを見みた……？

　次つぎの瞬しゅん間かん、ケイの指ゆび先さきが、パパパッとタブレット端たん末まつを操そう作さした。

　そのとたん──

「っ!?」

「な、なんだ？　ノイズが……！」

　鉄てつの塊かたまりみたいに直ちょく立りつしていた迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、グラッとゆらいだ。

　それぞれに耳みみをおさえて、なにかを小こ声ごえでしゃべってる。

　まさか、ケイがなにか？

　わたしは、ケイを見みる。

「……やつらの使つかっている通つう信しんを、妨ぼう害がいする電でん波ぱを発はっ信しんした」

　通つう信しんを妨ぼう害がいする電でん波ぱ……って、なんでそんなものを!?

　いつの間まに、仕し掛かけてたわけ？

　まるで……あの迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、来くることがわかってたみたいじゃん！

「……あとは、あいつがどうにかするだろう」

　ケイは、わたしの疑ぎ問もんには答こたえずに、響ひびきに視し線せんをむける。

　響ひびきは、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちの意い識しきがはなれた瞬しゅん間かんを見みのがさなかった。

　響ひびきの目めの前まえにあったテーブルを、おもいっきりけりあげる。

　ガシャ────ンッ！

　バンッ　ガシャン！

　テーブルに載のっていた皿さらが、派は手でにふっ飛とび、テーブルがひっくり返かえる。

　インカムに気きをとられていた迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、一いっ瞬しゅん、反はん応のうがおくれる。

　そのすきに、響ひびきはテーブルの真ま下したにすばやく移い動どうした。

　……って、なにかするんじゃないの!?

　そんな数すうメートル移い動どうしただけで、なにもしないなんて……。

　せっかく、ケイがつくったチャンスなのに！

　し～ん……。

　ホール内ないが静しずまりかえる。

「ふん！　皿さらを投なげつけたごときでわれわれが動どうじるとでも思おもったか？　しょせんは中ちゅう学がく生せいレベルだな」

　リーダーの男おとこが、あざ笑わらうように言いう。

　響ひびきは、テーブルのあった位い置ちにたったまま……あるひとつのタイルを踏ふみしめたまま、じっと動うごかない。

　その顔かおが、ゆっくりと迷めい彩さい服ふくの男おとこたちのほうを見みる。

「……それはどうかな？」

　響ひびきの口くちもとには……笑えみ？

　な、なに？　まだ、作さく戦せんがあるの……？

　そう思おもった瞬しゅん間かんだった。

　ギギギギギギギィィィィ

　ホールのどこからともなく、建たて物ものがきしむような音おとが聞きこえてくる。

「なんの音おとだ！」

　迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、はじめてうろたえた様よう子すを見みせる。

　招しょう待たい客きゃくだけでなく、まわりも警けい戒かいするように、視し線せんをめぐらせてる。

「……残ざん念ねん。警けい戒かいする場ば所しょをまちがえている」

　響ひびきが言いうのと同どう時じに、

　ガタンッ！

　大おおきな音おととともに、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、ぐらりとよろけた。

　ホールのまんなかから向むこう側がわ、窓まど側がわ半はん分ぶんの床ゆかが、ズズッと下さがっていく。これって……

　落おとし穴あな!?
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「うおっ！」

「なにっ！」

　迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、突とつ然ぜん足あし場ばを失うしなって、動うごく間まもなく落おちていく。

　やったっ、一いっ気きに大だい逆ぎゃく転てんっ!!







　　　　14　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの名めい采さい配はい




　気きがつくと、ホールの向むこう側がわ半はん分ぶんの床ゆかが、キレイになくなっている。

　そちら側がわに立たっていた、わたしたちを追おいつめていた迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、ほとんどが下したに落おちてしまっていた。

　つぎつぎとおこる事じ態たいに、招しょう待たい客きゃくたちもわたしも、おもわず呆ぼう然ぜん。

　だいたい、あんな仕し掛かけが、どうしてこのお城しろにあるわけ!?

「ここの建けん築ちくアドバイザーに、だれがついていたと思おもっている？」

　ケイがぼそりと言いう。

　あっ……桧ひ崎さき修しゅう介すけ！

　あの爆ばく発はつする仕し掛かけをほどこした洋よう館かんをつくったりする、変かわり者ものの天てん才さい建けん築ちく家かだ。

「海うみのそばの別べっ荘そうにあった仕し掛かけと同おなじだ。おそらく、同どう時じに複ふく数すうのタイルを踏ふむことで発はつ動どうするようになっていたんだろう。白しら里さと響ひびき以い外がいの警けい備びの人にん間げんが、さりげなく移い動どうしてタイルを踏ふんでいた。最さい後ごのタイルが、白しら里さと響ひびきが踏ふんだものだったんだ」

　そっか！

　昨日きのうの夜よる、響ひびきがこのホールで床ゆかにはいつくばっていたのは、この仕し掛かけを調しらべるため？

　ケイと同おなじように危き険けんを感かんじて、万まん一いちのために準じゅん備びしてたってわけね。

　でも、ここって２階かいだよね。

　下したに落おちたぐらいじゃ、あいつらは平へい気きなんじゃないかと思おもうんだけど。

　すぐに、もどってきちゃうよ。

　あの鍛きたえ方かたなら、受うけ身みはしっかりとれているはずだし。

「昨日きのうの夜よる、清きよ瀬せ先せん輩ぱいと城じょう内ないを見みてまわったときに、１階かいに厳げん重じゅうな警けい備びをしている部へ屋やがあっただろう」

　……そういえば。

　そんな部へ屋やがあったっけ。

　それがいま、なんの関かん係けいがあるの？

「あの部へ屋やは、この真ま下しただ。その部へ屋やの床ゆか全ぜん面めんに、昨日きのうの夜よる、超ちょう強きょう力りょくな接せっ着ちゃくテープが貼はられていた。一いち度ど、手てや足あしをつけば、いくら力ちからがあろうが、人にん間げんの力ちからで引ひきはがすのは、不ふ可か能のうだ」

　あそこで、そんな仕し掛かけをしてたの!?

　いや、ちょっと待まってよ。

　なんで、ケイはそんなこと知しってるの？

　あの部へ屋やには、警けい備びの人ひとが立たってて、中なかに入はいれないはずだし。

「中なかに入はいらなくても、見みる方ほう法ほうはある」

　そう言いって、ケイは視し線せんを壁かべにむける。

　わたしもそちらに視し線せんをむける。

　そこには、監かん視しカメラがある。

　……そういうこと！

　ケイは、監かん視しカメラの映えい像ぞうを、ハッキングして見みたんだ。

　そんなことまで、してたなんて……。

　ケイが、ずっとパソコンの前まえからはなれなかったのは、そういうことを調しらべるためだったってわけね。

　じゃあ、もう大だい丈じょう夫ぶなんだよね？

「いや。そうでもないようだ」

　へ？

　ケイの言こと葉ばに、わたしはホールに大おおきく開あいた、落おとし穴あなのほうを見みる。

　穴あなのフチから、ぬっ！　と迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、よじのぼってきてる！

　その数かずは８人にん。

　落おとし穴あなが開あいて、落おちかけたとき、かろうじて、ロープを壇だん上じょうに引ひっかけたんだ。

「……おまえら、ふざけた真似まねを！」

　壇だん上じょうによじのぼった、リーダーの男おとこがどなる。

　その表ひょう情じょうが、怒いかりでゆがんでる。

　そのとたん、響ひびきがすばやく指し示じを出だす。

「態たい勢せいをととのえろ。パターンＤだ！」

　ケイの妨ぼう害がい電でん波ぱのせいで、まだ敵てきの通つう信しんは使つかえないらしい。

　響ひびきが迷めい彩さい服ふくの男おとこたちにむけて、発はつ煙えん筒とうを投なげつける。

　いきおいよく煙けむりが吹ふきでる。

　けど、天てん井じょうが高たかくて、ホールが広ひろいからか、迷めい彩さい服ふくの男おとこたちのまわり以い上じょうには、あまり広ひろがらない。

「ちっ！　時じ間かんかせぎか、こざかしい！」

　迷めい彩さい服ふくの男おとこが、いらついた声こえで言いう。

　でも、効こう果かはあるみたい。

　さっき落おとし穴あなに落おとされた影えい響きょうか、煙けむりにつつまれても無む理りに抜ぬけだしてこようとしない。

　これなら、時じ間かんがかせげる！

　その間あいだに、近ちかくにいたフォーマルスーツ姿すがたの背せの高たかい警けい備びの男おとこの人ひとが、テーブルをひっくり返かえす。

「みなさん、身みを低ひくくして、出で口ぐちにむかってください！」

　警けい備びの男おとこの人ひとは、そう言いいながら、

　ベリッ！

　音おとをたてて、テーブルの裏うらからなにかをはがしとる。

　えっ！

　手てに取とったのは、拳けん銃じゅうよりも、かなり大おおきな銃じゅう。

　あ、あれって、ショットガン!?

　そんなものが、パーティー会かい場じょうのテーブルの裏うらに、はりつけられてたの!?

「ご心しん配ぱいなく、込こめられているのはゴム弾だんです」

　わたしが驚おどろいたのに気きづいたのか、警けい備びの男おとこの人ひとが説せつ明めいしてくれる。

　あちこちで、テーブルがひっくり返かえされ、１分ぷんもかからずに、ショットガンを持もった、警けい備びの人ひとたちがそろう。

　壇だん上じょうにむけて、横よこにしたテーブルを盾たてにして、戦せん闘とう態たい勢せいをととのえる。

「こっちです！　外そとに警けい備びの者ものがいます。指し示じにしたがってください」

　琴こと音ねさんが、出で入いり口ぐちの近ちかくで声こえをかけてる。

　ころがり出でるように、つぎつぎに招しょう待たい客きゃくが、ろう下かに出でていく。

　煙けむりが晴はれはじめる。

　けれど、時じ間かんをかせいだのは、敵てきも同おなじだったみたい。

　煙けむりの中なかから現あらわれた迷めい彩さい服ふくの男おとこたちの顔かおは、冷れい静せいさを取とりもどしていた。

「ずいぶんと、なめた真似まねをしてくれたな。計けい画かくが狂くるったが、ここを突とっ破ぱして仲なか間まと合ごう流りゅうさせてもらう」

　リーダーの男おとこが響ひびきを見みすえて言いう。

「そうはさせない。ここは死し守しゅするぞ！」

『はい！』

　響ひびきの声こえに、警けい備びの人ひとたちが返へん事じをする。

　バシュン！

　警けい備びの人ひとは、ゴム弾だんを撃うつと、テーブルの陰かげに隠かくれる。

「そんなテーブルで、銃じゅう弾だんが防ふせげると思おもうのか」

　バカにしたようにリーダーの男おとこが言いって、拳けん銃じゅうをテーブルにむける。

　危あぶないっ！

　パンッ！

　かわいた拳けん銃じゅうの音おとがホールに響ひびく。

「……なんだと!?」

　リーダーの男おとこが、目めを見みひらく。

　ここからだと、よく見みえないけど、銃じゅう弾だんはテーブルの表ひょう面めんで止とまったらしい。
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「テーブルの表ひょう面めんの素そ材ざいが、防ぼう弾だん性せいのものになっている」

　ケイが教おしえてくれる。

　そんなことまで！

　バシュン！

　パンッ！

　ゴム弾だんと拳けん銃じゅうの、銃じゅう撃げき戦せんが始はじまる。

　もうほとんどの招しょう待たい客きゃくは、ろう下かに逃にげている。

「響ひびきくん。わたしは、おじいさまをさらったやつらを、追おうわ」

　琴こと音ねさんが、響ひびきの近ちかくにやってきて、言いう。

「しかし、それは……」

「響ひびきくんは、ここを動うごけないでしょう。わたしが行いきます」

　琴こと音ねさんは、決けつ意いをこめた目めで、響ひびきに言いう。

「……わかりました。くれぐれも、無む茶ちゃはしないようにお願ねがいします」

「わかってるわ」

　行いってほしくないという顔かおをしている響ひびきに、琴こと音ねさんが笑え顔がおで答こたえる。

「……アスカちゃんたちで招しょう待たい客きゃくは最さい後ごね。ケガはない？　いそいで避ひ難なんして」

　琴こと音ねさんが、近ちかくにいたわたしとケイをうながす。

「大だい丈じょう夫ぶです。でも、いまの話はなし……」

「聞きこえちゃった？　大だい丈じょう夫ぶ、無む理りはしないから。それに、おじいさまは絶ぜっ対たいに助たすけださなければならないわ」

　琴こと音ねさんは、真しん剣けんな顔かおで遠とおくを見みつめる。

　それはそうかもしれないけど……！

　ろう下かに出でると、琴こと音ねさんは、警けい備びの人ひとを５人にん連つれて小こ走ばしりに去さっていった。

　招しょう待たい客きゃくは警けい備びの人ひとたちに誘ゆう導どうされて、琴こと音ねさんたちとは、反はん対たい方ほう向こうに進すすみだす。

　人ひとの列れつの前まえのほうに、理り央お先せん輩ぱいがいるのが見みえる。

　見みた感かんじ、どこもケガをしてる様よう子すはない。

　よかったぁ……。

　なら、わたしたちも！

　横よこを歩あるくケイをちらりと見みる。

　ケイがうなずく。

　わたしとケイは、招しょう待たい客きゃくの最さい後こう尾びにいたけど、そのうしろには警けい備びの人ひとがいた。

　気きづかれたら止とめられるから……。

「あの……前まえのほうで、呼よんでますよ」

　廊ろう下かの角かどを曲まがる少すこし前まえで、わたしは警けい備びの人ひとに話はなしかける。

「え？　本ほん当とうかい？」

「はい。だれか具ぐ合あいが悪わるくなったみたいで……」

「ありがとう」

　警けい備びの男おとこの人ひとは、あわてたように最さい後こう尾びからはなれて、前まえに行いく。

　招しょう待たい客きゃくはみんな、一いっ刻こくもはやく逃にげることに集しゅう中ちゅうして、まわりは見みてない。

　警けい備び員いんが全ぜん員いん、角かどのむこうに消きえた瞬しゅん間かん。

　わたしとケイは、列れつをはなれて、近ちかくの部へ屋やに飛とびこんだ。

　物もの置おきなのか、ゴチャゴチャと物ものがおいてある。

　といっても、どれも高たかそうな家か具ぐや、壺つぼなんかだけど。

　少すこし様よう子すをみてから、部へ屋やを出でる。

　ろう下かは静しずまりかえっている。

　気きがつかずに行いったみたい。

　まさか、せっかく助たすかったのに、わざわざ列れつを抜ぬけだす客きゃくがいるとは予よ想そうしてないだろうし。

　わたしとケイは、すばやく琴こと音ねさんがむかったほうに走はしりだす。

「ケイ、いったいなにが、どうなってるわけ!?　ファンタジスタが仕し掛かけてくるんじゃなかったの!?」

　ずっとききたかったことを、わたしはケイにきく。

「動うごいているのは、ニック──タキオンだ。今日きょうという機き会かいに、組そ織しきの妨ぼう害がいをする源げん一いち郎ろう氏しを排はい除じょしに仕し掛かけてきたんだろう」

　タキオン!?

　あんな武ぶ装そうした男おとこたちを使つかってくるなんて、ファンタジスタなわけはないと思おもったけど、あいつら、タキオンだったんだ！

「源げん一いち郎ろう氏しは、うすうす予よ想そうしていたようだな。それで、白しら里さと響ひびきに警けい備びを依い頼らいした。おそらく、響ひびきは知しっていたんだろう、タキオンの襲しゅう撃げきの可か能のう性せいを。だが、さすがの白しら里さと響ひびきも、ここまで強ごう引いんな手てを使つかってくるとは、想そう定ていしていなかったようだ。まさか、政せい府ふ高こう官かんや要よう人じんたちのいる場ば所しょを、堂どう々どうと武ぶ器きをもって襲おそってくるとはな」

　で、でも、なんでそんなに源げん一いち郎ろうさんのことを、狙ねらってるわけ？

「話はなしただろう。ニックの会かい社しゃ……ルクソンのことを。タキオンは、そうとう、源げん一いち郎ろう氏しのことを目めざわりに思おもっているらしい。それに、ここまで大おお事ごとにしても、自じ分ぶんたちに捜そう査さの手てが及およばないという、自じ信しんもあるんだろう。政せい府ふを黙だまらせる切きり札ふだを持もっているのかもしれない」

　政せい府ふって、そんなムチャクチャな……！

「そういう相あい手てだということだ、タキオンは」

　ケイは、いつになく低ひくい声こえで答こたえる。

　じゃあ、ファンタジスタからの予よ告こく状じょうは、なんだったの!?

「もともと、タキオンがこのパーティーを襲しゅう撃げきする計けい画かくがあった。それを知しったファンタジスタが、わざとぼくたちに予よ告こく状じょうを出だしたんだ」

　で、でもファンタジスタだって、タキオンでしょ。

　こんなことをしたら、組そ織しきの邪じゃ魔ますることになるんじゃないの？

「理り由ゆうはわからない。だが、今こん回かいのファンタジスタは、タキオンの計けい画かくを阻そ止しするために動うごいている、としか考かんがえられない」

　えっ？

　それって、どういうこと？

「つまり……ファンタジスタが漆しっ黒こくの涙なみだに対たいして犯はん行こう予よ告こくを送おくりつけたことも、ぼくたちレッドを巻まきこんだことも……ニックの邪じゃ魔まをするためだったということだ」

　わたしたちのことも!?

　そのために、この城しろに来くるように、偽にせの招しょう待たい状じょうを出だしてきたってこと？

　なんのために!?

　それに、当とうのファンタジスタは、いまどこにいるっていうわけ!?

「……それは、源げん一いち郎ろう氏しのあとを追おっているはずだ。ぼくたちもむかうぞ！」

　階かい段だんまで来きたところで、わたしとケイは、二ふた手てに分わかれる。

　わたしは近ちかくの空あき部べ屋やで、レッドに着き替がえをすませる。

　インカムをつけて、ケイに話はなしかける。

「ケイ。準じゅん備びができた。それで、源げん一いち郎ろうさんが、どこへ連つれて行いかれたのか、わかるの？」

『ああ、もちろんだ。おれをだれだと思おもってる』

　いつもの自じ信しん満まん々まんなケイの声こえが、聞きこえてくる。

『屋おく上じょうだ』
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「でも、なんで屋おく上じょうなの？」

　わたしは、屋おく上じょうにむけて走はしりながら、ケイにきく。

『源げん一いち郎ろう氏しをその場ばで殺ころさず、連つれ去さったのは、なにか話はなしをするためだろう。城じょう外がいに出でたとしても、海かい岸がんに行いき、船ふねで逃にげるしか手しゅ段だんがない。それではルートが固こ定ていされて、追つい撃げきを食くらう可か能のう性せいがある。その点てん、屋おく上じょうにはヘリポートがある。ヘリを使つかえば、いつでも逃にげられるし、屋おく上じょうの出で入いり口ぐちはひとつで、少しょう人にん数ずうでも時じ間かんをかせげる。城じょう外がいに逃にげたと見みせかける、ミスリードをする意い味みもあるだろうがな』

　それじゃあ、琴こと音ねさんは追おいつけてないかな？

『いや。監かん視しカメラを確かく認にんすれば、城じょう外がいに逃にげていないことはわかる。ミスリードは、あくまでパーティーでの襲しゅう撃げきが成せい功こうして、城じょう内ないが混こん乱らん状じょう態たいにおちいった場ば合あいだ。襲しゅう撃げきの被ひ害がいはおさえられ、警けい備び態たい勢せいはととのっている。それなら、見みのがさないだろう』

　なら、ますます、いそがなくちゃ！

　琴こと音ねさんを、危き険けんな目めに合あわせるわけにいかない！

　わたしは、ろう下かを全ぜん速そく力りょくで走はしる。

　ろう下かに人ひと気けはない。

　執しつ事じやメイドさんたちも、どこかに集あつまってるのかも。

　３階がいに上あがったところで、わたしはろう下かにむかう。

　ここから屋おく上じょうには、別べつの階かい段だんを使つかわなくちゃいけない。

　──と、わたしはろう下かに出でたところで、足あしを止とめた。

　ろう下かの少すこし先さきに、人ひとが倒たおれている。

　それも１人ひとりじゃない。

　１、２、３……５人にんはいる。

　あれって、琴こと音ねさんについていった、警けい備びの人ひとたちじゃん！

　あわてて、かけよる。

　だれもが、顔かおや体からだに、なぐられたようなあとがあり、気き絶ぜつしている。

　見みるかぎりは、ひどいケガではなさそう。

　でも……。

　わたしは、胸むな騒さわぎを感かんじる。

　警けい備びの人ひとたちは、みんな格かく闘とう技ぎをおさめている、ただ者ものじゃない人ひとばかりだった。

　その人ひとたちを、たいしたケガも負おわせずに、気き絶ぜつさせてしまう敵てきがいる。

　逆ぎゃくにいえば、そういうことだ。

　そうだ！　琴こと音ねさんは？

　わたしは気きづいて、ろう下かを見みまわす。

　……えっ？

　警けい備びの人ひとたちから、さらに先さきに行いった場ば所しょに、メイド服ふくが見みえた。

　まさか……。

　かけよると、わたしは目めを見みひらく。

「真ま尋ひろさん!?　どうして！」

　わたしは、壁かべによりかかるようにして倒たおれている、真ま尋ひろさんを抱だきおこす。

　真ま尋ひろさんは、ほかの警けい備びの人ひとたちより、あきらかにひどいケガを負おってる。

　どうして……。

「…………やっと動うごいたか、レッド」

　うすく目めを開あけた真ま尋ひろさんが、言いう。

　って、いまの……男おとこの人ひとの声こえ!?

「だれなの、あなた！」

　わたしは、警けい戒かいしながら、きく。

「おれの声こえを、もう忘わすれたのか？」

　真ま尋ひろさんは、そう言いって、うすく笑わらう。

『そういうことか……』

　ケイが、正しょう体たいに気きづいたらしい。

　ど、どういうこと？　いったい、だれなの？

『アスカも知しってるだろう。……ファンタジスタの部ぶ下かのマサキだ』

　マ、マサキ！

　だって、男おとこでしょ、マサキって……。

　いま、目めの前まえにいるのは……見みた目めはどう見みても、女おんなの子この真ま尋ひろさん。

　でも、さっきの声こえは男おとこだったし……。

「今こん回かいの変へん装そうは、最さい後ごまで見みぬかれなかったようだ。うまく出だしぬいてやった」

　真ま尋ひろさん──マサキは、少すこしほこらしげに言いう。

　ケイが、インカムのむこうで、ムッとしたのが、伝つたわってくる。

「そんな話はなしをしている場ば合あいじゃなかったな。予よ想そうどおりやつらがきた」

　やつら？

「うすうす気きづいているんだろう。ニック・アークライトだ。やつが直ちょく接せつ、島しまに乗のりこんできている。しかも、ファルコンを連つれてきている」

　ファルコンも!?

　わたしは、琴こと音ねさんが誘ゆう拐かいされたときのことを思おもいだす。

　あのとき、わたしもさらわれて、ファルコンとも直ちょく接せつ戦たたかったけど……ほとんど相あい手てにならなかった。

　あいつが、この島しまに……と考かんがえると、おもわずゾクッとする。

「花はな里さと琴こと音ねのあとをつけていたら、城しろに乗のりこんできていたニックとファルコンと、はち合あわせになったんだ。相あい手てはファルコン１人ひとりだったが、このざまだ」

　マサキの実じつ力りょくは、わたしも知しってる。

　それでも、かなわなかったんだ……。

　そうだ！　琴こと音ねさんは!?

「ニックに連つれていかれた」

「……！」

　わたしは、立たちあがろうとして、マサキに腕うでをつかまれる。

「あわてるな。まだ、話はなしは終おわっていない」

　だけど、琴こと音ねさんが……。

『アスカ、落おちつけ。あせったままで、どうにかなる相あい手てじゃない。それにいまは、マサキから情じょう報ほうを集あつめておきたい』

　……うん。

　そうだね。ごめん。

　わたしがあわてたって、なにもいいことなんてない。

「でも、いいの？　こんなことして。ファンタジスタは、タキオンのメンバーなんでしょ。ニックの仲なか間まのはずじゃない」

「おれはいいんだ。ファンタジスタさまの個こ人じん的てきな部ぶ下かだから……ファンタジスタさまの考かんがえにしたがうだけだ」

　どうして、そこまでファンタジスタにしたがうの？

　命いのちまでかけて。

「おれには、親おやも兄きょう弟だいもいない。幼おさないころに事じ故こで死しんだんだ」

　事じ故こで……。

「おれの生うまれた国くにでは、孤こ児じの子こ供どもを、国くにが助たすけてくれることなんてなかった。だから、おれは人ひとの物ものを盗ぬすんで、なんとか生いきていた。そんなあるとき、街まちをおとずれたファンタジスタさまから財さい布ふを盗ぬすもうとして、つかまったんだ。死しを覚かく悟ごした。だが、ファンタジスタさまは、なんの気きまぐれか、おれを拾ひろって、連つれていった。食しょく事じと服ふくと住すむ場ば所しょを与あたえられ、いっしょに暮くらすようになったんだ」
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　ファンタジスタが、そんなことを？

　マサキが思おもいだしたように、少すこし楽たのしげに笑わらった。

「もちろん、タダというわけじゃない。盗ぬすみの技ぎ術じゅつを厳きびしくたたきこまれた。サポート役やくとして。だから、ファンタジスタさまには恩おんがあるんだ」

　そうだったんだ……。

　それで、さっき言いっていた、ファンタジスタの考かんがえって、なんなの？

　タキオンを裏うら切ぎるような真似まねをしてまで、したいことがあるってこと？

　わたしの質しつ問もんに、マサキは表ひょう情じょうをくもらせる。

「それは……おれにもわからない。ファンタジスタさまの過か去こについては、知しっているだろう？」

　わたしは、だまってうなずく。

「複ふく雑ざつな思おもいを、抱かかえていらっしゃるんだ。幼おさない自じ分ぶんを見み殺ごろしにした花はな里さと家け──源げん一いち郎ろうを憎にくんでいるのか……自じ分ぶんのすわるはずだった、次じ期き当とう主しゅの座ざにいる姉あねの琴こと音ねをねたんでいるのか。……それとも、慕したっているのか」

　慕したっている？

　恭きょう也やが？

　わたしの疑ぎ問もんには答こたえずに、マサキは続つづける。

「ただひとつ言いえることは、花はな里さと家けになにか手てを下くだすとすれば、それは自じ分ぶんだと思おもっていらっしゃるということだ。ニックなどに、わたすはずがない」

　痛いたみがあるのか、マサキは顔かおをゆがめる。

「そっちの相あい棒ぼうが気きづいていると思おもうが、行いき先さきは屋おく上じょうだ。……こんなことをたのめた義ぎ理りはないが、ファンタジスタさまを守まもってくれ……タキオンに表おもてだって敵てき対たいしたんだ。ぶじでいられるとは思おもえない……ファンタジスタさまを……たの……む」

　それだけ言いうと、マサキは気きを失うしなう。

　痛いたみが限げん界かいだったらしい。

　わたしはマサキを、床ゆかに横よこにして、立たちあがる。

　ファンタジスタ──恭きょう也や自じ身しんも、もしかしたら、自じ分ぶんがどうしたいのか、わかっていないのかもしれない。

　今こん回かいの計けい画かくは、ファンタジスタらしさは、あまり感かんじられないし。

　いつもの派は手でさがないっていうか……迷まよってる感かんじがする。

　でも、それは直ちょく接せつファンタジスタに、きくしかない。

　そのためにも、ニックとファルコンの思おもい通どおりにさせるわけにはいかない！

　絶ぜっ対たいに、さらわれた琴こと音ねさんと源げん一いち郎ろうさんを、助たすけ出ださなきゃ！
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　階かい段だんを登のぼりきると、屋おく上じょうに通つうじるドアが見みえてくる。

　開ひらいたままだ。

　そっとドアにしのびよって、外そとをのぞき見みると……。

　ファンタジスタと源げん一いち郎ろうさんが、屋おく上じょうの中ちゅう央おうあたりで、むかい合あうように立たっていた。

　そのそばには、源げん一いち郎ろうさんをさらった迷めい彩さい服ふくの男おとこたちが、倒たおれてる。

　これって、ファンタジスタが源げん一いち郎ろうさんを、助たすけたってこと？

『しばらく、ここで様よう子すを見みるぞ』

「了りょう解かい」

　わたしは、姿すがたを隠かくしたまま、屋おく上じょうの様よう子すを探さぐる。

　さっきはよく見みえなかったけど、ファンタジスタと源げん一いち郎ろうさんの、ななめ奥おくに、ニックとファルコンが立たっている。

　ファルコンの腕うでには……琴こと音ねさんが抱だきかかえられてる!?

　琴こと音ねさんは、気きを失うしなってはいるみたいだけど、ケガはなさそう。

　でも、このメンバーがそろうって、いったいなにが始はじまるの？

『どう転ころぶかは、わからない。……いつでも、出でられる準じゅん備びはしておけ』

　わかってる。

　マサキが琴こと音ねさんを助たすけようとしたからって、ファンタジスタが味み方かただとは、限かぎらない。

　下手へたに出でていったら、琴こと音ねさんと源げん一いち郎ろうさんを、助たすけ出だすチャンスを失うしなうかもしれないことぐらいは、わたしにもわかる。

　だから、いまはガマンして、チャンスを待まつしかない。

「……なぜ、おまえがここにいる、ファンタジスタ」

　ニックが、ファンタジスタにむけて言いう。

「それはこっちのセリフだ。花はな里さと家けはおれの獲え物ものだ。それを横よこからさらわれては、おれの美び学がくに反はんするのでね」

　ファンタジスタが肩かたをすくめる。

　いつもどおり、かるい口く調ちょうだけど、体からだには緊きん張ちょう感かんがある。

「美び学がく？　……ふん、そうではないだろう。これはおまえの私し怨えんだ」

　しえん？

『個こ人じん的てきなうらみのことだ』

　ケイが説せつ明めいしてくれる。

「おまえの積せき年ねんのうらみを、わたしが晴はらしてやろうというんだ。感かん謝しゃしてもらいたいぐらいだぞ、ファンタジスタ」

「…………」

　ファンタジスタは、だまってニックを、にらみつける。

「おまえたちの話はなしなら、あとにしてくれんか。わしの孫まごを、返かえしてもらおう」

　源げん一いち郎ろうさんが、話はなしに割わって入はいる。

　ニックとファルコン、それにファンタジスタ。

　ただ者ものではない、危き険けんな男おとこたちとむかい合あっても、源げん一いち郎ろうさんは、まったくひるんでいない。

「……この状じょう況きょうでも、そんなことを言いえるのは、あなたぐらいでしょう。さすが、花はな里さとグループの会かい長ちょうだ」

　ニックは、余よ裕ゆうたっぷりに言いう。

　そんなニックを、源げん一いち郎ろうさんはジロリと見みる。

「ニック・アークライト。わしもおぬしのことは、よく知しっておるよ。わしの息子むすこ夫ふう婦ふと孫まごは、17年ねん前まえに海かい外がいで事じ故こで死しんだことになっておる。だが、事じ故こを不ふ審しんに思おもったわしは、花はな里さとグループの調ちょう査さ班はんを使つかい、独どく自じに事じ故こを調しらべようとした。ところが、調しらべられなかった。調しらべようとすると邪じゃ魔まが入はいり、調ちょう査さ員いんの中なかには不ふ審しんなケガをするものまで、出でた。手てを引ひかざるを得えなかったんじゃ……」

「それと、わたしになにか関かん係けいが？」

　ニックは、とぼけた様よう子すで、きき返かえす。

「大おおありじゃ！　そのとき、調ちょう査さを邪じゃ魔ましたのは、表おもて舞ぶ台たいには決けっして姿すがたを現あらわさない、世せ界かい的てき犯はん罪ざい組そ織しき、タキオン。そして、若わかくして幹かん部ぶになったおぬし、ニック・アークライトじゃからな」

　源げん一いち郎ろうさんの怒いかりのこもった声こえが、屋おく上じょうに響ひびく。

「やはり、われわれのことをご存ぞん知じでしたか。世せ界かい的てき企き業ぎょう、花はな里さとグループなら、とうぜんと言いえるかもしれないですが、どうにも最さい近きんのあなたがたは、わたしたちの邪じゃ魔まをされるので、困こまっていたんですよ」

「それで、孫まごの誘ゆう拐かいをくわだて、さらには今こん回かいの襲しゅう撃げきか。……17年ねん前まえの事じ故こも、おぬしたちの差さし金がねだな？」

　えっ……。

　17年ねん前まえの事じ故こまで？

　わたしがおどろいていると、ニックはあっさりとうなずいた。

「その通とおりです。あなたの息子むすこさんは、とても優ゆう秀しゅうな方かたでした。われわれの存そん在ざいにいち早はやく気きづき、世せ界かい中じゅうに味み方かたとなる仲なか間まを、つくっていたんですよ」

「あの馬ば鹿か者ものが……。そんなこと、わしにはひと言ことも言いわんで、行こう動どうしおって……」

　源げん一いち郎ろうさんは、くやしそうに顔かおをゆがめる。

「息子むすこさんも、父ちち親おやのあなたを巻まきこみたくなかったんでしょう。知しれば身みに危き険けんがおよぶ。それは、あなたがいま、身みをもってわかっていることでしょう」

「これだけ説せつ明めいしたのは、わしを殺ころすつもりだからか」

「そうです。……ただ、最さい後ごにひとつだけ訂てい正せいしておきましょうか。わたしたちは、17年ねん前まえ、あなたのお孫まごさんを手てにかけていませんよ」

「なんじゃと!?　そんなわけがあるか！　あれからいくら調しらべても、孫まごの生せい死しも行方ゆくえもつかめなかったんじゃからな」

　源げん一いち郎ろうさんが、ニックをにらみつける。

　その表ひょう情じょうは、仁に王おうさまのように、迫はく力りょくがある。

　遠とおくから見みてる、わたしですら、気け圧おされてしまうぐらい。

　だけど、ニックは平へい気きな顔かおで、言いいかえす。

「疑うたぐりぶかい方かたですね。──あなたのお孫まごさんは、目めの前まえに立たっているでしょう」

　ニックの言こと葉ばに、ピクリとファンタジスタが反はん応のうするのが、わかった。

　源げん一いち郎ろうさんも、それに気きづいたらしい。

　ゆっくりと、ファンタジスタのほうに、目めをむける。

　疑うたがうように。

　けれど、期き待たいを捨すてきれないというように。

　懐なつかしいおもかげを探さがすように、ファンタジスタの顔かおを見みつめながら、

「……おぬし、恭きょう也やなのか？　いや、そんなはずは……。しかし、昨日きのうのパーティーでおぬしの顔かおを……息子むすこの彰あき浩ひろの若わかいころにそっくりな顔かおを見みかけたんじゃ。もしやという予よ感かんはあったが、そんなバカな……」

　これまで、堂どう々どうとした姿すがたしか見みたことのなかった源げん一いち郎ろうさんが、まるで普ふ通つうの老ろう人じんのようによろめいた。

　ファンタジスタは、黙だまって源げん一いち郎ろうさんの顔かおを見み返かえしている。

　ニックが続つづける。

「たしかに保ほ証しょうしますよ。この男おとこが、あなたの後あとを継つぐはずだった、孫まごの花はな里さと恭きょう也やです」

「おぬしの保ほ証しょうなど……」

　源げん一いち郎ろうさんは言いい返かえすけど、声こえに力ちからがない。

　すがりつくように両りょう手てを伸のばしたけれど、ファンタジスタには届とどかないまま。

　と。

「──さあ。ぶじ、感かん動どうの再さい会かいもはたしたことですし」

　そこに明あかるいニックの声こえが割わって入はいった。

「死しんでもらいましょうか」

　源げん一いち郎ろうさんは、だまってニックをにらむ。

　だけど、やっぱりその目めには、さっきまでの力ちから強づよさがない。

　ニックは、源げん一いち郎ろうさんの動どう揺ようをさそうために、こんな話はなしをしたんだ。

　ケイ！

　もうわたしが出でないと、源げん一いち郎ろうさんが！

『……まだだ』

　ケイは短みじかく答こたえる。

　でも！

「タキオンの邪じゃ魔まをするあなたに、これ以い上じょう、生いきていてもらうとなにかと目めざわりでしてね。組そ織しきも大たい変へん心こころを傷いためているんですよ。なに大だい丈じょう夫ぶ、あなたの後あとは、このファンタジスタが立りっ派ぱに継ついでくれますよ。奇き跡せき的てきに生せい還かんした、花はな里さと家けの孫まごとしてね。くっくっくっ……」

　ニックは、ゆがんだ顔かおで、笑えみをうかべる。

　なんてこと！

　源げん一いち郎ろうさんをここで殺ころすだけじゃなくて、花はな里さと家けの乗のっ取とりまで考かんがえていたなんて！

「きさま、どこまでくさっておる……」

　源げん一いち郎ろうさんが、くちびるをかみしめる。

「ファンタジスタ、さあうらみを晴はらせ。その手てで、祖そ父ふを殺ころすがいい」

　ニックは、ファンタジスタをふりかえって言いった。

　ファンタジスタは、無む表ひょう情じょうのまま、まっすぐに源げん一いち郎ろうさんの顔かおを見みている。

　源げん一いち郎ろうさんは、いたましいものを見みるような顔かおになった。

「……恭きょう也や」

　源げん一いち郎ろうさんの呼よぶ声こえに、ファンタジスタの体からだがピクリと反はん応のうする。

「……おまえがわしをうらんだとしても、それはしかたのないことだ。わしはおまえを、救すくってやれなかった……理り由ゆうはどうあれ、それは真しん実じつだ……おまえがわしを殺ころしたいなら、そうするがいい」

　げ、源げん一いち郎ろうさん!!

　きっぱりと言いった源げん一いち郎ろうさんに、ファンタジスタの腕うでが上あがりかけて──

　そのまま、また体からだの両りょうわきに落おちた。

「……殺ころしは美び学がくに反はんするのでね。丁てい重ちょうにお断ことわりしよう」

　表ひょう情じょうは変かわらないまま。

　でも、その目めが鋭するどくニックにむけられる。

　ニックの口くちもとに、皮ひ肉にくな笑えみが広ひろがった。

「……そうか。────なら、そこで黙だまって見みているがいい！」

　ニックは、スーツから、すばやく拳けん銃じゅうを抜ぬき出だし、源げん一いち郎ろうさんにむける。

　危あぶないっ！

　パンッ！

　銃じゅう声せいが響ひびく。

　銃じゅう声せいが鳴なる一いっ瞬しゅん前まえに、ファンタジスタが動うごいていた。

　源げん一いち郎ろうさんをつき飛とばしながら、自じ分ぶんもいっしょに地じ面めんに飛とぶ。
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「……なぜ、おぬしが……」

　源げん一いち郎ろうさんが、自じ分ぶんの上うえにおおいかぶさる、ファンタジスタをおどろいた顔かおで見みてる。

　そのファンタジスタの右みぎ腕うでから、血ちが流ながれてる。

　白しろいスーツが、赤あかく染そまっていく。

「ファンタジスタ、やはり裏うら切ぎるつもりだったか」

　ニックがファンタジスタを見みおろしながら言いう。

「さっきも言いったが、おまえが本ほん当とうはちがう目もく的てきで、動うごいていたことは知しっていた。それでも、組そ織しきに有ゆう益えきになる仕し事ごとをこなすから、見みのがしてきたんだ。だが、これは見みのがせない。最さい後ごのチャンスを与あたえてやる。今こん度どこそ邪じゃ魔まをするな」

　ニックが、冷つめたく言いいはなつ。

　そんなニックに、源げん一いち郎ろうさんをかばったままのファンタジスタは、不ふ敵てきな笑えみをうかべる。

「怪かい盗とうの美び学がくとして、狙ねらった獲え物ものを、ほかにゆずるなんて、ありえないね」

「そうか……残ざん念ねんだ」

　ニックがゆっくりと、ファンタジスタに拳けん銃じゅうをむける。

　その瞬しゅん間かんに、わたしはドアの陰かげから、飛とびだしていた。

　その場ばにいた、ほかのだれもが、わたしの存そん在ざいに気きづくのが、一いっ瞬しゅんおくれる。

「はっ！」

　わたしは、ニックの拳けん銃じゅうを真ま上うえに蹴けりとばす。

「くっ……！　きさま、怪かい盗とうレッドか！」

　ニックが手てをおさえて、うしろに下さがる。

　そのまま、追つい撃げきしようとすると、いままでだまっていたファルコンが、割わって入はいってくる。

　琴こと音ねさんは、地じ面めんに寝ねかされてる。

　やっぱり、そうくるよね。

　わたしは、体たい勢せいを低ひくくして、走はしるいきおいのまま、足あしをはらう。

　ドンッ！

　だけど、丸まる太たのようなファルコンの足あしは、びくともしない。

　でも、それも計けい算さん通どおり。

　蹴けった足あしを軸じくに、わたしは回かい転てんしながら飛とびあがって、反はん対たいの足あしでファルコンの顔がん面めんに蹴けりをはなつ。

「ふんっ」

　ファルコンは余よ裕ゆうの表ひょう情じょうで、片かた手てで受うけとめようと、してくる。

　それもわかってたよっ！

「はあっ！」

　わたしは、そのまま蹴けりをはなつ。

　バンッ！

　大おおきな衝しょう撃げき音おんがして、ファルコンがよろける。

「ぐっ……。これは発はっ勁けいか」

　そう。

　マサキに教おそわった、力ちからを抑おさえた発はっ勁けいを、さらに改かい良りょうしたもの。

　蹴けりの発はっ勁けい。

　手てで打うてるんだから、足あしでだって打うてるはずだって思おもって、ずっと練れん習しゅうしてたんだよね。

　まさか、こんなに早はやく、実じっ戦せんで試ためすことになるとは、思おもってなかったけど。

　わたしは、うしろに飛とびずさる。

　ファルコン相あい手てに、深ふか追おいはダメ。

　それに目もく的てきのひとつは、果はたしたし。

「このファンタジスタが、利り用ようされるとはな」

　そう言いうファンタジスタの腕うでには、琴こと音ねさんが抱だきかかえられている。

　狙ねらいどおり、さっきの攻こう防ぼうの一いっ瞬しゅんに、琴こと音ねさんを取とり返かえしたんだ！

　これは、ケイの作さく戦せん。

　ファンタジスタが狙ねらわれる瞬しゅん間かんを狙ねらって飛とびだして、ニックを攻こう撃げきすれば、かならずファルコンが出でてくる。

　そうすれば、ファンタジスタが琴こと音ねさんを助たすける時じ間かんがかせげるって。

　ファンタジスタが動うごくかは、五ご分ぶ五ご分ぶだったけど、わたしは動うごいてくれると信しんじてた。

　源げん一いち郎ろうさんを、ニックの拳けん銃じゅうから守まもったときに、そう確かく信しんしたから、迷まよわずにファルコンにむかっていけた。

『２対たい２とはいえ、ファンタジスタはケガを負おっている。長ながびかせるわけにはいかない』

　うん。

　それに、琴こと音ねさんと源げん一いち郎ろうさんを、守まもりながらだもんね。

「きさまら、よくも……」

　ニックのととのった顔かおが、怒いかりでゆがむ。

「ファルコン！　やつらを蹴け散ちらせ」

　ファルコンは、ゆっくりと身みがまえる。

　ダンッ！

　強つよく地じ面めんを蹴けって、ファルコンが一いっ瞬しゅんで、間ま合あいをつめてくる。

　わたしは、とっさに腕うでを十じゅう字じにする。

「ぐっ！」

　パンチを受うけながら、うしろに飛とんで、衝しょう撃げきを逃にがす。

　地じ面めんに足あしをつくと、そのままファルコンに突つっこむ。

　ケガをしているファンタジスタに、ファルコンの相あい手ては無む理り。

　だから、わたしがファルコンの相あい手てをするしかない。

「はあっ！」

　わたしは、拳こぶしで改かい良りょう版ばんの発はっ勁けいを打うつが、今こん度どはがっちりとガードされる。

「予よ測そくできれば、受うけられない技わざではない。……だが、腕うでを上あげたな。今こん度どは、楽たのしませてもらえそうだ」

　ファルコンの、丸まる太たのような腕うでと足あしが、飛とんでくる。

　わたしは、それをギリギリのところで、かわし続つづける。

　風ふう圧あつが、頬ほおを、腕うでを、わき腹ばらを、かすめていく。

　あいかわらずの、ムチャクチャな威い力りょく。

　あんなのを食くらったら、一いち撃げきでやられちゃう。

　わたしは、うしろに大おおきく飛とんで、距きょ離りをとる。

「ファンタジスタ。さすがのきさまも、その出しゅっ血けつでは、まともに動うごけまい」

　ニックが、ファンタジスタにむけて、拳けん銃じゅうをむけてる。

　いつものファンタジスタなら、どうにでもできるだろうけど、出しゅっ血けつが多おおいのか、足あしもとがふらついてる。

　まずいっ！

「よそ見みとは余よ裕ゆうだな」

　くっ。

　あっという間まに、距きょ離りをつめて、ファルコンが拳こぶしをはなってくる。

　紙かみ一ひと重えでかわすと、わたしは、さらにうしろに下さがる。

　──と、背せ中なかにかるい衝しょう撃げきがあった。

「あっ……！」

　背せ中なかに、壁かべが当あたってる。

　もうこれ以い上じょう、下さがれない。
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　追おいつめたファルコンが、もてあそぶみたいに、ゆっくりと近ちかづいてくる。

　気け圧おされるように、おもわず下さがろうとして──グラッと体からだがかしいでしまう。

　屋おく上じょうの下したは、絶ぜっ壁ぺきの海かい岸がん。

　このまま、ここから落おちたら……。

　ファルコンの目めは、完かん全ぜんに獲え物ものを追おいつめた大おお型がた肉にく食しょく獣じゅうみたい。

　舌したなめずりしそうな表ひょう情じょうに、背せ筋すじを、冷ひや汗あせがつたう。

　どうしよう、ケイ。どうしたら……。

　と、そのとき。

「どおおりゃあああ！」

　──へ？

　突とつ然ぜん、どこからかどなり声ごえが聞きこえてきた。

　と思おもったら、なにかが屋おく上じょうにむかって、飛とんでくる。

　コロン……。

　地じ面めんに転ころがったそれは、次つぎの瞬しゅん間かん──。

　シュ────！

　ものすごいいきおいで、煙けむりを吐はきはじめる。

　これって、煙えん幕まく弾だん!?

　いったいだれが？

　あっという間まに、目めの前まえが煙えん幕まくで白しろくなり、見みえなくなる。

「レッド」

　……いつの間まに近ちかづいてきたのか、ファンタジスタが近ちかくに立たっていた。

　その手てに、琴こと音ねさんをかかえてる。

「君きみにあずけておく」

「ちょ、ちょっと……」

　そう言いって、ファンタジスタは、琴こと音ねさんをわたしに、手てわたしてくる。

　ファンタジスタは、わたしの腕うでの中なかの、琴こと音ねさんを見みつめる。

「うっ……ううん………」

　琴こと音ねさんが、うめき声ごえをあげる。

　気きがついたみたいだけど、まだぼんやりとしていて、目めの焦しょう点てんが合あってない。

　ふいに、ファンタジスタの口くちが小ちいさく動うごいた。

「姉ねえさん」

　声こえは出でていなかった。

　ただ、あの口くちの動うごきは、そう言いったのだと思おもう。

「──ファルコン！」

　ニックの声こえが聞きこえる。

　まずい！

　煙けむりがうすくなってきて、ファルコンが、源げん一いち郎ろうさんのほうにむかってる。

　ファンタジスタは、瞬しゅん時じにきびすを返かえすと、ファルコンにむかって、突とっ進しんした。

　いつも怪かい盗とうの美び学がくを語かたる、ファンタジスタとは思おもえない、がむしゃらな突とっ進しん。

　だからこそ、ファルコンは虚きょをつかれたように、反はん応のうがおくれる。

「うおおおおおおっっ!!」

　ファンタジスタが、ファルコンの腰こしに組くみついて、そのままいきおいにまかせて押おしていく。

　その先さきには、石いし壁かべがある。

　ファンタジスタ！

　ファンタジスタとファルコンの体からだが、石いし壁かべにぶつかり、重かさなるようにして、ふわりと浮ういた。

「恭きょう也や！」

　源げん一いち郎ろうさんが、さけぶ。

　ファンタジスタの仮か面めんが、ずれて落おちる。

　いままで見みたことがないような、やさしい目めをして、源げん一いち郎ろうさんと琴こと音ねさんを見みていた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、わたしの視し界かいから、ファンタジスタとファルコンの姿すがたが消きえる。

　…………………………ザンッ！

　数すう秒びょうの間まがあってから、海うみに落おちる音おとが聞きこえる。

　わたしは、石いし壁かべに近ちかよって、海うみをのぞきこむ。

　そこには、深ふかい青あお色いろの海うみが広ひろがるばかりで、２人ふたりの姿すがたはどこにもなかった。







　　　　17　意い外がいな助すけっ人と




『アスカ！　ニックはどうした!?』

　ケイの言こと葉ばに我われに返かえり、わたしはふり返かえって、目めをこらす。

　屋おく上じょうには、まだ煙けむりがたちこめていたけど、人ひと影かげぐらいは見みえるていどには、うすくなってきている。

　だけど、ニックらしい人ひと影かげは見みえない。

　ファルコンがいなくなって、早そう々そうに逃にげたみたい。

　逃にげるルートも、確かく保ほしてたみたいね。

『部ぶ下かを、逃とう走そうルートにひかえさせておいたんだろう』

　その部ぶ下かを使つかって、こっちに攻こう撃げきしてくるっていう、可か能のう性せいもあったんじゃないの？

『いや。ニックの性せい格かくを考かんがえると、そのリスクは避さけるはずだ。ファルコンを失うしなった時じ点てんで、この作さく戦せんは失しっ敗ぱいと見み切きりをつけたんだろう』

　それにしても、この煙えん幕まく弾だんを投なげこんだのは、だれなんだろう？

　と、そのとき。

「はあはあはあ……。やっと着ついたか」

　息いきを切きらして、だれかが屋おく上じょうの出で入いり口ぐちの前まえに立たつ。

　っていうか、この声こえってもしかして……。

「怪かい盗とうレッド！　そこにいるんですよね？」

　り、理り央お先せん輩ぱい!?

　それじゃあ、さっきの煙えん幕まく弾だんを投なげこんだのって……。

『清きよ瀬せ先せん輩ぱいでまちがいなさそうだな。あの人ひとの行こう動どう力りょくは、ときどきおれの想そう像ぞうを超こえる』

　ケイが、あきれたように言いった。

　ケイをあきれさせるって、そうとうだよね……。

　さすが、と言いっていいのかどうか、微び妙みょうだけど。

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしに目めをとめた。

「……さっきのは、あなた？」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて言いった。

「はい！　となりの監かん視し用ようの塔とうから、空くう気き銃じゅうを使つかって投なげ入いれたんです！」

　く、空くう気き銃じゅう……。

　なんでそんなものを、持もってるんだろう、理り央お先せん輩ぱいってば！

「煙えん幕まく弾だんはどうしたの？」

「煙えん幕まく弾だんていど、持もっているのは、怪かい盗とう部ぶのたしなみですから」

　いやいや！

　絶ぜっ対たい、そんなたしなみないから！

　そうつっこみたいけど、怪かい盗とうレッドのいまはできない。

　それより、気きになってたことを、きいとかないと。

「でも、どうしてあのタイミングで、煙えん幕まく弾だんを投なげこんだの？」

「わたしが、レッドならそうするだろうと思おもったんです。だれかがピンチなときに、かならず助たすけにきてくれるのが、怪かい盗とうレッドですから！」

　そう言いいながら、理り央お先せん輩ぱいが、こっちにむかって近ちかづいてくる。
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　まだ、煙けむりがあるから、わたしは人ひと影かげとしか、見みえないはずだ。

　理り央お先せん輩ぱいは、きっといま、満まん面めんの笑えみをうかべてることだろう。

　レッドと話はなせたわけだし。

　できることなら、ちゃんとお礼れいを言いいたいところだけど、近ちかづいたら、ややこしいことになりそうなのは、想そう像ぞうがつく。

「助たすかったわ。どうもありがとう。……ここに、花はな里さと源げん一いち郎ろうさんと琴こと音ねさんがいる。すぐに警けい備びの人にん間げんも来くると思おもうから、それまでよろしくね」

　わたしはそう言いって、すわりこんでいる源げん一いち郎ろうさんと、源げん一いち郎ろうさんにかかえられるようにして眠ねむっている琴こと音ねさんに、ちらりと目めをやる。

　ニックが去さったいまなら、もう危き険けんはないだろう。

『そろそろ、白しら里さと響ひびきがここに来くる。引ひきあげるぞ』

「了りょう解かい」

　わたしは返へん事じをすると、屋おく上じょうからそっと立たちさった。

「あっ！　ま、まってくださいレッド！　もうすこしお話はなしを……！」

　って、理り央お先せん輩ぱいの声こえが追おいかけてくるのを聞ききながら。







　　　　18　普ふ通つうじゃないから




　その日ひの夕ゆう方がたには、警けい察さつがやってきて、屋おく上じょうの下したの海かい岸がんの捜そう索さくを始はじめた。

　だけど、日ひが落おちかけたいまも、ファンタジスタもファルコンの姿すがたも見みつかっていない。

　上うえから見みただけでも、体からだがすくんでしまうような、絶ぜっ壁ぺきだった。

　捜そう索さくするために、下したに降おりることも、大たい変へんらしい。

　つかまった迷めい彩さい服ふくの男おとこたちは、海かい外がいでやとわれた元もと軍ぐん人じんたちらしく、ニックのことや組そ織しきのことはなにも知しらないと言いってるみたい。

　あの指し揮き官かんらしかった男おとこは姿すがたを消けしていた。

　たとえタキオンのことを知しっていても、絶ぜっ対たいに言いわないだろう。

　言いえばどうなるか、わかってるはずだから。

「また、事じ件けんに巻まきこんでしまったわね。ごめんなさい」

　警けい察さつに事じ情じょうをきかれていた琴こと音ねさんが、わたしとケイがいるホールの一いっ角かくに、やってくる。

　このホールは、１日にち目めにパーティーをやったほう。

　仕し掛かけが発はつ動どうしたほうのホールは、まだ床ゆかに大おお穴あなが開あいたままらしい。

「いえ。琴こと音ねさんのせいじゃないですし、気きにしないでください」

　わたしは、笑えみを返かえす。

　琴こと音ねさんは、源げん一いち郎ろうさんといっしょに、花はな里さと家けの次じ期き当とう主しゅとして、事じ態たいの後あと始し末まつに走はしりまわっていた。

　さっきまで、悪わる者ものたちに捕つかまっていたことなんか、まったく悟さとられないようにふるまっている。

　いつも思おもうけど。

　琴こと音ねさんって、すごいなあ……。

　わたしたちに笑え顔がおをむけた琴こと音ねさんは、ほっとしたように表ひょう情じょうをやわらげた。

　そのとたん、年とし相そう応おうの女おんなの子この顔かおになる。

「……前まえの事じ件けんのときから、ファンタジスタには、なんだか、なつかしい雰ふん囲い気きを感かんじていたの」

　不ふ意いに、琴こと音ねさんが話はなしだす。

　わたしは、だまったまま、話はなしをきく。

「ファンタジスタが、最さい後ごに言いった気きがするの。『姉ねえさん』って。でも、わたしも意い識しきがぼんやりしていたし、夢ゆめだったのかもしれないけれど。でも、もし夢ゆめじゃないとしたら、彼かれは……」

　そこまで言いって、琴こと音ねさんは口くちをつぐんで、小ちいさく首くびを横よこにふる。

　わたしも、ファンタジスタは、「姉ねえさん」と言いった気きがした。

　でも、それを伝つたえるわけにはいかない。

　わたしは、あの場ば所しょには、いないことになってるんだから。

　源げん一いち郎ろうさんは、ファンタジスタ＝花はな里さと恭きょう也やだと、はっきりとわかったはずだけど、琴こと音ねさんには伝つたえていないらしい。

　伝つたえないつもりなのかもしれない。

「……これを持もっていたら、きっと……ファンタジスタはもう一いち度ど、現あらわれるわよね。答こたえはそのとき、直ちょく接せつ、彼かれにきくつもり」

　琴こと音ねさんは、首くびから下さげたままの漆しっ黒こくの涙なみだを、ぎゅっとにぎりしめる。

「琴こと音ねお嬢じょうさま」

　執しつ事じさんが、呼よびにくる。

「それじゃあ、またあとでね」

　琴こと音ねさんは、行いってしまう。

　入いれ替かわるように、理り央お先せん輩ぱいがやってきた。

「はあ～～。煙えん幕まく弾だんを持もち歩あるいていたことを、こってり警けい察さつに怒おこられてしまったよ。あとで、父ちちにも怒おこられそうだ。まいったなぁ」

　理り央お先せん輩ぱいは、めずらしくげっそりした顔かおをしてる。

　そりゃあ、そんなもの、普ふ通つうの女じょ子し高こう校こう生せいが持もち歩あるいてたら、怒おこられますって。

「それに、またレッドとは会あえないままだったし。嫌きらわれてるのかな、ぼく」

　しょんぼりした様よう子すで、理り央お先せん輩ぱいが肩かたを落おとしている。

　こんなに、落おちこんでる理り央お先せん輩ぱいなんて、見みたことない。

　やっぱり、少すこしぐらい顔かおを合あわせておくべきだったかな……。

　でも、理り央お先せん輩ぱいのするどさは、詩し織おり先せん輩ぱい以い上じょうに警けい戒かいする必ひつ要ようがあるんだよね。

「あ、あの！　元げん気き出だしてください。会あえなかったけど、言こと葉ばはかわせたんですよね？」

　わたしがそう言いうと、理り央お先せん輩ぱいが顔かおを上あげる。

　その表ひょう情じょうが、満まん面めんの笑えみに変かわってる。

「そうなんだよ！　あの怪かい盗とうレッドと話はなしができたんだ！　しかも、お礼れいまで言いわれちゃってさぁ！　もう、これは帰かえったら、大だい貴きと健けん人とのやつに、自じ慢まんしまくってやらなくちゃ！」

　ものすごい、きりかえの早はやさ……。

　でも、落おちこんでるよりは、理り央お先せん輩ぱいらしくて、いっか。

　しばらくは、怪かい盗とう部ぶはこの話はなしで、持もちきりになるだろうし。

　おもに、理り央お先せん輩ぱいの独ひとり語がたりになるだろうけどね。

「清きよ瀬せ理り央おさんですね。あちらで、お父とうさまがお呼よびです」

　メイドさんが、理り央お先せん輩ぱいを呼よびにくる。

「父ちちが……。はあ……じゃあ、行いってくる」

　がっくりとうなだれて、理り央お先せん輩ぱいがお父とうさんのほうに、歩あるいていく。

　理り央お先せん輩ぱいでも、お父とうさんは怖こわいらしい。

　ちょっと、意い外がいな発はっ見けんかも。

　ホールには、人ひとはたくさんいるけど、みんな忙いそがしそうにしているか、この騒さわぎについて、うわさ話ばなしをしている。

　わたしは、となりに立たつケイを見みる。

「……ファンタジスタは、生いきてるよね？」

　あれから、ファンタジスタの話はなしは、一いち度どもしていなかった。

「……あの高たかさから落おちたら、普ふ通つうなら生いきていない」

　ケイは、あいかわらずの無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めんのまま、答こたえる。

「でも、ファンタジスタは、普ふ通つうじゃないよ」

　いままで、わたしはそれを見みてきてる。

　そして、あいつと直ちょく接せつ、対たい決けつしたわたしが、それは一いち番ばんよくわかってる。

「ああ……かもしれないな」

　ケイは、否ひ定ていしない。

「なら、わたしは生いきてるって、信しんじる。わたしはまだ、あいつと決けっ着ちゃくをつけてないんだから」

　引ひき分わけのままなんて、おたがいに納なっ得とくいかないに決きまってる。

　ケイは、そんなわたしを、ちらりと見みて、わたしにしかわからないぐらいに、わずかに口くちもとをゆるめた。

「……そうだな。ぼくもそう信しんじてる」

[image: ]







　　あとがき




　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　怪かい盗とうレッドも10巻かん目めになりました。とうとう、２ケタです。

　その記き念ねんすべき、10巻かん目めの内ない容ようですが……。

　１年ねん生せいから２年ねん生せいになる前まえにあるのが、春はる休やすみ！

　というわけで、今こん回かいは春はる休やすみの話はなしです。

　ファンタジスタも再さい登とう場じょうする、今こん回かいのお話はなしですが、いわば１年ねん生せいの間あいだにおきたことの、宿しゅく題だいみたいなものだったりします。

　どんな事じ件けんがおきるのかは、本ほん編ぺんを読よんでのお楽たのしみです！

「うちの学がく園えんは、春はる休やすみの宿しゅく題だいはないけどね」

　おっ、アスカ。

　へえ～、アスカの学がっ校こうでは、春はる休やすみの宿しゅく題だいがないんだ。……ほんとに？

「ほんとだってば！　うたがうなんて、ひどいなぁ、秋あき木ぎさん」

　ごめん、ごめん。

「でも、今こん回かいから２年ねん生せいと思おもってたから、びっくりしたよ。あんな、大だい事じ件けんがおきるなんて」

　まあね。ぼくも予よ定ていになくて、びっくりしたぐらいだし……。

「予よ定てい？」

　いやいや！　こっちの話はなしだよ。ところで、ケイはどうしてるの？

「え？　そこにいるじゃん」

「…………」

　うわっ！　いるなら、いるって言いってよ、ケイ。びっくりするじゃないか。

　そんなこと言いってたら、時じ間かんも残のこりわずかになってた。最さい後ごに２人ふたりから、どうぞ。

「１年ねん生せいの最さい後ごの大だい事じ件けん、いろんな大たい変へんなことがあったけど……これからもがんばるから、みんな２年ねん生せいになっても、応おう援えんよろしくね！　ほら、ケイも」

「……よろしく」

　それでは、また２人ふたりのつぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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